
令 和 ８ 年 ７ 月 １ 日 

子 ど も ・ 若 者 部 

教 育 委 員 会 事 務 局 

 

世田谷区子どもの権利擁護機関「せたがやホッと子どもサポート」の 

令和７年度活動報告について 

 

１ 主旨 

 世田谷区子どもの権利擁護機関「せたがやホッと子どもサポート」(略称 せたホッ

と)による令和７年度活動報告書がとりまとめられ、このたび区長及び教育委員会に

提出されたため、報告する。 

 

２ 活動報告書＜令和７年度＞の主な内容 

（１）新規相談件数 Ｐ８ 

３２８件（前年度：３６２件） 

 

（２）相談の主な内容 Ｐ１０                    

相 談 内 容 令和７年度 令和６年度 

対人関係の悩み 82 件（25.0％） 85 件（23.5％） 

いじめ 46 件（14.0％） 61 件（16.9％） 

家庭・家族の悩み 40 件（12.2％） 25 件（ 6.9％） 

学校・教職員等の対応 33 件（10.1％） 39 件（10.8％） 

心身の悩み 26 件（ 7.9％） 29 件（ 8.0％） 

虐待 22 件（ 6.7％） 20 件（ 5.5％） 

 

（３）初回の主な相談者 Ｐ１１               

初回の相談者 令和７年度 令和６年度 

子ども本人 245 件（74.7％） 279 件（77.1％） 

母親 64 件（19.5％） 67 件（18.5％） 

父親 9 件（ 2.7％） 6 件（ 1.7％） 

祖父母 3 件（ 0.9％） 1 件（ 0.3％） 

 

 （４）初回（新規）の相談方法 Ｐ１１ 

   ①全体件数（子どもと大人の合計） 

初回の相談方法 令和７年度 令和６年度 

電話 127 件（38.7％） 144 件（39.8％） 

はがき 98 件（29.9％） 127 件（35.1％） 

メール 75 件（22.9％） 58 件（16.0％） 

面接 26 件（ 7.9％） 32 件（ 8.8％） 

FAX 1 件（ 0.3％） 1 件（ 0.3％） 

手紙 1 件（ 0.3％） 0 件（ 0.0％） 

合計 328 件（100.0％） 362 件（100.0％） 
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② ①のうち、子どものみの件数 

初回の相談方法 令和７年度 令和６年度 

電話 57 件（23.3％） 76 件（27.0％） 

はがき 98 件（40.0％） 127 件（45.2％） 

メール 63 件（25.7％） 48 件（17.1％） 

面接 25 件（10.2％） 30 件（10.7％） 

FAX 1 件（ 0.4％） 0 件（ 0.0％） 

手紙 1 件（ 0.4％） 0 件（ 0.0％） 

合計 245 件（100.0％） 281 件（100.0％） 

 

（５）新規相談（３２８件）のうち年度内に対応を終了した件数 Ｐ８ 

   ２４１件 ※残りの８７件及び令和６年度以前から継続の１６件を足した 

１０３件は令和８年度に継続 

 

（６）委員・専門員の総活動回数（相談対応先別） Ｐ１７ 

相談対応先 令和７年度 令和６年度 

子ども 1,761 回(50.8%) 1,650 回(50.9%) 

おとな   740 回(21.4%)   807 回(24.9%) 

関係機関   964 回(27.8%)   785 回(24.2%) 

合計  3,465 回(100.0%)  3,242 回(100.0%) 

 

（７）権利の侵害を取り除くための申立て等 Ｐ１８ 

・申立て：０件（前年度：０件） 

    ・調 査：１件（前年度：０件） 

 

（８）子どもの権利学習活動 Ｐ４３・４４ 

   ・いじめ予防授業、子どもの権利学習授業（小学校：９校、中学校：１校） 

   ・学校教員向け研修（採用１１年目中堅教諭対象の必修研修：１回） 

    ・遊びながら子どもの権利を学ぶイベント（児童館：３館） 

・区職員向け研修（区研修担当課との共催研修：１回） 

 

 

 

    

 

 

学校教員向け研修 

（講師：せたホッと代表擁護委員 

↓ 平尾 潔（弁護士）） 

児童館で実施した、 

遊びながら子どもの権利を学ぶイベント 

      ↓            ↓ 
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３ 活動報告会の開催 

  ・名 称  せたがやホッと子どもサポート 令和７年度活動報告会 

  ・日 時  令和８年７月３０日（木） 開会１８時３０分（開場１８時） 

  ・場 所  子ども・子育て総合センター（宮坂３－１５－１５） 

３階 研修室［入場無料、予約不要］ 

  ・内 容  詳細が確定次第、区ホームページなどで周知予定 
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マスコットキャラクター なちゅ

世田谷区子どもの権利擁護機関

せたがやホッと子どもサポート

活動報告書〈令和７年度〉
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〈名称〉 ： 世田谷区子どもの権利擁護機関 

〈通称〉 ： せたがやホッと子どもサポート(略称：せたホッと) 
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はじめに 

～子どもの権利救済機関における子どもの権利の実現に向けての取り組み～ 

代表子どもサポート委員 平尾 潔 

 

昨年度のこのページでは、子どもの権利が新たなステージに入ったことを踏まえ、子どもを、

おとなが理想とする子ども像に向けて育成する対象であるという考えを捨て、子ども自身が権

利を持った対等な存在として接することの必要性について書きました。では、実際に社会の中

で子どもの権利は浸透しているのでしょうか。もし浸透していないとすれば、何がネックになって

いるのでしょうか。この点について、もう少し掘り下げて考えたいと思います。 

 

子どもの権利の実現に必要なもの 

子どもの権利の実現のためには、第一に、子ども自身が自分の権利について知る必要があ

ります。どんな権利を持っていて、どのような場面で使えば効果があるのか、ということを学ぶ機

会が必要です。「せたホッと」でも「いじめ予防授業」や「こどもの権利学習」といったプログラ

ムを実施しており、また学校教育でも、人権教育は行われていますが、こども家庭庁の調査1に

よると、子どもの権利条約について「聞いたことがない」と回答した児童生徒が、小学校１～３

年生で８３．２％、４～６年生で６７．９％、中学生で５６．８％、高校生で３２．９％と、認知度はまだ

まだ低いことがわかります。 

第二に、子どもが権利を主張した時に、おとなをはじめとする周囲がそれを尊重するかどう

かです。これは、主に子どもの意見表明権や最善の利益の問題としてとらえることができます。 

友人とのトラブルなどで、子ども自身の考えではなく、保護者が自分の考えで学校と交渉す

る例が少なくありません。また、学芸会や音楽会の演目、遠足の目的地などの学校行事でも、

学校側が決めているケースがほとんどです。 

このように、方針を決定する権限をおとなが握っていては、子どもが意見表明権を行使し、最

善の利益の実現を求めたとしても、それは文字通り「意見を述べるだけ」にとどまり、子どもの

権利は絵に描いた餅のままです。おとなが決定権を手放せないのは、子どもに任せてはおけな

い、おとなが責任を持って決めるべき、という考え方が根底にあります。 

この点が、子どもの権利が社会に浸透していかない一番のネックと考えています。 

 

子どもの意見を実現するための取り組み 

子どもの意見を尊重し、子どもが主体となって物事を決めていくという取り組みは、決して不

可能ではありません。 

北海道の十勝地方では、小学校教諭の伊藤義明先生が、長年にわたり、学校行事の内容を

子どもたちが主体となって決めていく取り組みを実践されています。また、岡山県の玉野市立

荘内中学校では、学校が校則制定権を生徒会に委譲しました。2
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いじめなどのトラブルも、保護者が子どもの意見をていねいに聴き、それを尊重しながら学校

と協力して解決するケースも決して少なくありません。 

子どもたちは、自分たちが意見を述べるだけでなく、それが尊重されていることを実際に体

験することで、初めて意見表明権、ひいては子どもの権利とは何かを学ぶことができます。 

 

「せたホッと」の取り組み～「どうやって解決したいか」を聴く～ 

 「せたホッと」は、子ども自身の声を聴くことを大切にしています。もちろん、保護者の意見にも

耳を傾けますが、中心となるのはあくまで子どもの意見です。これに寄り添い、その思いを受け

止めることが、子どもの権利救済の第一歩になります。 

そして、何らかのトラブルのケースでは、子どもに、どうやって解決したいかを聴きます。事実

関係や気持ちだけでなく、目の前にあるこのトラブルを、あなた自身はどうやって解決したいの

か、を尋ねます。ここまで確認しておかないと、子どもの望む解決から離れた解決を目指すこと

になってしまいます。それでは子どもの満足は得られず、自信にもつながりません。 

どう解決するかを確認し、それに沿って動いていく。相手のあることですから、うまくいくことば

かりではありませんが、子どもの権利の救済という視点からは、大切な視点だと思っています。 

 

1 こども家庭庁 2024 児童の権利に関する条約の認知度等調査及び同条約の普及啓発方

法の検討のための調査研究 報告書 概要版。（最終アクセス：令和 8 年５月８日） 

2 日本テレビ 2023【校則を撤廃！？】服装も SNS も！ 自分たちで“ルール”を作る生徒たちの取

り組み『every.特集』 https://www.youtube.com/watch?v=AuRqh9p2AcQ 

（最終アクセス：令和 8 年５月８日） 
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Ⅰ 世田谷区子どもの権利擁護委員「せたがやホッと子どもサポート」の制度 

 

１ 子どもの権利擁護委員(以下、子どもサポート委員) の設置目的、職務 

 （１）設置目的 

     子どもの権利を擁護し、権利を侵害された子どものすみやかな救済を図るため。 

 （２）位置づけ 

     地方自治法第 138条の４第３項に基づく区長及び教育委員会の附属機関（＊） 

 

 

 

 

 

（３）職務内容 

① 子どもの権利の侵害についての相談に応じ、必要な助言や支援をすること。 

② 子どもの権利の侵害についての調査をすること。 

③ 子どもの権利の侵害を取り除くための調整や要請をすること。 

④ 子どもの権利の侵害を防ぐための意見を述べること。 

⑤ 子どもの権利の侵害を取り除くための要請、子どもの権利の侵害を防ぐための意見などの 

内容を公表すること。 

⑥ 子どもの権利の侵害を防ぐための見守りなどの支援をすること。 

⑦ 活動の報告をし、その内容を公表すること。 

⑧ 子どもの権利の擁護についての必要な理解を広めること。 

 

２ 委員への協力 

・区の機関は、委員の設置の目的を踏まえ、その職務に協力しなければならない。 

・区民や区以外の機関は、その職務に協力するよう努めなければならない。 

 

３ 対象 

   18歳未満の子どもの権利侵害にかかる事案（子どもに準ずる場合として 18歳又は 19歳で高等学 

校等に在学等している場合も対象） 

 

４ 体制 

（１）子どもサポート委員 ３名             

氏 名 所 属 等 

平尾 潔 （ひらお きよし） 弁護士（第二東京弁護士会） 

安部 芳絵 （あべ よしえ） 
工学院大学教育推進機構教職課程科教授 

（教育学、子どもの権利条約） 

上田 美香 （うえだ みか） 
東洋大学福祉社会デザイン学部子ども支援学科講師 

（児童福祉、保育ソーシャルワーク） 

各委員の独任制を原則とする。要請、意見表明等の際は、より慎重を期すために、委員間の協議により対応する。 

＊子どもの権利侵害の事案には、区立学校で発生したものや、保育所、児童館など学校以外の区の機

関で起こったもの、あるいは私立学校、職場、家庭で起こったものなど、多岐にわたることが想定され

る。こうした事案に対して、区長部局と教育委員会が一体となって区全体で子どもの権利侵害に関す

る救済等に取り組んでいくことを明確にするため、両執行機関の附属機関として共同設置した。 
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（２）相談・調査専門員 ６名 

   子どもサポート委員を補佐し、相談対応や関係機関との連絡、調整等を行う。 

社会福祉士、臨床心理士、公認心理師、保育士、幼稚園教員免許、中・高等学校教員免許、キャリアコ 

ンサルタントの有資格者など。 

  （３）事務局 

子どもサポート委員の補佐、区組織との連携・調整等を行う。 

 子ども・若者部 子ども・若者支援課 

 

５ 相談方法等 

（１）相談方法 

   ○電 話：０１２０－８１０
ホ ッ と

－２ ９ ３
にきゅうさい

 〔フリーダイヤル〕 

   ○メール・FAX：区ホームページで「せたホッと」を検索 

⇒せたがやホッと子どもサポート「せたホッと」のページの「せたホッと」に相談するには 

メールの場合：メールで相談したいをクリック⇒メール入力用フォームに相談内容を記入し、送信 

FAXの場合 ：電話・ファクシミリで相談したいをクリック⇒FAX送信用の用紙に相談内容を書いて 

             ０３-３４３９-６７７７(ホッとにきゅうさいFAX)にFAX送信 

   ○面 接：予約なしの相談も可 

○その他：手紙、はがきによる相談も可 

（２）相談時間  月曜日～金曜日：午後１時～午後８時 

               土曜日：午前１０時～午後６時 (日曜日、祝・休日、年末年始はお休み） 

（３）窓口所在地 

  世田谷区宮坂３－15－15 子ども・子育て総合センター３階 

      （小田急線 経堂駅北口より徒歩７分） 
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６ 相談の流れ（仕組み） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 擁護委員会議 

世田谷区子どもの権利条例施行規則第 15 条では、「擁護委員の職務執行の一般方針その他の必要

な事項を決定するため、擁護委員全員で構成する擁護委員会議を設置する」（１項）とし、擁護委員の互

選のもと代表擁護委員を置き（２項）、代表擁護委員が招集し（３項）、非公開とする（４項）と規定してい

ます。 

   案件への対応は各委員の独任制を基本としていますが、会議ではそれぞれの専門分野から子どもの最

善の利益実現のためにどのようにしていけばよいのか検討します。申立て案件や発意案件に関しては擁

護委員の合議で方針を決めています。令和７（２０２５）年度は計３５回開催しました。 

個別ケース対応に関する検討は、会議開催日以外にも随時行っています。 

 

令和７年度 擁護委員会議の開催回数 

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計 

回数 ３ ２ ３ ４ ２ ３ ３ ３ ３ ３ ２ ４ ３５ 
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８ これまでの経過 

平成 14（2002）年４月 子ども条例施行 

平成 17（２００５）年３月 子ども計画策定、教育ビジョン策定 

平成 23（２０１１）年１２月 区立校の小学 5年生及び中学 2年生約 2,600人を対象に「子どもの生

活と人権意識」に関する調査を実施 

平成 24（２０１２）年５月 子どもの人権擁護の仕組み検討アドバイザー会議を設置、新たな制度の

具体的検討に着手 

１０月 同会議にて「子どもの人権擁護の仕組み検討まとめ報告」とりまとめ 

 １２月 子ども条例を改正し、第三者機関として子どもの人権擁護委員を位置づ

け 

平成 25（２０１３）年２月 子どもの人権の擁護と救済を考えるシンポジウム「新たな第三者機関の

設置に向けて」開催（成城ホール） 

４月 改正子ども条例を施行、せたがやホッと子どもサポート（せたホッと）設置 

７月 区立子ども・子育て総合センター（宮坂 3-15-15）にて相談業務を開始 

平成 26（２０１４）年６月 「平成 25年度活動報告書」を発行 

７月 平成 25年度の活動報告会を開催（成城ホール） 

平成 27（２０１５）年３月 区立学校の通常学級での特別支援教育に関する意見を表明 

６月 「平成 26年度活動報告書」を発行 

７月 平成 26年度の活動報告会を開催（北沢タウンホール） 

平成 28（２０１６）年６月 「平成 27年度活動報告書」を発行 

７月 平成 27年度の活動報告会を開催（北沢タウンホール） 

平成 29（２０１７）年６月 「平成 28年度活動報告書」を発行 

７月 平成 28年度の活動報告会を開催（子ども・子育て総合センター） 

平成 30（２０１８）年６月 「平成 29年度活動報告書」を発行 

７月 平成 29年度の活動報告会を開催（子ども・子育て総合センター） 

令和元（２０１９）年 ６月 「平成 30年度活動報告書」を発行 

７月 平成 30年度の活動報告会を開催（子ども・子育て総合センター） 

令和２（２０２０）年  ６月 「令和元年度活動報告書」を発行 

令和３（２０２１）年  ６月 「令和２年度活動報告書」を発行 

６月 専用の相談はがきを作成、区内全中学生に配布開始 

１０月 令和２年度の活動報告を動画により配信 

１０月 専用の相談はがきを、区内小学生に配布開始 

令和４（２０２２）年  ６月 「令和３年度活動報告書」を発行 

８月 令和３年度の活動報告会を開催（子ども・子育て総合センター） 

１１月 令和３年度の活動報告を動画により配信 

令和５（２０２３）年  ６月 「令和４年度活動報告書」を発行 

７月 子どもサポート委員による、採用１１年目中堅教諭向け必修研修開始（年 1回） 

７月 令和４年度の活動報告会を開催（子ども・子育て総合センター） 

９月 令和４年度の活動報告を動画により配信 

令和６（２０２４）年  ６月 「令和５年度活動報告書」を発行 
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６月 全区立小学校に相談はがきを常時設置開始 

６月 広報用カードの小学生用を作成、配布開始 

７月 令和５年度の活動報告会を開催（子ども・子育て総合センター） 

９月 令和５年度の活動報告を動画により配信 

１１月 児童館で実施する、遊びながら子どもの権利を学ぶイベント開始（年３回） 

１２月 子どもサポート委員による、区職員向け子どもの権利研修開始（年１回） 

令和７（２０２５）年  ３月 区立小学校６年生、中学３年生に「卒業おめでとうカード」配布開始 

 ４月 子どもの権利条例（子ども条例を改正）施行 

子どもの人権擁護委員を、子どもの権利擁護委員に名称変更 

７月 令和６年度の活動報告会を開催（子ども・子育て総合センター） 

９月 令和６年度の活動報告を動画により配信 

令和８（２０２６）年  ２月 「せたホッとレター」第 23 号にて、中高生世代用マスコットキャラクターを

募集 

 

15 



 

 

 

令和７（２０２５）年度の活動状況 

 

Ⅱ 

１ 相談活動の状況 

２ 権利の侵害を取り除くための申立て等 

３ 相談の分析と課題―予防としての子どもの権利学習 
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Ⅱ 令和７（202５）年度の活動状況 
 

１ 相談活動の状況 

 令和７（202５）年４月１日から令和８（202６）年３月 31日までの相談活動の状況は、令和６（202４）年度からの 

相談継続件数を含め、以下のとおりです。 

（１）相談の状況 

令和７（202５）年度の新規件数は 3２８件でした。令和６（202４）年度からの継続件数は 125件だったため、令 

和７（202５）年度は、合計で 4５３件の相談対応をしました。令和８（202６）年度へ継続する件数は 10３件になり 

ました。 

 

 

（２）令和７（202５）年度の新規件数 

  令和７（202５）年度の新規件数 3２８件の月別・相談者別の内訳は以下のとおりです。 

                

令和5年度新規件数 令和6年度新規件数 令和7年度新規件数

300件 362件 328件

99件 79件 125件 103件

399件 441件 453件

令和5年度終了件数 令和6年度終了件数 令和7年度終了件数

320件 316件 350件

79件 125件 103件

令和7年度からの継続件数

(うち令和5年度新規分の終了は227件)

令和6年度への継続件数

(うち令和6年度新規分の終了は248件)

令和7年度への継続件数

(うち令和7年度新規分の終了は241件)

令和8年度への継続件数

令和4年度からの継続件数 令和5年度からの継続件数 令和6年度からの継続件数

令和5年度総件数 令和6年度総件数 令和7年度総件数

４月 8 (2.4%) 5 (1.5%) 13 (4.0%)

５月 12 (3.7%) 5 (1.5%) 17 (5.2%)

６月 28 (8.5%) 7 (2.1%) 35 (10.7%)

７月 35 (10.7%) 5 (1.5%) 40 (12.2%)

８月 7 (2.1%) 9 (2.7%) 16 (4.9%)

９月 14 (4.3%) 10 (3.0%) 24 (7.3%)

１０月 9 (2.7%) 11 (3.4%) 20 (6.1%)

１１月 78 (23.8%) 9 (2.7%) 87 (26.5%)

１２月 20 (6.1%) 5 (1.5%) 25 (7.6%)

１月 9 (2.7%) 6 (1.8%) 15 (4.6%)

２月 12 (3.7%) 5 (1.5%) 17 (5.2%)

３月 13 (4.0%) 6 (1.8%) 19 (5.8%)

合計 245 (74.7%) 83 (25.3%) 328 (100.0%)

子ども おとな 月別計

新規件数
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（３）令和７（202５）年度の延べ相談対応数、活動回数 

新規件数 3２８件に令和６（202４）年度からの継続件数１２５件を加えた 4５３件について、延べ相談回数 1,３５1

回（初回から終了までの間に相談者から寄せられた電話やメールなどによる相談回数）、相談者への活動回数 

１，１５０回（「せたホッと」から相談者に対して連絡を行った回数）、関係機関（者）との活動回数 ９６４ 回（学校や

区の他部署等とのやり取りを行った回数）、そのすべてを合わせた総活動回数は３，465回となりました。活動回数の

中には終了後の見守り対応も含んでいます。 

なお、令和 6（2024）年度の総活動回数は 3,242回でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※令和 6（2024）年度からの継続件数 125件を加えた 453件に対する回数 

 

 

 

子ども おとな 月別計 子ども おとな 月別計
933 418 1,351 828 322 1,150 964 3,465

(26.9%) (12.1%) (39.0%) (23.9%) (9.3%) (33.2%) (27.8%) (100.0%)

860 451 1,311 790 356 1,146 785 3,242

(26.5%) (13.9%) (40.4%) (24.4%) (11.0%) (35.3%) (24.2%) (100.0%)

関係機関(者)
との活動回数

総活動回数

令和
7年度
令和
6年度

延べ相談回数 相談者への活動回数

子ども おとな 月別計 子ども おとな 月別計

51 23 74 52 22 74 63 211

(1.5%) (0.7%) (2.1%) (1.5%) (0.6%) (2.1%) (1.8%) (6.1%)

49 16 65 42 14 56 74 195

(1.4%) (0.5%) (1.9%) (1.2%) (0.4%) (1.6%) (2.1%) (5.6%)

101 41 142 64 22 86 41 269

(2.9%) (1.2%) (4.1%) (1.8%) (0.6%) (2.5%) (1.2%) (7.8%)

70 45 115 75 27 102 63 280

(2.0%) (1.3%) (3.3%) (2.2%) (0.8%) (2.9%) (1.8%) (8.1%)

53 54 107 42 37 79 49 235

(1.5%) (1.6%) (3.1%) (1.2%) (1.1%) (2.3%) (1.4%) (6.8%)

77 43 120 64 31 95 62 277

(2.2%) (1.2%) (3.5%) (1.8%) (0.9%) (2.7%) (1.8%) (8.0%)

66 41 107 66 24 90 83 280

(1.9%) (1.2%) (3.1%) (1.9%) (0.7%) (2.6%) (2.4%) (8.1%)

152 38 190 114 37 151 111 452

(4.4%) (1.1%) (5.5%) (3.3%) (1.1%) (4.4%) (3.2%) (13.0%)

93 40 133 101 40 141 161 435

(2.7%) (1.2%) (3.8%) (2.9%) (1.2%) (4.1%) (4.6%) (12.6%)

74 25 99 68 14 82 92 273

(2.1%) (0.7%) (2.9%) (2.0%) (0.4%) (2.4%) (2.7%) (7.9%)

81 23 104 72 19 91 72 267

(2.3%) (0.7%) (3.0%) (2.1%) (0.5%) (2.6%) (2.1%) (7.7%)

66 29 95 68 35 103 93 291

(1.9%) (0.8%) (2.7%) (2.0%) (1.0%) (3.0%) (2.7%) (8.4%)

933 418 1,351 828 322 1,150 964 3,465

(26.9%) (12.1%) (39.0%) (23.9%) (9.3%) (33.2%) (27.8%) (100.0%)

１月

２月

３月

合計

９月

１０月

１１月

１２月

４月

５月

６月

７月

８月

延べ相談回数 相談者への活動回数 総活動回数関係機関(者)
との活動回数
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セ
ク
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ラ 

差
別 

体
罰 

0.９％ 

（４）相談状況の詳細と前年度との比較 

① 相談内容 

令和 7（2025）年度の新規の相談内容で最も多かったのは、「対人関係の悩み」（82 件、25.0%）でした。次

いで、「いじめ」（46 件、14.0%）、「家庭・家族の悩み」（４０件、１２．２％）、「学校・教職員等の対応」（33 件、

10.1%）、「心身の悩み」（2６件、７.９%）となりました。 

令和 6（202４）年度との相談割合を比べると、「虐待」や「家庭・家族の悩み」、「子育ての悩み」等、家庭に関

する相談が増加しています。一方で、「いじめ」、「学校・教職員等の対応」等の学校に関する相談は減少していま

す。 

 

表① 相談内容 

 

※「話し相手」19件中１５件は、小学校 1校と公共施設で実施した「出張相談会」開催によるものです。 

 

 図① 相談内容の比較グラフ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

いじめ
学校・教職員
等の対応

虐待 不登校 行政の対応
非行・問題
行動

体罰 差別 セクハラ 学校事故

46 33 22 4 1 6 4 1 3 0

(14.0%) (10.1%) (6.7%) (1.2%) (0.3%) (1.8%) (1.2%) (0.3%) (0.9%) (0.0%)
対人関係
の悩み

家庭・家族の
悩み

子育ての
悩み

学校の
悩み

話し相手
学習・進路
の悩み

心身の
悩み

性の悩み その他 合計

82 40 17 4 19 11 26 2 7 328

(25.0%) (12.2%) (5.2%) (1.2%) (5.8%) (3.4%) (7.9%) (0.6%) (2.1%) (100.0%)
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0.3％ 
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0.3％ １.２％ ３.４％ 0.6％ 

２.１％ 

19 



11 

 

子ども 57 (23.3%) 63 (25.7%) 25 (10.2%) 98 (40.0%) 1 (0.4%) 1 (0.4%) 245 (100.0%)

おとな 70 (84.3%) 12 (14.5%) 1 (1.2%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 83 (100.0%)

合計 127 (38.7%) 75 (22.9%) 26 (7.9%) 98 (29.9%) 1 (0.3%) 1 (0.3%) 328 (100.0%)

合計FAXはがき電話 メール 面接 手紙

② 初回の相談者 

令和７（202５）年度は、子どもからの相談は、「本人」からが 2４５件（7４.７%）でした。おとなからの相談は、

「母親」（6４件、1９.5%）、「父親」（９件、２．７%）、「祖父母」（３件、0.９％）、「関係機関」（１件、0.３%）、「その

他」（６件、1.８%）を合わせた 8３件となりました。 

令和６（２０２４）年度に比べ、子どもからの相談の割合が減ったものの７割を超えています。また、父親や祖父母

からの相談が増えています。 

  「関係機関」と「その他」の内訳は、「ヤングケアラーコーディネーター」、「他の子どもの保護者」や「近隣の方」

などでした。 

 

表② 初回の相談者 

 

 

図② 初回の相談者の比較グラフ 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

  

 

 

③ 初回の相談方法 

初回の相談方法は、「電話」が１２７件（3８.７％）で最も多く、次いで、「はがき」（９８件、２９.９％）、「メール」 

（７５件、２２.９％）、「面接」（２６件、７.９％）の順となりました。 

子どもからの初回相談は、「メール」（６３件、２５．７％）が増加しました。一方で、「はがき」（９８件、４０．０％）や

「電話」（５７件、２３．３％）が減少しました。「面接」は「出張相談会」によるものが多くを占めています。おとなから

の初回相談は、「メール」（１２件、14.5％）も増えているものの、依然として「電話」（７０件、84.３％）が 8 割以上

と最も多くなっています。 

 

表③ 初回の相談方法 

 

 

本人 母親 父親 祖父母 友だち きょうだい 関係機関 その他 合計

245 64 9 3 0 0 1 6 328

(74.7%) (19.5%) (2.7%) (0.9%) (0.0%) (0.0%) (0.3%) (1.8%) (100.0%)

本
人 
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係
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関 
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未就学 小学校 中学校 高校等 不明 合計

16 223 49 37 3 328

(4.9%) (68.0%) (14.9%) (11.3%) (0.9%) (100.0%)

図③ 初回の相談方法の比較グラフ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 相談対象となる子どもの所属 

相談対象となる子どもの所属では、「小学校」に在学している子どもに関する相談が全体の６割５分以上（2２３

件、6８.０％）でした。次に「中学校」（４９件、1４.９%）、「高校等」（３７件、１１.３%）、「未就学」（１６件、４.９％）と

なりました。 

令和６（202４）年度と比べると、「未就学」、「高校等」の相談が増加しています。 

※「高校等」には、18歳又は 19歳で高等学校等に在学および児童福祉施設に在籍している場合も含みます。 

 

表④ 子どもの所属 

       

           

 

 

 

図④ 子どもの所属の比較グラフ 
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⑤ 相談対象となる子どもの学年 

相談対象となる子どもの学年で最も多かったのは、「小学校３年」（４８件、14.６%）でした。次いで、「小学校２

年」（4２件、１２．８％）、「小学校５年」（4１件、１2.５％）、「小学校４年」(３８件、11.6%)となりました。 

   令和６（202４）年度と比べ、「未就学」および中高生に関する相談が増えており、特に「高校等」は全ての学年

で相談割合が増加しました。（高校等における、令和６（２０２４）年度と令和７（２０２５）年度の比較 １年（令和６

（２０２４）年度：９件→令和７（２０２５）年度：１５件、２年（同：６件→同：１２件）、３年（同：５件→同９件）、学年不明

（同：０件→同：１件）） 

※「学年不明」は、学年や所属を確認できずにメールや電話での相談を終えたケースや、学年や所属を明かしたくないとい

った相談が含まれます。 

※「高校等」には、18歳又は 19歳で高等学校等に在学および児童福祉施設に在籍している場合も含みます。 

 

表⑤ 子どもの学年 

 

 

図⑤ 子どもの学年の比較グラフ 

 

 

 

 

  

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 学年不明
16 18 42 48 38 41 33 3

(4.9%) (5.5%) (12.8%) (14.6%) (11.6%) (12.5%) (10.1%) (0.9%)

１年 ２年 ３年 学年不明 １年 ２年 ３年 学年不明
17 15 17 0 15 12 9 1 3 328

(5.2%) (4.6%) (5.2%) (0.0%) (4.6%) (3.7%) (2.7%) (0.3%) (0.9%) (100.0%)

未就学
小学校

合計
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４.９％（16件） ０.９％ 4.6％ 4.6％ 
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０.３％ 

０.９％ 

０.8％ 
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相談者
から

せたホッと
から

相談者
から

せたホッと
から

所内
面接

訪問
面接

相談者
から

せたホッと
から

相談者
から

せたホッと
から

相談者
から

せたホッと
から

319 172 322 403 125 69 147 0 19 184 1 0 1,761

(18.1%) (9.8%) (18.3%) (22.9%) (7.1%) (3.9%) (8.3%) (0.0%) (1.1%) (10.4%) (0.1%) (0.0%) (100.0%)

合計

245 219 97 91 74 12 0 0 1 0 1 0 740

(33.1%) (29.6%) (13.1%) (12.3%) (10.0%) (1.6%) (0.0%) (0.0%) (0.1%) (0.0%) (0.1%) (0.0%) (100.0%)

合計

手紙 FAX

子ども

おとな

はがき

147

0

1

1

491 725 194

86 1464 188

令和
７年度

電話 メール 面接

合計計

2,501
203

相談者
から

せたホッと
から

相談者
から

せたホッと
から

所内
面接

訪問
面接

相談者
から

せたホッと
から

相談者
から

せたホッと
から

相談者
から

せたホッと
から

291 200 244 317 70 91 230 0 25 182 0 0 1,650

(17.6%) (12.1%) (14.8%) (19.2%) (4.2%) (5.5%) (13.9%) (0.0%) (1.5%) (11.0%) (0.0%) (0.0%) (100.0%)

合計

308 258 86 89 55 9 0 0 0 0 2 0 807

(38.2%) (32.0%) (10.7%) (11.0%) (6.8%) (1.1%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.2%) (0.0%) (100.0%)

合計

令和
６年度

電話 メール FAX

子ども

おとな

491 561

566 175

230

面接 手紙

161 207

はがき

計

0
2,457

合計

64 00 2

⑥ 相談者との相談方法  

相談者とのやり取りは、子どもが 1,７６１回、おとなが 7４0回、合計 2,5０１回でした。令和６（２０２４）年度に比

べて、子どもとのやり取りは増加した一方、おとなとのやり取りは減少しました。 

そのうち、相談者からの相談方法では、子どもは「メール」(３２2 回、1８.３%)、「電話」（３１９回、1８．１%）、「は

がき」（１４７回、８.３％）の順となりました。おとなは「電話」（２４５回、3３．１%）が最も多く、次いで「メール」（９７

回、1３.１%）となりました。 

「せたホッと」から相談者への連絡方法では、子どもに対しては「メール」（４０３回、２２.９%）、「手紙」（１８４回、

1０.４%）の順で多く、おとなに対しては「電話」（２１９回、2９.６%）、「メール」（9１回、1２.３％）の順となりました。 

令和７（202５）年度は、子どもから相談してくれる回数は増加しており、特に「電話」や「メール」、「所内面接」

の回数が増加しています。また、おとなとのやり取りは「メール」や「面接」（「所内面接」・「訪問面接」）は増加して

いるものの、全体的には減少しています。 

 

表⑥ 相談者との相談方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ 初回の相談者が子どもの場合の相談内容  

初回の相談者が子ども（本人 2４５件）の場合の相談内容は、「対人関係の悩み」（７３件、29.８%）が最も多く、

次いで「家族・家庭の悩み」（３５件、14.３%）、「いじめ」（２５件、1０.２%）、「心身の悩み」（2５件、１0．２％）とな

りました。 

令和６（202４）年度に比べ、「家庭・家族の悩み」や「虐待」などの家庭に関する相談が増えている一方で、「い

じめ」や「学校・教職員の対応」、「学校の悩み」といった学校に関する相談件数が減少しました。 

 

表⑦ 相談内容（初回の相談者が子どもの場合） 

 

いじめ
学校・教職員
等の対応

虐待 不登校 行政の対応
非行・問題
行動

体罰 差別 セクハラ 学校事故

25 16 18 3 0 5 2 1 1 0

(10.2%) (6.5%) (7.3%) (1.2%) (0.0%) (2.0%) (0.8%) (0.4%) (0.4%) (0.0%)

対人関係
の悩み

家庭・家族の
悩み

子育ての
悩み

学校の
悩み

話し相手
学習・進路
の悩み

心身の
悩み

性の悩み その他 合計

73 35 0 3 19 11 25 2 6 245

(29.8%) (14.3%) (0.0%) (1.2%) (7.8%) (4.5%) (10.2%) (0.8%) (2.4%) (100.0%)
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図⑦ 相談内容（初回の相談者が子どもの場合）の比較グラフ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 初回の相談者が子どもの場合の子どもの学年 

初回の相談者が子どもの場合では、「小学校２年」（３６件、14.７%）が最も多く、次いで「小学校３年」（3４件、

13.9%）、「小学校４年」（3３件、1３.５％）」となりました。 

令和６（202４）年度との相談割合の比較では、「小学校２年」と「小学校４年」、「中学校２年」以降の学年から

が増加しました。特に、「高校１年」と「高校２年」は３倍以上になっています。一方で、「小学校１年」の相談割合が

大幅に減少しています。 

※「学年不明」は、学年や所属を確認できずにメールや電話での相談を終えたケースや、学年や所属を明かしたくないとい 

った相談が含まれます。 

※「高校等」には、18歳又は 19歳で高等学校等に在学および児童福祉施設に在籍している場合も含みます。 

 

表⑧ 子どもの学年（初回の相談者が子どもの場合） 

 

 

  

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 学年不明
0 12 36 34 33 32 27 0

(0.0%) (4.9%) (14.7%) (13.9%) (13.5%) (13.1%) (11.0%) (0.0%)

１年 ２年 ３年 学年不明 １年 ２年 ３年 学年不明
14 10 13 0 11 12 8 0 3 245

(5.7%) (4.1%) (5.3%) (0.0%) (4.5%) (4.9%) (3.3%) (0.0%) (1.2%) (100.0%)
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図⑧ 子どもの学年（初回の相談者が子どもの場合）の比較グラフ 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨ 初回の相談者が子どもの場合の性別  

初回の相談者が子どもの場合における性別の内訳は、女子からの相談（１５６件、63.７％）が男子からの相談

（7０件、2８.６%）よりも多かったです。令和６（202４）年度と比べて、件数は減っているものの、男子の割合が増

加しています。 

 

表⑨ 子どもの性別（初回の相談者が子どもの場合） 

 

 

 

 

図⑨ 子どもの性別（初回の相談者が子どもの場合）の比較グラフ 
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➉ 委員･専門員の総活動回数（相談方法別）   

相談活動の方法としては、「電話」（1,78９回、5１.6%）が最も多く、次いで「メール」（９４９回、2７.4%）、「面

接」（3７１回、１０.７%）、「手紙」（20７回、６．０％）、「はがき」（1４７回、４.２%）、「FAX」（２回、0.1%）でした。 

令和６（202４）年度との比較では、合計そのものが増えており、「電話」や「メール」、「面接」の回数が増えてい

ます。一方で、「はがき」の回数が減少しています。 

 

表⑩ 委員･専門員の総活動回数（方法別） 

 

 

図⑩ 委員・専門員の総活動回数（方法別）の比較グラフ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑪ 委員･専門員の総活動回数（相談対応先別） 

相談対応先としては、「子ども」（１，７６１回、50.８%）とのやり取りが最も多かったです。「おとな」とのやり取りは

減少していますが、「関係機関（者）」（９６４回、２７．８％）とのやり取りが増加しています。 

 

表⑪ 委員･専門員の総活動回数（対応先別） 

 

 

図⑪ 委員･専門員の総活動回数（対応先別）の比較グラフ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1,789 (51.6%) 949 (27.4%) 371 (10.7%) 147 (4.2%) 207 (6.0%) 2 (0.1%) 3,465 (100.0%)

メール電話 合計FAX手紙はがき面接

1,761 (50.8%) 740 (21.4%) 964 (27.8%) 3,465 (100.0%)
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⑫ 新規件数と総活動回数の月別推移 

新規件数は、11月（８７件）が最も多く、次いで７月（４０件）、６月（3５件）の順に多く相談がありました。 

総活動回数は、11月（4５２件）、１２月（4３５件）、３月（２９１件）の順に多く活動しました。 

 

図⑫ 新規件数と総活動回数の月別推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（5）出張相談会 

 「出張相談会」とは、「せたホッと」の子どもサポート委員と相談・調査専門員が世田谷区内の学校等に出向き、昼

休みや放課後の時間を使った相談会を実施することです。また、相談をだれにも聴かれたくない子どもや個別に相談

したい子どもに関しては、別教室で話を聴くなどの対応をしています。 

令和７（２０２５）年度は小学校１校を訪問（下記第１、２回）しました。また、中高生年代へのアプローチとして、中学

生・高校生向け自習室を開催している公共施設での出張相談会（下記第３回）を実施しました（名称を「カフェせた

ホッと」とした）。全３回の出張相談会を行い、合計で２０人が相談に来ました。 

 

 

 

２ 権利の侵害を取り除くための申立て等 

令和７（202５）年度は、世田谷区子どもの権利条例第 29 条に基づく権利侵害を取り除くための申立てはありま

せんでした。なお、条例第 30条 1項に基づく調査を 1件実施しています。 

 

実施場所
初回相談 5 (25.0%) 14 (70.0%) 1 (5.0%) 20 (100.0%)

継続相談 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%)

合計 5 (25.0%) 14 (70.0%) 1 (5.0%) 20 (100.0%)

第1回（７/７，昼休み） 第2回（７/10，放課後） 第3回（２/27，夕方） 合計
深沢小学校 深沢小学校 玉川区民会館４階集会室

令和７（202５）年度 令和６（202４）年度 
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3 相談の分析と課題―予防としての子どもの権利学習  

 

3－1．概訣 

誋諊７（2025）年度の新規相談件数は 3２８件であり、誋諊６（202４）年度の３６２件よりは減

少したものの依然として高い数値を示しています。誋諊６（202４）年度からの継続件数は１２５件

であり、新規件数の３２８件を合わせると、誋諊７（2025）年度の総件数は 453件となり、最多とな

りました。委員・専門員の総活動回数は 3，４６５回で、こちらも最多を更新しました。新規件数のうち

子どもからの相談は 2４５件（7４．７％）、委員・専門員の総活動回数のうち子どもに対するものは

1，７６１回（50．８％）でした。 

 

3－2．相談件数と方法、時期 

新規相談件数は、過去最高を記談した誋諊 4（2022）年度の 367 件以降、３００件を超える年

が続いています。誋諊６（202４）年度からの継続件数１２５件を合わせると、誋諊７（202５）年度

の総件数は４５３件で、過去最多となりました。  

初回の相談方法では、子どもとおとなにちがいが見られます。おとなは、７０件（84．３％）が「電

請」となっていますが、子どもで最も多いのは「はがき」９８件（4０．０％）、次いで「ピーマ」が６３件

（2５．７％）、「電請」５７件（２３．３％）となっています。誋諊７（202５）年度は、「ピーマ」が「電請」

を抜き 2位となりました。また、「面接」も２５件（１０．２％）であり、一人であるいは諳達と一緒に「せ

たノザと」を訪ねてくれる子どもも少なくありません。  

相談方法として最も多い相談はがきは、6 月に中学生向けを、１０月に小学生向けを配布しまし

た。配付対象は、区内の公詓、国詓、私詓の全小・中学校、児童訨護施設、児童館、図書館等の子

ども関說施設、病院等の関係機関であり、総数 75,000枚にのぼります。 

新規件数が最も多い月は 11 月で８７件となりました。これは、１０月に小学校向けのミゲーと「は

がき」を配布したことで、多くの子どもたちが「はがき」を送ってくれたことが訣因と思われます。総

活動回数が最も多いのは新規件数が最も多かった 11 月 4５２回（13．０％）、次いで１２月の 4３

５回（12．６％）であり、このふた月だけで総活動回数の 4分の 1 となりました。 

 

3－３．相談者 

「せたノザと」の特徴のひとつは、子どもからの相談がおとなからの相談よりも多いことです。誋

諊７（202５）年度は、新規件数に占める子どもの割合が 2４５件（7４．７％）となりました。総活動

回数 3,465回のうち、子ども 1,761回（50．８％）、おとな７４０回（2１．４％）、関係機関９６４回 

（2７．８％）と子どもとのやりとりが半分を占めています。  

他機関の割合を見ていきます。誋諊６（202４）年度のズーゲとなりますが、名古屋市子どもの権

詄訖護委員の初回件数は 434 件、そのうち初回の相談者が子どもであったのは 203 件、おとな

が 201件、不明が 30件で、子どもの割合は 50．2％となっています（名古屋市子どもの権詄訖護

委員、2025： 12-14）。小金井市子どもゝユドキツーグユは、新規相談４８件のうち子どもからの
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相談は２６件、5４．1％でした（小金井市子どもゝユドキツーグユ相談室、2025：2４）。中野区子ど

もの権詄救済委員（子どもゝユドキパユ）は、新規相談９４件のうち子どもからの相談は７３件、７７．

７％となっています（中野区子どもゝユドキパユ子ども相談室、2025： 14）。「せたノザと」は中野

区と並んで子どもからの相談が多いといえます。  

おとなより子どもからの相談が多い傾向は、誋諊３（2021）年度以降みられるものです。主な訣

因としては、はがき相談のガゲーセが挙げられます。はがき相談の主な詄訝者は、すでに述べたよう

に小学生世代であり、子どもと「せたノザと」を結ぶ大切な役割を果たしています。  

初回の相談者が子どもの場合の学年はどうでしょうか。初回の相談者が子どもの場合、小学生

が約７割、中高生が約３割です。なかでも最も多いのが小学校２年生の３６件（14．７％）、次いで

小学校 3年生の 3４件（13．9％）、小学校 4年生 3３件（1３．５％）でした。なお、未就学児からの

相談は 0件でしたが、対象となる子どもが未就学児の場合は１６件ありました。  

さいごに、初回の相談者が子どもの場合の性別は、女子が 1５６件（63．７％）、男子が 7０件（2

８．６％）、不明が１９件（７．８％）となっています。依然として、相談者のカ゚ユコー差は大きいといえ

ます。 

 

3－４．相談内訒 

初回の相談内訒で最も多かったのは「対人関係の悩み」で８２件（2５．０％）、次いで「いじめ」 

４６件（1４．０％）、「家庭・家族の悩み」４０件（１２．２％）、「学校・教職員等の対応」３３件（10．

１％）です。これに対し、初回の相談者が子どもの場合に最も多かった相談内訒は「対人関係の悩

み」７３件（29．８％）、次いで「家庭・家族の悩み」３５件（１４．３％）、「いじめ」２５件（1０．2％）・

「心身の悩み」２５件（1０．２％）でした。  

「対人関係の悩み」は、平成２６（2014）年以降、最も多い相談となっています。「対人関係の悩

み」というと、ついついその子ども本人に原因があるように考えがちです。しかし、「せたノザと」にく

る相談の多くは、個人の内面に訣因があるというよりも、その子どもと周囲の子どもや親・教職員な

ど環境との間にあつれきが生じている場合が多く見られます。そこで、「せたノザと」では、子どもの

気持ちや願いを聴き、周囲の環境をどう調整していくかを一緒に考えます。  

相談のなかでは、初回の主訴が変わらない場合と、相談を重ねることで一番伝えたいことが変

化し、背景にある別の課題が明らかになるイーガがあります。たとえば、初回の主訴が「心身の悩み」

だった場合でも、子どもの請を聴いていくなかで保護者からの虐待が判明する、といったことです。

初回の相談内訒を念頭に置きつつも、その時にその子が伝えたいことを確認しながら子どものネー

ガで請を聴きます。  

 

3－５．「せたノザと」の動き  

初回相談を受けたあとの「せたノザと」の動きを見ていきます。 

委員・専門員の総活動回数（対応先別）は、「子ども」が1,761回（50．8％）、「おとな」が740

回（21．4％）、「関係機関(者)」が 964 回（27．8％）、合計 3,465 回です。この数は、創設以訴
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最高を更新しました。 

方法としては、電請が 1,789回（51．6％）、ピーマ 949回（27．4％）、面接 371回（10．7％）と

なっています。  

「せたノザと」が対応した関係機関(者)で最も多いのは「学校」３４２回、次いで「世田谷区児童

相談所」２７９回、「世田谷区教育委員会」75回、「諳人・知人等」59回、「児童館」43回です。ひ

とつのイーガで、複数の関係機関とのやりとりをする場合も増えています。 

誋諊７（202５）年度は他自治体の機関等とのやりとりが５０回ありました。内訳は、「他自治体児

童相談所」１７回、「医詯機関等」１４回、「他自治体こども家庭ギユゲー等」13 回、「児童訨護施設」

６回です。区内の学校に通学していて他自治体に在住していたり、 区内在住で他自治体の機関等

がかかわっていることがあります。他自治体の機関とやりとりをする際、「せたノザと」は、子どもの声

を聴いて子どもに一番よい解決を子どもと一緒に考える機関であることを説明し、子どものために

関係機関と協詹できることを探ります。他自治体に同訙の機関がないことも多く、「せたノザと」が

大事にしている「子どもに聴いて子どもとともに一番よいことを考えていく」ことを詉解していただく

までに時間がかかることもあります。 

子どもの権詄侵害からの回復には、子ども本人がどうしたいかが最も重訣です。ところが、子ども

を取り巻く状況が深刻であればあるほど、子どもの周りのおとなは早くなんとかしなければと焦りま

す。おとなは、子どもよりも経験も知識もあるので、「こうすれば早く解決できる」「このやり方が一番

だ」と、先回りしがちです。その結果、子どもの気持ちが置き去りにされることがあります。さらに、関

係機関が多くなると、どうしてもおとな主導で進みがちです。そこで「せたノザと」は、子ども自身が

どう感じ、どのように解決していきたいのか、そのためには「せたノザと」に何ができるかを子ども「と」

一緒に考えます。 

このナムギガはしばしば時間がかかります。子どもの気持ちが言訡になるのを待つ時間と忍耐が

必訣です。ときには、相談をせずに訃んで心と身体をほぐすこともあります。手間や時間はかかりま

すが、子どものネーガで気持ちを聴き続けることで、「せたノザと」の方向性がだんだんと定まってい

きます。 このナムギガを、身近なおとなだけでなく関係機関にも知って詉解してもらうことが、子ども

の権詄を守ることにつながると考えています。 

 

3－６．課題  

3－６－1．求められる子どもの権詄学習 

  新規相談件数が高止まりし、総件数・総活動回数がともに過去最高を更新するなかで、権詄侵

害そのものを訉防していく取り組みも重訣です。そのひとつが、子どもの権詄学習です。 

  なぜ「子どもの人権教育」ではなく、「子どもの権詄学習」という言訡を訝いるのでしょうか。喜多

は、後者には「子どもが子ども期に欠かせない権詄を学習し、身近な生活の中で活かしていくべき

であるという主張」が含まれており、「これまで使われてきたいわゆる人権教育とはやや異なる側面」

を諹していると指摘します。大きな違いは、「子ども自身が子ども期にその権詄を使えるようになるこ

とが想定されている点」です（喜多、2010：8）。 
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子どもがその権詄を使えるようになるとはどのようなことを指すでしょうか。たとえば、世田谷区子

どもの権詄条認には、国說子どもの権詄条約の一般原則1と１６個の権詄が規定されています。こ

れらの権詄が侵害されたときに「助けて」と声をあげることや、権詄を侵害されそうになったときに

「なんだかもやもやするなぁ」と誰かに請を聴いてもらうことも大事な権詄です。そのためには、まず

子ども本人と周囲のおとなが子どもの権詄を知ることが肝訣です。 

 

3－６－2．子どもの権詄の認知度 

「世田谷区若者調査報告書」（誋諊 6 年 3 月）によれば、子どもの権詄についての認知度は、

「内訒を知っている」が９.7%、「少しだけ内訒を知っている」が 20.3%、「聞いたことはあるが内訒

までは知らない」が 33.0%、「知らない」が 35.8％であり、子どもの権詄の認知度は全体的に低

くなっています2。 

  「世田谷区小学生・中学生調査報告書」（誋諊 6年 3月）では、「子どもの権詄を守るための仕

組みであるとよいと思うこと」に対し、「大人達に子どもの権詄についてもっと伝える」小学生 

50．2％、中学生 42．6％、「子どもに子どもの権詄についてもっと学校で教える」小学生 46．2％、

中学生 39．9％となっています3。このことから、おとなや子どもの権詄学習へのゾーキはあると言え

ます。 

 

3－６－3．「せたノザと」による子どもの権詄学習 

それでは、「せたノザと」はどのような子どもの権詄学習を展開しているのでしょうか。 

子ども向けのものとしては、小中学校で実施している「いじめ訉防授業」があります。いじめ訉防

授業では、いじめ被害をなくすための最善の策は、いじめの被害がひどくなる前に訉防をすることと

考え、子どもエバーセ委員と相談・調査専門員が学校に出向いて行うものです。いじめを子どもの

権詄侵害と捉え、絶対に許されないことを伝えるとともに、子どもと一緒にいじめについて考えます。

誋諊７（202５）年度は小学校 9校、中学校 1校の合計 10校で実施をしました。このうちいくつか

の学校では、「いじめ訉防授業」とギザセで道徳授業地区公開講座等、保護者・地域住民・教員と

の懇談会を実施した学校もありました。 

つぎに、児童館で実施した訃びを通した子どもの権詄学習があります。いずれも相談・調査専門

員が担当し、誋諊７（202５）年度は 3 館で実施しました。内訒は、ゴービで協詹して子どもの権詄

を書いた大きなゞーゼを集める「めくって！おぼえて！ゞーゼ合わせ」、子どもの権詄が書かれた風船

を並べて言訡を完成させる「風船で訃ぶよ GoGo☆」、児童館内に隠してあるヅユセの紙を手がか

りにツキマを解く「なちゅからの挑戦状・子どもの権詄のゞァを探せ」です（p.43 参照）。ゲ゗セマを

読むだけでなんだか楽しそうな雰囲気が伝わってきます。 

支援者等おとな向けの権詄学習も実施しています。ひとつは、「採訝 11年目中堅教諭向け必修

研修」です。世田谷区内の中堅教諭の資質向上研修の一科目として、「子どもの権詄」を学校に活

かす研修を実施しています。誋諊７（202５）年度の参加者は 96 名で、小中学校の先生方が熱心

に参加されていました。 
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加えて、区職員向け研修を世田谷区研修担当課との共催で実施しています。「子どもの権詄」を

区の訙々な施策に活かすため、区役所の全ての詸域から参加した 93名の参加者とともに「子ども

の権詄と意見の尊重」をスーパにモーアオペザナ形式で考えました（p.44）。子ども担当課向けでは

なく、すべての課の希望者を対象とした子どもの権詄の研修は、全国的にも珍しいと思われます。こ

のほか、「学校教育相談研修中級」、「児童館の地域中高生支援者懇談会」、「母子生活支援施設

ゟ゗ゼボ゗ユ実践に向けた研修」などで、子ども相談の現状を伝えるとともに子どもの権詄学習を実

施しています（p.45）。 

 

3－６－4．子どもの権詄学習のこれから 

子どもの権詄学習の機会は年々増えてはいるものの、まだまだ区全体をゞッーできているわけで

はありません。たとえば、子ども向け権詄学習の対象の多くは、小学生です。相談件数の少なさを考

えれば中高生世代に向けた権詄学習を拡大することも必訣と思われます。 

「せたノザと」では、中高生世代向けに、「防災×子どもの権詄」「゠ブポゕ教育×子どもの権詄」

のナムィボビも検討しています。年代だけでなく、実施している地域に差はあるのかなど、現在実施

している子どもの権詄学習の検証も含めて、今後の課題です。 

（文責：安部芳絵）  
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Ⅲ 相談対応・調整活動状況 

 

１ 事例紹介 
 ※ナボ゗ッオー保護のため、複数の事例から構成するとともに、内容等も一部変更しております。 

 

事例 ①  学校・教職員等の构応 

柆任の先生への不満が募りアボガが落ち柷かないという相柞です。面接時には複数の子どもたちか

ら話を聞き、それぞれと話し合いを重ねました。学校を訪問したり、子どもたち自身の学校との話し合いを

検討しながら見守った事例です。 

相柞者 

子どもの所杤 

相柞方法 

本人 

小学校 

電話 ⇒ 面接 

相柞および朤整の概要 

【相柞内容】 

柆任の先生から暴言があり、自分以外の子も困っている。柆任の先生を変えてほしい。 

 

【せたノザとから】 

友だち数人と電話で相柞してくれたイーガです。電話で複数の子と話をするのが難しかったため、そ

れぞれと面接できる日程を朤整しました。「せたノザと」は、本人たちと会って一人ひとりの話を朠き、子ど

もエバーセ委員と相柞・朤査専門員の２人で学校へ話をしに行きました。柆任の先生が今年度から赴任

してきたことや、児童の年齢相応に自主性を杮重したいという柆任の先生の思いがあり、児童からの発

言を優先し、児童自ら解決できるように促す方針であったことが把握できました。そして本人たちにとって

は柆任の先生の枊度が冷たく感じ、距離が縮められない要因の１つになっていたようでした。 

本人たちは柆任の先生と信頼関係を構柭できず溝が深まるなか、柆任の先生の言動を受け入れにく

く、授業柸もアボガが落ち柷かない雰囲気になっていました。また、授業の見守りを理由として補助の先

生が枙わる枙わるアボガに入るようになったことは、本人たちにとっては威圧されるような感覚でした。 

本人たちの希望はこれまでの不信感から「柆任の先生を変えてほしい」ということでした。「せたノザ

と」は、本人たちがそこまで思うほどの気持ちに寄り添い、学校へ訪問し、本人たちの気持ちを伝えまし

た。学校は本人たちの気持ちを受けとめ、暴言に気を付けるように話をしたいと言ってくれましたが、その

報告を受けても本人たちは納得できず、学校と朮接話をしたいという希望に発展しました。「せたノザと」

は本人たちの希望を杮重し、話し合いを重ねていきました。 

そうしている間にも年度末が間近に迫り、本人たちの気持ちは来年度への期枈に向かい始めていきま

した。しばらくすると本人たちから「もう終わりにする」と話がありました。「せたノザと」は「新年度になっ

て、またいやな思いが杧くようだったら連絡してね」と伝えました。その後アボガ枌えによって前の柆任の

先生が杲の学年柆当になったこと、新しい柆任の先生や友だちとの関係性が新鮮で楽しく学校生活が

送れていることの報告を受けました。 

複数人での話し合いでは勢いで同朤している様子も当初は見られましたが、個別に話を聞く機会を

交えるうちに本音を吐露してくれるようになり「せたノザと」が一人ひとりと繋がれたことを感じました。 

「せたノザと」が顔の見える身近な杬在になったことで、今後も本人たちを見守っていくことを伝え、終

了となりました。 
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事例 ②  学校・教職員等の构応 

部活の顧問の先生の子どもへの构応についての相柞です。本人や母親は顧問の先生に話をしても改善が

見られないため困っていました。本人の思いや希望を朠きながら、まずは母親から管理職の先生に話をしてみ

るということで学校への伝え方を一緒に考えた事例です。 

相柞者 

子どもの所杤 

相柞方法 

母親、本人 

柸学校 

電話 ⇒ 面接・電話 

相柞および朤整の概要 

【相柞内容】 

部活のことは全て顧問の先生が決めている。部活の柸での役割決めについても子どもの意見は聞き

入れてもらえず、一方的であった。また、威圧的な枊度や発言から、子どもが部活に行くことに构し不安

になっている。どうしたらいいか。 

 

【せたノザとから】 

母親から、顧問の先生に相柞をしたけれどもらちが明かず、管理職の先生にも相柞をしようと思って

いるが、どうしたらいいだろうかということで電話がありました。また、顧問の先生の威圧的な枊度や、子

どもたちの話は聞いてもらえないということから、本人が部活に行きたくないとなっているとのことでした。

「せたノザと」から、本人の様子も心配なので、本人からも話を聞きたいと伝えたところ、後日、本人と母

親が来所しました。 
本人から、１人でもヒガをすると連枇責任を取らされたり、顧問の先生からの「何でできないんだ。まっ

たく成朩しねーな」「お前馬鹿か」などの発言により、ヒガをした人は朹い込まれてしまうので、部活では

いつもヒガをしないかと不安でいっぱいになっているという話がありました。また、部朩をしたいと思ってお

り部員からの賛同も得たが、顧問の先生からは「あなたにできるかな？」「部朩作らないでおこうかな」と

話を流され、「自分たちに合った練習や、やりたい練習を取り入れるために部朩になりたい」という思いも

伝えられず悲しい気持ちになったとのことでした。母親から顧問の先生には、子どもたちの話も聞いてほ

しいこと、先生が決杚したことについて子どもたちにも決杚の経緯を説明するなどの配慮をもって伝えて

ほしいことを伝えましたが、その後、「親に相柞するな。いやならやめろ」という発言や、何の説明もなく別

の部員が部朩に任命されるなど改善が見られなかったため、顧問の先生への不信感が高まっていると

のことでした。 

部活は好きなのに顧問の先生が原因で部活に行くことがつらいという悔しい気持ちに寄り添いつつ、

のびのびと自分たちらしい活動がしたいという思いや、顧問の先生にやめてほしいことやこうなるといい

なと思うことなどを詳しく朠いていきました。本人と一緒にどうやったら本人の思いが叶えられるかを考

え、その希望をどの先生に伝えるのか、管理職の先生にはどのように伝えるのかなどを本人と母親と一

緒に整理しました。また、伝えても変わらないようであれば、「せたノザと」が枙わりに学校と話をすること

もできるということを伝えました。 
母親から管理職の先生に話をしたところ、管理職の先生から顧問の先生に指導があり、顧問の先生

から子どもたちに謝罪があったと母親からの報告がありました。母親としては、そう簡柃に変わるものだ

ろうかという心配はあるものの、管理職の先生からは「学校全枂で見守っていく」という話もあったことか

ら、管理職の先生と話しながら見守っていこうと思うということでした。本人がつらそうにしていたり、改善

せずに困っているということがあればまたいつでも連絡してほしいと伝え、終了しました。 
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事例 ③  いじめ 

本人がこども園でいじめを受けており、登園できなくなっているといった母親からの相柞です。母親が

本人を連れて来所し、本人から朮接気持ちを朠かせてもらいました。本人がこども園に気持ちを伝えて

ほしいと希望したため園を訪問し、朤整を行った事例です。 

相柞者 

子どもの所杤 

相柞方法 

母親、本人 

未就学 

電話 ⇒ 面接 

相柞および朤整の概要 

【相柞内容】 

本人からこども園でいじめを受けていると訴えがあったが、こども園からは事実が確認できなかったと

回答を受けた。本人は「こわい」「行きたくない」と言って登園ができなくなっている。 

 

【せたノザとから】 

本人がこども園で友だちから怖い言葉を言われたり枳かれたり押されたりしていると訴え、夜眠れなく

なったり、お腹が朻くなったりして登園できなくなってしまったと母親から相柞の電話が入りました。その
後、母親と本人が来所しました。初回の面柞では本人と遊びなどで関係をつくり、２回目以降に話を聞

かせてもらうことができました。 

母親は本人からの訴えを聞いてすぐにこども園に相柞し、こども園は状況を確認したそうです。しかし
事実が確認できなかったという回答だったため納得できないということでした。本人は「お友だちこわ

い」「こども園やめたい」「先生きらい」と話してくれました。本人からその気持ちをこども園に伝えてほし

いと確認ができたため、子どもエバーセ委員と相柞・朤査専門員の２人でこども園を訪問し、管理職の先
生へ本人の言葉を伝えました。 
これまでの构応として、こども園ではこの件に関して先生たちへの状況の確認を行い、アボガの子ども

たち全枂で怖い言葉やいやだと思うことをされたらどう思うかについて話し合ったり、本人と同じ思いを

している子がいないか一人ひとりと話せる時間を作ったり、アボガには見守りの先生を増やしていたこと

の話がありました。管理職の先生と「せたノザと」が話をしたことで、母親が心配してこども園に一報を入

れたときの初動构応に、母親とこども園の間に齟齬があったという認識を共有することができました。そ

れにより、送迎時の保護者との情報共有を朌寧に行うよう、こども園としても改善を目指していくと話が

ありました。「せたノザと」からは、子どもたちが困っていることを先生に話すことができる一构一の時間

の確保や関係性を見朮すことを要望として伝えました。こども園からも「これからは本人がいやだと思う

こと、困っていることを朌寧に聞きます。怖い思いがないように先生たちも考えるので、元気になってまた

一緒に過ごしましょう」という本人への伝言も預かりました。 

後日、母親と本人へ朮接会ってこども園からの話を伝えました。本人は一杚の期間こども園をお休み

したことで、精神的には回復に向かっている様子でした。母親は「せたノザと」が朤整に入ったことで一

区切りついた、本人にとっての最善な環境を新たに見つけたいと話し、終了となりました。 

37 



※ナボ゗ッオー保護のため、複数の事例から構成するとともに、内容等も一部変更しております。 

29 

 

 

  

事例 ④  いじめ 

父親から、本人がアボガでいじめられているという相柞がありました。本人と会って話を聞くと、学校に

暴言や暴力をしてくる子がいて、アボガが騒がしく安心して授業を受けることができないので困っている

ということでした。本人が安心して授業を受けられるように、学校と朤整をしながら构応した事例です。 

相柞者 

子どもの所杤 

相柞方法 

父親、本人 

小学校 

電話 ⇒ 面接 

相柞および朤整の概要 

【相柞内容】 

暴言とか暴力とかがいやだ。授業柸も席に座っていない人がいたり、ちょっかいを出してくる人がいて

授業に集柸できない。アボガが落ち柷かなくて困っている。 

 

【せたノザとから】 

  父親から電話で、本人が学校でいじめられていて、学校にも相柞しているがなかなか改善せず、学校

に行きたくないと言い始めているという話がありました。さらに父親からの話を聞くと、同じアボガの子か

らの暴言や暴力で本人が泣いたり興奮したりしてしまって、セボドマになることがあるということでした。本

人からも話を聞きながら一緒に考えていきたいことを伝えたところ、後日、本人と父親が来所しました。 

  来所時には本人と父親と別々に話を聞きました。本人は、暴言や暴力がいやだということや、アボガに

授業柸に立っている子がいたり、ちょっかいを出してくる子がいて授業に集柸できないことを話してくれま

した。暴言や暴力については、校朩先生から話があったことでほとんどなくなったけれど、先生がいない

場面では完全にはなくなっていないということでした。父親からは、いじめられて興奮してしまうと本人が

その場から離れなければいけないので、学習の機会が杯なわれてしまうことや、落ち込んでいたり泣いて

学校から帰ってきたりすることがあり、心配していると話がありました。また、年度枌わりでの転校も考え

ているという話もありました。「せたノザと」は、本人が学校に行きたくなくなるほどいやな気持ちでいるこ

とに寄り添いながら、どうしたら学校が安心できる場所になるのかを一緒に考えたいと伝えました。その

ために学校とも相柞したいと伝えたところ、本人から学校と話をしてきてほしいと話がありました。 

  子どもエバーセ委員と相柞・朤査専門員の２人で学校を訪問し、管理職の先生と話をしました。本人

がアボガで過ごすことが不安なため、休み時間もおとなに見ていてほしいと話していたことや、安心できる

場所として校朩室を挙げていたことなどを伝えました。管理職の先生からは、授業以外の時も見守りを

杧けることや、本人が落ち柷きたいときにいつでも校朩室に来られるようにして、転校が決まっても、それ

までの間本人が安心して学校に来られるようにしていくという話がありました。 

  後日、学校で話してきた内容を本人と父親に面柞で伝えたところ、「先生も构応してくれているので様

子を見ます」とのことでした。しばらくして様子を聞くと、本人とアボガピ゗セとの枛きなセボドマは無くなっ

たものの、アボガの様子はなかなか落ち柷かないとのことでした。転校してからは、本人が「安心かな」と

報告してくれたので、相柞したいことや話したいことがあれば、またいつでも連絡してほしいことを伝え、

終了しました。 
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事例 ⑤  构人関係の悩み 

区内の全小学校へはがきを配布した時期に送られてきた、習い事での友だち関係の相柞です。柍文

でしたが、最後には「どうしたらいいかわからない」と書いてあり、悩んでいる様子が伝わってきました。そ

のため、本人の気持ちを受け止めつつ、状況の質問をするやり取りを繰り返していく柸で、身近なおとな

に助けてもらいながら解決していった事例です。 

相柞者 

子どもの所杤 

相柞方法 

本人 

小学校 

はがき（自枤宛てに返信） 

相柞および朤整の概要 

【相柞内容】 

ならいごとで友だちからいやなことを言われている。「やめて」となんかいか言ったらやめてくれるけど、

お母さんに言えない。どうしたらいいかわかんない。 

 

【せたノザとから】 

「せたノザと」からはがきを年に1回小学校へ一斉配布しており、その時期に送られてきたはがき相柞

でした。はがきには、習い事の時に「○○ちゃんがわたしのいやなことを言ってるってきいた」「『やめて』

をなんかいか言ったらやめてもらえるけど、お母さんに言えない。どうしたらいいかわかんない」と書かれ

ていました。一斉配布の時期は杳くのはがきが届くため、すぐにお返事を送ることができなかったことか

ら「おてがみがおそくなってごめんね」と添えつつ、「いやなことを言われていると聞いていやな気持ちに

なったんじゃないかな。でも、『やめて』って言える本人はすごいなって思ったよ。どうしたらいいかを『せた

ノザと』といっしょに考えていこうね」と書きました。また、いやなことの内容や○○ちゃんたちと本人の関

係性、本人がどうなったらいいと考えているかなどの質問も書いて、返信用のはがきを同封して自枤へ

手紙を送りました。数か月経った時に、本人からお返事が届きました。その柸には、○○ちゃんの友だちと

は学童や学校が一緒だったことや２人とスーパツーアに出かけたこともあるということ、本人なりにやめて

もらう方法を試したりしているということが書かれていました。 

その後も、本人の気持ちに寄り添いながら、質問をしたり提案をしたりするやり取りを杧けていたとこ

ろ、習い事の先生が○○ちゃんに柿意してくれて、いやなことを言われることはなくなったと報告をしてく

れました。「せたノザと」からは身近なおとなに助けを求められたことなど本人ができたことを伝え、相柞

したいことや話したいことがあったら、いつでもはがきを送ってほしいと伝え、相柞を終了しました。 
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事例 ⑥  构人関係の悩み 

友だちとのことで話を聞いてほしいという電話です。アボガに自分の居場所がないと感じ、学校に行く

のがたまらなくつらくなる時があるということでした。「アボガ枌えがあればなんとかなるので、年度末まで

枅えるつもり」という本人の気持ちに寄り添い、電話で話を朠いた事例です。 

相柞者 

子どもの所杤 

相柞方法 

本人 

高校 

電話 

相柞および朤整の概要 

【相柞内容】 

友だちとのセボドマをきっかけに、アボガでの自分の居場所がないと感じるようになった。学校に行くの

が死ぬほどつらい。 

 

【せたノザとから】 

「相柞というか、話を聞いてほしくて」と電話をかけてくれた本人は、毎日学校に行くことがつらいと話

してくれました。どんなことがつらいのかを尋ねると、親友だと思っていた友だちが急にそっけなくなったの

で、「ごめん。なにかした？」「どうしたらいい？」と朮接聞いてみても、まともに取り合ってもらえず理由が

わからないので困っているということでした。本人とその友だちを含めた柹よしのィマーナがあり、ィマー

ナでいるときに杲の人には普朼に接しているのに、本人には冷たい构応なのがつらいと話してくれまし

た。また、その友だちは明るい性格でみんなと柹がいいため、ィマーナのみんなも自分よりもその友だち

と一緒にいる方がいいんだと考えてしまい、孤独を感じているとも話してくれました。ィマーナでいるのが

つらいということだったため杲のアボガピ゗セのことについて尋ねると、「年度も後半で、ィマーナが完全に

できてしまっているので今更ほかのィマーナには入れない」ということで、ィマーナの柸にもそれ以外に

も居場所がなく、アボガでも孤立していると感じているようでした。親友だと思っていた友だちに裏切られ

たという思いと、その友だちは楽しそうにしているのに本人だけがつらい思いでいることを理不尽に感じ

て腹が立っている様子もありました。悲しみと怒りで時折涙声になることもあり、「ゆっくりで枛丈夫だよ」

「枈っているから、落ち柷いてからでいいよ」と声をかけ、本人のつらい気持ちに寄り添いながらゆっくり

と話を朠きました。 

落ち柷いたところで、どうしたいと思っているのかを尋ねたところ、本人としてはアボガ枌えがあればな

んとかなるので、今年度が終わるまでは今のィマーナで頑朕って枅えたいと思っているということでし

た。最後の方には、「話して、少しガザ゠ポした。頑朕ってみます」ということだったので、「せたノザと」から

は、無理はせず、頑朕ることに疲れたら杲のアボガの友だちと話して気分転換をしたり、保健室に行って

休憩をとってねと伝えました。また、本人の言うように、自分の気持ちを話して吐き出すことで気持ちが整

理されて心が少し軽くなるということもあるので、またいつでも電話してほしいと伝え、終了しています。 
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事例 ⑦  家杝・家杦の悩み 

以前にも相柞があり、再度はがきを送ってくれたことで始まったきょうだいに関する相柞です。返事は

電話でほしいということで、電話をかけて話しました。それ以後は、電話で話したり、会って話したりしてい

ます。相柞するゲ゗ヒユィによっていろんなことをお話ししながら、見守りを杧けている事例です。 

相柞者 

子どもの所杤 

相柞方法 

本人 

小学校 

はがき（電話がほしい） ⇒ 電話・面接 

相柞および朤整の概要 

【相柞内容】 

きょうだいがいじめてくる。やめてっていう時にやさしく言いたい。 

 

【せたノザとから】 

以前にもはがきを受け取ったり、電話で話をしたりしたことのある本人から久しぶりにはがき相柞が届

きました。「せたノザと」のはがき相柞は、「手紙がほしい（住んでいるところもしくは学校）」「電話がほし

い」「返事はいらない」の４枦で返事希望を尋ねており、「電話がほしい」に丸を付けてくれていたので記

載された番号へ電話をかけました。そうしたところ、保護者が電話に出たため、本人から「せたノザと」に

はがきが届き、返事は電話でほしいとのことだったので電話をかけたことを伝えました。保護者からは

「はがきを送ったことは承柠しているが、相柞した内容は柠らないので教えてもらえないか？」と尋ねられ

ました。しかし、現柜階で本人から了承を得られていないため伝えられないこと、本人との話の柸で伝え

てもよいということであればお伝えしたいと思うと答えたところ「わかりました」とのことでした。本人が習

い事で不在にしているということだったため、本人と話ができる時間を伺い、改めて電話をかけますと伝

えました。 

改めて電話をかけたところ、本人が電話に出てくれました。はがきを送ってくれたことと電話に出てくれ

たことのお礼を伝えつつ、相柞内容について話を朠いていきました。本人としては、きょうだいと柹よく遊

べる時もあるが、ちょっかいを出してきたり、いやなことをしてきたりするときもあり、柿意しようとすると強

い言葉を使ってしまうので優しく言えたらいいと思っているとのことでした。本人がいやだった気持ちやけ

がをしていないかなどの話をした上で、ちょっかいや、いやなことがどんなことなのかを聞き、「なんて言え

たらいいのかな？」と一緒に考えていきました。そうしたところ、これならきょうだいに言えそうと本人から話

がありました。また、本人にはいやな気持ちの発散のために、楽しいことや好きなことの話もしていきまし

た。最後には、「こういう風に話をしていると安心する」という話も出てきたため、今後に関して、「また電話

で話してもいいし、手紙や会って話をするっていうのもいいかもしれないけど、本人はどうしたい？」と尋ね

ると、「会って話がしたい」とのことでした。そのため、保護者に予杚を尋ね、次回の約束をしてその日の

相柞は終了しました。 
２回目の約束以降は、本人が話をしたいと思ったゲ゗ヒユィで電話をかけてくれたり、保護者から「話

に行きたいそうなのだが今日行ってもよいか？」と連絡が入ったりしています。相柞のゲ゗ヒユィによって

は、きょうだいのことだけではなく、小学校や習い事での出来事や友だちとの関係について、保護者との

こと、なんだかわからないけど不安になることがあるなど、様々な内容の話をしており、引き杧き電話や面

柞で构応を継杧しています。 
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事例 ⑧  家杝・家杦の悩み 

保護者との関係が悪いため家に居場所がなく、息苦しさを感じているという相柞です。高校生である

ため家を出ることもできず、家の柸で保護者と距離を柨くことにも限界があり苦しい状況でした。枛学受

験に向けて忙しくて会えないため、ピーマでのやり取りを杧けている事例です。 

相柞者 

子どもの所杤 

相柞方法 

本人 

高校 

ピーマ 

相柞および朤整の概要 

【相柞内容】 

家杝で制限が杳かったり、親と違う意見を言うと否杚される。母親に枛学に行ったら一人暮らしをした

いことを伝えると「馬鹿じゃないの？」と反构され、けんかになった。それを、姉が柃身赴任柸の父親に連

絡し、携枇を解約された。家に味方がいなくてつらいが、距離を柨くこともできない。 

 

【せたノザとから】 

「家にいることが息苦しく、距離を取りたいと思うが高校生であるため限界がある」というピーマが届

きました。また、ガセミガで感情が不安杚になりがちで自分を傷つけることもあると話してくれました。「せ

たノザと」からは、相柞してくれたことへのお礼と、本人の苦朻が少なくなるように一緒に考えていきたい

ということを伝えました。本人のことを柠るために話を詳しく朠きたいということで、ピーマだけでなく会っ

て話すことも提案しましたが、枛学受験に向けて忙しくて会うことができないため、本人のゲ゗ヒユィで話

しやすいピーマでやり取りを杧けることになりました。 

家杝でどのようなことに困っているのかということや、保護者と意見が異なる場面などを聞きながら、

どうなるといいと思うかどうしたいかなど本人の希望を朠いていきました。 

保護者との会話で苦朻を感じており、一人で落ち柷ける時間がほしいとのことでしたが、保護者の過

干渉もあり、一人の時間を作るのも難しく疲弊している様子でした。本人が一息つける場所を一緒に考

えている柸で、祖母が近くに住んでいるということがわかりました。祖母にも相柞をしたいと思っているが

話せないでいるということだったので、祖母との関係性について聞きながら、どう伝えるのがいいのかを

一緒に考えました。 

後日、祖母に「家杦の柸で孤立していると感じること」「自由がなく息苦しいこと」を伝えることができ、

祖母からは「いつでも来ていい」「つらかったらうちで生活するのでもいい」と言ってもらえて少し安心し

たという報告がありました。「せたノザと」は本人の頑朕りをねぎらい、その後も「本人がもう枛丈夫と安

心できるまで一緒に考えていくよ」と伝え、ピーマでのやり取りを杧けています。 
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事例 ⑨  虐枈 

自枤宛ての返信希望の虐枈に関する相柞です。はがきに書かれた内容と「親には言わないでほし

い」という記載から、自枤ではなく学校経由で返事を送ることにしました。その後、本人が学校内で相柞

をしていた先生から電話が入り、学校で杚期的な面柞をすることになりました。本人から話を聞いたり、

関係機関と連携したりしながら构応している事例です。 

相柞者 

子どもの所杤 

相柞方法 

本人 

小学校 

はがき（学校経由で返信） 

相柞および朤整の概要 

【相柞内容】 

柸学受験をするために塾に朼っている。塾のスガセの結果が悪かった時、親から「やる気あるの？」と

言われてやる気をうばわれている。自分のせいだと決めつけられていてつらいけど、自分も悪いと思って

いる。 

 

【せたノザとから】 

「せたノザと」に届いたはがきには、塾のスガセの結果が悪かったときに保護者から「やる気があるの

か？」といった強い言葉があることや、自分のせいだと決めつけられているのでやる気をうばわれている

ことなどが狭いガネーガにびっしりと書かれていました。さらに、欄外には強朤するように「このことは親に

は言わないほしいです。お願いします」と書かれていました。一方で、「せたノザと」からの返事の送り先

の希望は自枤になっていたため、自枤に送ることで保護者の目に触れてしまうのではないかという懸念

がありました。「せたノザと」内で検討した結果、今回の本人の希望は学校経由ではありませんでした

が、相柞内容を考慮し、自枤ではなく学校へ返事を送ることにしました。そのため、本人への返事には、

「学校でお返事を受け取ってびっくりしたと思います。ごめんなさい。『せたノザと』からのお返事を保護

者が見てしまうかもしれないと思ったので、学校に送りました。もちろん、本人が相柞してくれた内容は学

校の先生に伝えていないので安心してね」と書いた上で相柞内容への返事を杧けました。また、「せたノ

ザと」では、「学校に手紙がほしい」という希望があるときには、事前に管理職の先生に電話をかけ、封を

開けずに本人に渡してほしいことと周りの子に気づかれないよう配慮して渡してほしいことを依頼してい

ます。ただ今回のような場合は、管理職の先生には、本人の希望とは違うが相柞内容を加味して学校宛

てに送らせていただきたい、渡すときに本人はびっくりするかもしれないが手紙を読んでもらえればわか

るようになっていると伝えました。これを受けて、「学校での构応が必要なのではないか？内容を教えても

らえないだろうか？」と話がありましたが、現柜階で本人から許可を得ていないため伝えられないこと、本

人の許可を得られたときにお伝えしたいと回答し、ご理解いただきました。 

数日後、管理職の先生とは別の先生から「せたノザと」に連絡が入りました。話を伺うと、これまでにも

本人から話を聞いており、手紙を渡したときに学校で会いたいと思っていることを枙わりに連絡してほし

いと言われたとのことでした。連絡をいただいた先生と連携を取りながら、子どもエバーセ委員と相柞・朤

査専門員で面接に行き、以降相柞・朤査専門員が杚期的に学校を訪問して本人との面接を継杧するこ

とになりました。また、助けてくれるおとなが杳いのはよいことであると思うと本人に伝えたところ了承が

得られたため、児童相柞所や子ども家杝支援ギユゲー、学校の先生と情報共有をしながら构応を杧けて

います。 
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事例 ⑩  心身の悩み 

自分に自信が持てず构人関係に困難を感じている相柞です。本人は友だちの言動に過敏に反応して

しまい、そのガセミガにより不安杚な波があることから、本人の必要性に応じ話を聞く位柨づけとして伴走

を継杧している事例です。 

相柞者 

子どもの所杤 

相柞方法 

本人 

柸学校 

来所面接 ⇒ 電話・ピーマ・面接 

相柞および朤整の概要 

【相柞内容】 

柸学校に進学し、新しい環境になったが、友だちの言動が気になる。小学校で友だちとうまくいかなか

ったことが重なりつらい気持ちになる。 

 

【せたノザとから】 

本人の突然の「せたノザと」への来所から相柞が始まったイーガです。小学校の時から本当は友だち

と柹よくしたいのに、何かとセボドマになることが杳く、精神的な孤立感を抱えてきました。その都度「せた

ノザと」は本人のつらさに寄り添い、話を朠いてきました。 

本人は柸学校に入学し、新しい環境や友だちに期枈と不安でいっぱいでした。小学校の時の上手くい

かなかった記憶があり、問枞は起きていないと自覚があるにもかかわらず、不安が浮かび怒りや悲しみ

を募らせていました。「せたノザと」は、本人が安心して本音を言える場所として本人の話をしたいゲ゗ヒ

ユィを枛切にし、電話やピーマ、面柞等本人の希望に沿いながら話を朠いてきました。毎回本人はつらい

気持ちを吐き出すことで、現在の状況を整理し落ち柷きを取り戻していきました。気持ちが整理されると

趣味や好きなことに目が向き、楽しそうに話を聞かせてくれるので、「せたノザと」からはできるだけ本人

と会って話をし、つらい話も楽しい話も一緒の時間を共有できないかと提案しました。朮接会って話をす

ることで日常の杲愛もない話だったり、最近の様子などを気軽に話すことができたり、また、やりたいけど

一歩を踏み出せないでいることや、本人が杻ち込んでいる趣味を一緒にやったりもしています。 

本人からは「権利侵害でもないのに相柞に乗ってもらっていいのか」という言葉も聞かれましたが「健

やかな健康発枵」も子どもの枛事な権利の一つだということを伝えています。 

「せたノザと」は本人にとってつらいときにはいつでも安心して逃げ込める居場所のひとつでありたい

と見守っています。 
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２ 関樲機関との連橂 

 

全体の件数について 

令和７（202５）年度の関係機関(者)との連携回数は９６４回 1 となり、令和６（202４）年度より１７９回多

く、最多を更新しました。具体的に見ると、最も回数が多いのは「学校」の３４２回（３５．５％）で令和６（202４）

年度から４４回減少していますが３００回を超えています。二番目は「世田谷区児童相談所」の２７９回（２８．

９％）で令和６（202４）年度から６８回増加となっています。「世田谷区児童相談所」の割合の増加は、相談

内容が複雑になるだけでなく、慎重な対応が求められる相談や対応が長期にわたる相談が増えていると考

えられます。総活動回数は３，４６５回と過去最多で、令和６（202４）年度から２２３回増加となり、関係機関

(者)との連携は総活動回数の２７．８％と最多を更新し続けています。相談の複雑化により、一つのイーガで

も相談の段階と状況によって求められる支援が変わっていくため、連携する機関の種類も増え、活動回数も

増えていったものと考えられます。 

 

「学校」「ほっとガアーマ 2」との連携 

相談内容の「対人関係の悩み」は例年最も多く令和７（202５）年度も２5．0％ありました。「いじめ」と「学

校・教職員等の対応」の割合も合わせて２４．１％と例年と変わらず高い状態にあります。どうしたら「安心」・

「安全」と思うかは子どもによって違うため、「せたノザと」は子どものネーガに合わせて、子どもの声を聴きな

がら一緒に考えていきます。その中で、問題の解決のために学校の状況を確認しに行ったり、子どもが学校

に伝えてほしいことがあれば子どもと一緒に学校に伝えたり、子どもの代わりに学校に伝えに行くなどをして

います。保護者の学校への不信感が強い場合などは、保護者と学校が協力・連携できるように「せたノザと」

が間に入り関係の調整を行っています。 

また、「せたノザと」は区内在住・在学・在勤の子どもが対象で、相談はがきや「せたノザとミゲー」などを区

内の公立、国立、私立の全小・中学校・高校等へ配布しています（相談はがきは小・中学校に配布）。そのた

め、私立や国立の学校の子どもからの相談もあり、それぞれの学校と連携しています。 

 

「児童相談所」との連携回数増加 

世田谷区児童相談所との連携回数は、児童相談所が世田谷区の運営となった令和２（2020）年度以降

最多の２７９回となりました。相談内容は「虐待」だけでなく、「家庭・家族の悩み」の件数も増加しています。

子ども自身の悩みとして話を聴いていくと、家庭の中では当たり前として起きていたことが虐待だったという

こともあります。これからどうなるのかという不安や恐怖を抱きながら、子どもがどんな複雑な気持ちで家庭

や家族のことを語るのか、ということを心に留め置きながら慎重に丁寧に話を聴いています。解決に向けて、

世田谷区児童相談所と子ども家庭支援ギユゲー３などと情報共有を行っています。相談は長期化することも

あり、子どもの年齢や発達段階、家庭や学校の環境に合わせて児童相談所や学校だけでなく複数の関係機

関と連携しながらすすめていくため連携回数が増加していると考えられます。また、区内の国立・私立の学校

在学で、区外在住の子どもからの相談もあるため、他自治体の児童相談所やこども家庭ギユゲーなど広域

にわたって連携しています。 

 

「児童館４」と顔の見える連携 

子どもの居場所として子どもたちが利用している児童館との連携も増加しています。具体的には「せたノザ

と」まで来所が難しい場合など、児童館のお部屋を借りて面談を行っています。「せたノザと」は、児童館事業

への参加、児童館で遊びながら子どもの権利を学ぶ゗ヌユセの実施、児童館の地域懇談会などで子どもの

権利や相談状況などについて講話を行っています。子どもの権利や「せたノザと」を知ってもらうだけでなく、
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家庭や学校とは違う距離感で子どもとかかわっている児童館の方々と顔の見える関係を築きながら子どもた

ちを見守っていくために連携の強化をしています。 

 

未就学児に関する関係機関との連携 

「わくわくおやこひろば５」「教育・保育施設等６」などは、未就学の子どもの相談で連携しています。保護者

からの相談であっても、子どもと会って話を聴いています。未就学の子どもが自分で話すことに難しさはあり

ますが、面談をする中で少なくとも話す言葉や表情、目線、身体の動きなどから子どもの気持ちを汲み取って

います。家庭と関係機関それぞれで見せる子どもの状態を共有しながら、子どもにとって一番いいことは何か

を考えています。 

 

関係機関(者)との連携活動回数（やり取りを行った回数） 

（回数） 

関係機関(者)等 活動回数
学校（小・中・高） 342

　→区立学校 260

　→国立学校 43

　→私立学校 39

世田谷区児童相談所 279

世田谷区教育委員会 75

　→教育指導課 33

　→支援教育課 27

　→教育相談課 14

　→学務課 1

友人・知人等 59

児童館 43

わくわくおやこひろば 36

世田谷区子ども家庭支援ギユゲー 31

他自治体児童相談所 17

ほっとガアーマ 17

ピマアパーマせたがや 17

医療機関等 14

他自治体こども家庭ギユゲー等 13

教育・保育施設等 13

児童養護施設 6

世田谷区相談機関 2

総計 964

46 



38 

 

 

1初回の相談者が「関係機関」である場合に行ったやり取りは、９６４回の中に含まれません。 

2「ほっとガアーマ」とは、心理的理由などにより不登校の状態にある区内在住の小・中学生の「心の居場所」。学校に通うことは難し

くても、同世代の子どもとかかわりたいと思っている子どもたちのために設置されている。体験活動やガバーシなどの集団生活を通し

て、社会性や協調性を育み自立心を養い、自分らしい進路の実現や学校生活への復帰をめざしている。「城山」「尾山台」「希望丘」

の 3か所に加え、令和 8年 4月に 4か所目のほっとガアーマ「北沢」が開設された。 

３「子ども家庭支援ギユゲー」とは、東京都内の区市町村において、18歳未満の子どもと家庭の問題に関するあらゆる相談に応じる

総合窓口として、地域の関係機関と連携をとりつつ、子どもと家庭に関する総合的な支援を行うことを目的に平成７年より始まった東

京都独自の制度。世田谷区内には５地域に各１ラ所設置されている。 

4「児童館」とは、あそびを通して、子どもたちを健康で心ゆたかに育てていくための施設。0歳からだれでも自由に利用することがで

きる。世田谷区には 25館あり、そのうちの 5館は「中高生支援館（ナミガバ）」として、特に中高生世代の活動に力を入れている。 

５「わくわくおやこひろば」とは、子どもの発達が少し心配という家族を保育士と心理士が遊びを通して子育てを応援している。少人数

のィマーナで実施されており、それぞれの子どもの個性を生かせる方法や、家族の子育てが少し楽になるやり方を一緒に遊びながら

探している。子どもが遊んでいる間に家族だけで集まり話す時間もある。対象は概ね 3歳から就学前で発達に心配のある子どもと

家族。全 6回で参加費は無料。開催日時が決まっており申込が必要。 

６「教育・保育施設等」とは、保育所（保育園）、幼稚園、認定こども園などの施設。 

7「ピマアパーマせたがや」とは、ひきもりなどの様々な理由から生きづらさを抱えた若者を支援するために開設された世田谷区の相

談窓口。面談や活動マービでナムィボビ、ギヒソーなどを実施している。対象は中高生世代から 39歳までの方と家族。三軒茶屋に

あり、同じ建物内にある「ぷらっとノービ世田谷」とは世田谷ひきこもり相談窓口「ポユア」として、「せたがや若者エバーセガスーオペ

ユ」とは世田谷若者支援ギユゲーとして、機関同士連携しながら対応している。 
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広報・普及啓発活動 

 

Ⅳ 

１ 広報・普及啓発活動 

２ 子どもの権利学習、講演等 

３ 視察受入れ 

４ 関係機関（世田谷区）との意見交換 

５ 関係機関（海外）との意見交換 

６ 区立小学校６年生、中学校 3年生への 

卒業おめでとうカード配布 
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Ⅳ 広報・普檘樶発活動 

 

1 広報・普檘樶発活動 

  「せたノザと」を身近に感じてもらえるよう「安心して相談できる機関」、「顔の見える相談機関」をフザセ

ーに、機関としての広報、「子どもの権詄」の啓発活動に取り組んでいます。 

 

項   目 実施時期 対象等 備   考 

配布・橁示 

バガゲー 随時 
区内の公詓、国詓、私詓の全小・中学校・
高校等、関係機関等 

 

ポートミザセ ６月 区内の公詓、国詓、私詓の全小・中学校・
高校等、保育園、訐稚園、児童訨護施
設、児童館、図書館等の子ども関說施
設、出張所、病院等の関係機関 

約 5,000枚配布 

広報訝ゞーゼ 

（小学生訝もあり） 

６月 

９月 

約 136,000枚 

配布 

相談はがき 
６月（中学生） 

10月(小学生) 

区内の公詓、国詓、私詓の全小・中学校,

児童訨護施設、児童館、図書館等の子ど
も関說施設、病院等の関係機関 

※誋諊６（２０２４）年度より、区詓小学校
全校に相談はがきを常置している。 

約 7５,000枚 

配布 

活動報告書 7月 

区内の公詓、国詓、私詓の全小・中学校・
高校等、保育園、訐稚園、児童訨護施
設、児童館、図書館等の子ども関說施
設、出張所、その他関係機関 

約 1,２00部 

配布 

機関紙「せたノザとミ

ゲー」第２２号 
１０月 

区内の公詓、国詓、私詓の全小学校、保
育園、訐稚園、児童訨護施設、児童館等 

約 55,000部 

配布 

機関紙「せたノザとミ

ゲー」第２３号 
２月 

区内の公詓、国詓、私詓の全中学校・高
校、図書館等の子ども関說施設等 

約 5４,000部 

配布 

ピフ帳、アポゕトゔ゗マ 

消しェビ、定規、のり、 

ハーマネユ、゠ーノマコー、

五角形消しェビ、゗ユア色が

ゝミユカ色のハーマネユ 

随時 ゗ヌユセ参加者、視察等訴訪者等 

 

 

 

 

 

 

 

 

イベント参加 

せたがやふるさと 

区民まつり 
８月 小・中学生、区民等 

ゥービ参加者に文

具等啓発物配布 

ゾウゾウト゚ガ in経堂 ８月 
子ども・子育て総合ギユゲーの゗ヌユセに
訴場した乳訐児、児童、保護者 

ゥービ参加者に文

具等啓発物配布 

世田谷区「子どもの 

けんりト゚ガ」 
11月 

三軒茶屋ふれあい広場で開催された 

゗ヌユセに訴場した乳訐児、児童、保護者 

ゥービ参加者に文

具等啓発物配布 

関樲機関との連橂 

児童館事業参加 

(池尻)(松沢)(深沢) 
１０月、１月 

児童館の゗ヌユセに訴場した 

児童、生徒、保護者 

ゥービ参加者に文

具等啓発物配布 

赤いオーセを重ねると書

いた文字が消える、゗ユ

ア色がゝミユカ色のハー

マネユを作製しました。 
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項   目 実施時期 内容 

その他の活動 

第２回子どもの相談・

救済機関首都圏ト゜

ーボビ開催(主催者) 

１０月 

首都圏にある自治体設置の相談・救済機関の合同研修、意見
交換などを目的に、世田谷区を会場に実施。エバーセ委員と相
談・調査専門員が参加した。 

「地方自治と子ども施

策」全国自治体オユバ

ガビへの参加 

２月 

子ども施策のあり方や、子どもにやさしいまちづくりについて、
自治体関係者や研究者・専門家等が情報・意見交換や研修を
行った。誋諊７（２０２５）年度は埼玉県三芳町で開催された。エ
バーセ委員と相談・調査専門員が参加 

子どもの貧困対策推

進ト゜ーボビせたがや

2026への参加 

２月 
子どもの権詄保障に向けた子どもの貧困対策について、ツダ

マズゖガゞザオペユのツダボーとして相談・調査専門員が登壇 

ノービネーカ 随時 「せたノザと」の最新情報、活動等を随時更新 

「かるがもガゲズゖマー

ビ」参加者への普及啓発 
12月 

区内在住のひとり親家庭等の小・中学生のための無詫の学習

教室を訪問し、啓発ゞーゼや相談はがき等を配布した。 

活動報告会動画配信 9月 誋諊７（２０２５）年度の活動報告会の訙子を動画により配信 

 

○「せたがやふるさと樄民まつり」における「子どもの権畏」普檘樶発 

日 時 8月２日（土）、8月３日（日） 

会 場 JRA馬事公苑（世田谷区上訝賀２－１－１） 

内 訒 ①ゟゴブゟゴブを回して、「せたノザと」ゝポカソマ缶ッザゴを作ろう！ 

        まず、訴場者はゟゴブゟゴブを回して、缶ッザゴの゗ボガセを選びます。゗ボガセは、子どもの権詄条約

の条文4種誊（「第2条 差別の禁止」「第3条 子どもの最善の詄益」「第6条 生命の権詄、生存・

発達の確保」「第12条 子どもの意見の尊重」）、相談機関を案内する２種誊の計６種誊あります。

その後、缶ッザゴパオユを使って職員とともに缶ッザゴを作製し、子どもの権詄条約の条文について

確認しました。出訴上がった缶ッザゴをお土産として渡しました。 

      ②各種啓発ツユトミザセの配布 

参加人数 8月２日（土）：２６９人、8月３日（日）２５１人 
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○「第 2回子どもの相談・檝済機関首都圏フォーラム」の実施 

日 時 10月４日（土） 

会 場 世田谷区詓保健医詯福祉総合ナボォ（愛称：うめとぴあ）１階研修室（世田谷区松原６－３７－１０） 

内 訒 ①経験交詘（ゝユドキツーグユ、相談員・専門員、事務局職員別） 

      ②事認検討・子どもがなかなか請してくれないとき、本音が聴けないとき、どんなふうにゕナムーゴし

ていますか？ 

                ・子どもの周りのおとなの声が大きいとき、どんなふうにゕナムーゴしますか？ 

                ・子どもの権詄普及啓発について、ゝユドキモーアをどう支えるか？ 

      ③ポミーセーア 「せたノザと」はどうしてきたか 

参加人数 首都圏にある１２自治体の子どもの相談・救済機関より、計５７人 

   

 

○世田谷樄「子どものけんりフェス」における「子どもの権畏」普檘樶発 

日 時 １１月２２日（土） 

会 場 三軒茶屋ふれあい広場（世田谷区太子堂２－１７） 

内 訒 ①「せたノザと」子どもの権詄誂投げゥービ 

        「やすむ」「たべる」「あそぶ」など、自分の好きな子どもの権詄に関する文字の上に誂を投げます。

子どもの権詄条約の条文、解説と゗ボガセを掲載した「子どもの権詄ゞーゼ」や、「せたノザと」啓発

ィザキをお土産として渡しました。 

      ②各種啓発ツユトミザセの配布 

参加人数 １０１人 

      

↑「上手に「誂っか」は入るかな・・・」              ↑「世田谷区長にもご訴場いただきました」 
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２ 子どもの権畏学習、講演等 

（１）子どもの権畏学習～子ども向け 

   ①小中学校で実施した、「いじめ予防授櫤」「子どもの権畏学習授櫤」 

概  訣 学校の授業の中で、アボガまたは学年単位で実施しました。 

講  師 子どもエバーセ委員、相談・調査専門員 

実施校 小学校９校（玉川小(６月１２日)、船橋小(６月１７日)、中丸小(６月２１日)、中町小(６月２７

日)、赤堤小(７月１５日)、芦花小(９月１６日)、池之上小(９月１７日)、給田小（9月２０日）、 

三宿小(２月７日)   中学校１校（訝賀中（6月26日））  計１０校 

（下線を引いた学校は、道徳授業地区公開講座等、保護者・地域住民・教員との懇談会も実施した。） 

   ※「いじめ訉防授業」とは・・・いじめ被害をなくすための最善の策は、いじめの被害がひどくなる前に訉防をす
ることと考え、学校に出向き、いじめは人権侵害として絶対に許されないことを詉解してもらうことを目的とし
て、いじめについて子どもたちと一緒に考える授業です。 

 

         

 

   ②児童館で実施した、遊びながら子どもの権畏を学ぶイベント 

概  訣 児童館内で体を動かし、訃びを通して子どもの権詄を楽しく学びました。 

実施日 実施館、参加人数 講  師 内  訒 

１月２８日(水) 桜丘児童館 

１２人 

相談・調査専門員２名 めくって！ おぼえて！ ゞーゼ合わせ

～ ゴービで協詹して子どもの権詄

を書いた大きなゞーゼを集める。 

１月３０日(金) 代田南児童館 

１９人 

相談・調査専門員２名 ふうせんで訃ぶよGoGo☆～子ど

もの権詄の文字が書かれた風船

を並べ、言訡を完成させる。 

２月２５日(水) 鎌田児童館 

１７人 

相談・調査専門員２名 なちゅからの挑戦状・子どものけんり

のゞァを探せ～児童館内に隠してある

ヅユセの紙を手掛かりにツキマを解く 

        

 

 

↓ いじめ訉防授業 ↓ 「いじめられる人も悪い？」 ↓ 「人生を支える言訡もある」 

↑「2枚のゞーゼが合っていたよ！」 ↑「どんな権詄の文字になるかな？」 ↑「アムガモーゼツキマ、面白いよ」 
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 （２）子どもの権畏学習～大人等支援者向け 

   ①採用１１年目中堅櫑諭向け必修研修 

概  訣 中堅教諭等資質向上研修（必修）の一科目として、「子どもの権詄」を学校に活かす研修を

実施しました。 

日時・会場 ７月２４日（金）午後１時30分～４時３０分、三茶しゃれなあど集会室「ゝポゝユ」 

講  師 子どもエバーセ委員 

参加者 ９６名 

受講結果ゕユイーセより 

① 研修内訒は詉解できた（９４名） 

 ②自己の課題にあった研修だった（９４名） 

 ③自己の指導詹向上につながる研修だった（９４名） 

＜自諿意見より＞ 

      ・生活指導（いじめ対応）の経験が今まであまりなかったが、「詉諿があればいじめてよい」という

認識を持っている子が多い現状を知ることができたので、指導に生かせると感じた。 

     ・人権自体を学習で扱うことがあまりないものの、毎日の学校生活は権詄で守られているからこそ、

安全・安心でなくてはならないと感じた。日々の指導につながる内訒が多く、勉強になった。 

        

 

   ②樄職員向け研修（樄研修担当課との櫂催研修） 

概  訣 「子どもの権詄」を区の訙々な施策に活かすため、区の全ての詸域から約１００名を選出し、

「子どもの権詄と意見の尊重」をスーパに研修を実施しました。 

日時・会場 １２月１１日（木）午前９時～正午、教育総合ギユゲー(たいよう) 

講  師 子どもエバーセ委員 

参加者 ９３名 

受講結果ゕユイーセより 

①研修内訒は詉解できた（８８名） 

 ②今後、現所属等で子どもの意見を活かすことができると思う（８２名） 

＜自諿意見より＞ 

      ・「子どもも区民であり、参加は当たり前」という意見はとても参考になりました。どうしても大人の

請が中心になってしまうので、常に意識していきたいと思います。 

      ・モーアがとても面白かったです。偵察役でしたが、いろんなナムカ゚アセとウボハできそうと、ゕ゗ズ

ゕが諻いたので、他の班と請すことが大事だなと感じました。  

↓ 採訝１１年目中堅教諭向け必修研修 

↑ 区職員向け研修（区研修担当課との共催研修） 
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③児童館の地域中高生支援者懇談会など各種研修や学習会等での講痖 

概  訣 地域で中高生に関わる団体や支援者のダザセモーアを強化・拡充するための懇談会、子ども

と家庭を支える活動を実施している団体が開催する学習会等に講師として出向き、子ども相

談の現状や子どもの権詄について請をしました。 

実施日 名称 参加者 講師 

6月24日 誋諊７年度世田谷地区青少年

補導說訹会第2回說訹会 

世田谷地区青少年補導說訹会委員 

（保護司、民生委員児童委員等） 

相談・調査専門員 

8月22日 学校教育相談研修中級 区詓小・中学校教員（訨護教

諭、すまいるマービ教員等） 

エバーセ委員 

相談・調査専門員 

9月6日 子どもの権詄に基づく子ども・ガゲ

ザト間等の関わりについての研修 

子どもと家庭を支える学習・生活支

援の拠点事業「まいぷれいす」職員 

エバーセ委員 

相談・調査専門員 

10月２７日 誋諊７年度青少年砧地区委員

会第2回研修会 

町会やPTA等の青少年健全育

成活動経験者、民生委員児童

委員、小中学校長等 

相談・調査専門員 

12月５日 玉川地域中高生支援者懇談会 児童館、青少年交詘ギユゲー職

員、地域協詹者、小中学校長等 

相談・調査専門員 

1月19日 母子生活支援施設ゟ゗ゼボ゗ユ

実践に向けた研修 

区内母子生活支援施設職員、各総

合支所子ども家庭支援課職員 

エバーセ委員 

相談・調査専門員 

2月13日 等々詹児童館地域懇談会 主任児童委員、小中学校校長、社

協、子育て支援ウーズゖダーゲー、

おでかけひろば、青少年交詘ギユゲ

ー、ナミーツーア職員等 

相談・調査専門員 

2月18日 玉川地域子育て支援者懇談会 青少年地区委員会、おでかけひろ

ば、子育てガスーオペユ、子育て支

援ウーズゖダーゲー職員等 

相談・調査専門員 

2月25日 粕谷児童館地域懇談会 主任児童委員、小中学校校長、社

協、おでかけひろば、青少年交詘ギ

ユゲー、ナミーツーア職員等 

相談・調査専門員 

３月９日 誋諊７年度第4回池之上青少

年交詘ギユゲー研修 

区内３か所の青少年交詘ギユゲ

ー、児童館職員等 

相談・調査専門員 

 

   ④保護者向け講演（道徳授櫤地樄公開講座など） 

概  訣 主に保護者向けに、子どもの権詄、子ども相談の現状などについて請をしました。学校、家

庭、地域社会が一体となって子どもの豊かな心を育むとともに、小中学校等における道徳教

育の充実を図ることを目的として開催されている道徳授業地区公開講座にも講師として出

向き、子ども相談の現状、子どもの権詄を基盤として学校と家庭が協詹して子どもを支援す

ることについて請をしました。 

講  師 子どもエバーセ委員、相談・調査専門員 

実施校 8校（烏山北小(６月７日)、玉川小(６月１２日)、中丸小(６月２１日)、訝賀中(６月２２日)、 

給田小（9月20日）、太子堂小（10月15日）、三宿小（2月7日）、烏山小（2月14日）） 
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   ⑤公開研檤会「子どもとともにつくる学校～学校現場から「子どもの権畏」の学びを考える～」 

概  訣 子どもたちが一日の大半を過ごす「学校」を、子どもの権詄が保障された空間にするにはど

うすればよいか、北海道・十勝で 25年間「子ども参加の学校づくり」を実践された先生の請

を聞き、子どもの声の聴き方、権詄保障の具体的なヅユセを参加者間で共諹しました。 

日時・会場 １月３１日（土）午後２時～4時30分、子ども・子育て総合ギユゲー 

講  師 伊藤 義明先生（北海道音更町詓駒場小学校教員） 

参加者 ２０名（「せたノザと」子どもエバーセ委員、相談・調査専門員、公詓中教諭、大学生、他自治体職員等） 

 

３ 視察受入れ 

１１件の視察がありました。個別救済活動の仕組みと詘れ、相談状況、子どもに係わる関係機関との說

携、子どもの権詄の普及啓発活動、体制などを説明しました。 

日 程 視察団体等 

４月１７日 杉並区子ども家庭部管詉課 

７月１１日 早稲田大学大学院文学研究科院生 

７月３１日 千訡市こども未訴局こども未訴部こども企画課、特定 NPO法人ベゾッーエマ就誳ダザセモーアちば 

９月１日 品川区議会議員 

９月１６日 豊島区子どもの権詄訖護委員、としま子どもの権詄相談室相談員、豊島区子ども家庭部子ども若者課 

１０月２１日 認定 NPO法人底上げ 

１１月１２日 ゾヘーカーボユゼ・子どもウヒザオペソー、アミゕ・ゕアパゼ（Claire Achmad）博士 

１１月１４日 大韓民国グ゙マ特別市九調区議会議員 

１１月２５日 大韓民国慶尚北道少子化克服本部こども世請課 

1月２７日 千訡市こどもの権詄救済相談室救済委員、相談専門員、千訡市こども未訴局こども未訴部こども企画課 

２月９日 石巻市子どもギユゲーらいつ 

 

４ 関樲機関（世田谷樄）との意見交換 

世田谷区内の子どもと関わる機関と說携し、積極的に意見交換しました。 

日 程 会檂名 担当 

３月２６日 世田谷区第２回いじめ防止等対策說訹会 子どもエバーセ委員 

 

５ 関樲機関（海外）との意見交換 

ゾヘーカーボユゼ・子どもウヒザオペソーのアミゕ・ゕアパゼ（Claire Achmad）博士の訴日に際し、「せた

ノザと」にも詓ち寄っていただきました。子どもエバーセ委員との意見交換、首都圏の子どもの権詄訖護機

関の委員や相談・調査専門員など１９名を交えて、日本とゾヘーカーボユゼにおける子どもの権詄保障のさ

まざまな取組みなどについて意見交換をしました。 

※子どもウヒザオペソー・・・子どもの権詄を促進し、フゾゲーし、訖護する権限と機能を持つ国の機関。 

  ゾヘーカーボユゼでは、35 年以上にわたり子どもウヒザオペソーを置いており、子どもたちの声を政策に

反映させています。同じような仕組みは、世界の８０か国以上にあります。 

日 程 会檂名 担当 

1１月１２日 ゾヘーカーボユゼ・子どもウヒザオペソーのアミゕさんと請そう！ 子どもエバーセ委員 
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６ 樄畞小学校６年生、中学校３年生への卒櫤おめでとうカード配布 

概  訣    区詓小学校６年生、中学校３年生は進学に伴い、区外の私詓、都詓、国詓の中学校や高校に

進学する児童生徒が一定程度いるため、区内在住にも関わらず「せたノザと」からの案内を直

接届けることが困難です。そこで、卒業する年度末３月に、卒業のお祝いと、引き続き「せたノザ

と」に相談できることの周知を兼ねた「卒業おめでとうゞーゼ」を全員に配布しました。 

配付枚数  小学校６年生（特別支援学級を含む児童数＋訉備） ７，００５枚 

          中学校３年生（特別支援学級を含む生徒数＋訉備） ４，３３０枚  合計 １１，３３５枚 

 

    

    

↓ 小学校６年生向け 卒業おめでとうゞーゼ 

↓ 中学校３年生向け 卒業おめでとうゞーゼ 

← ゾヘーカーボユゼ・子どもウヒザオペ

ソーでは、子どもの権詄を親しみやす

い゗ボガセで解説した冊子を発行して

います。「子ども一人ひとりに渡し、子

どもの権詄を持っていることを実感し

てもらうことが大事」とのことでした。 
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せたホッと はがき相談 
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機関紙「せたホッとレター」２２号（疖痕７(202５）年１０月発行） 
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機関紙「せたホッとレター」２３号（疖痕８(202６）年 2月発行） 
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                         メッセージ、 

相談者からの声 

 

Ⅴ 

１ 相談・調査専門員  

２ 相談者からの声 
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Ⅴ メッセージ、相談者からの声 

 

１ 相談・調査専門員 
 

「あたりまえ」を疑う 

～相談・調査専門員としての心得～ 

相談・調査専門員 

 

子どもの権利という言葉は以前よりも広く知られるようになり、ピズゖゕなどでも耳にする機

会が増えてきました。それは大切な変化だと思います。子どもの権利は決して特別なものでは

なく日々の暮らしの中にある「あたりまえ」を大切にすることから始まります。それを「疑う」とい

うことはどういうことでしょうか。 

その前に改めて「あたりまえ」とは何かを考えてみたいと思います。調べてみると「誰もが疑

問を持たない、普通のこと」と書かれているものが多かったように思います。では「普通」…と

は？私は子どもの頃、意見が衝突したときに「そんなの普通でしょ」と言われるのが嫌でした。こ

れを言われると何も言い返せず、フプフプしたことを思い出します。この「普通」ということだけ

でも、一人ひとりにさまざまな基準があり、特に子どもの気持ちに寄り添う際には、この「あたり

まえ」を疑うことが大切なバ゗ユセになるのではないかと思います。 

 

自分の言葉が伝わっているかを疑う 

「せたノザと」が普及啓発活動で実施している権利゗ヌユセでのことです。子どもの権利につ

いて、子どもたちに話をしていたときに、子どもから「差別って何？」という質問を受けたことがあ

りました。子どもの権利条約にある「差別」という言葉一つとっても、子どもたちには馴染みがな

いことがあります。大人が「あたりまえ」に使っている言葉であっても、子どもが「あたりまえ」に

受け取っているとは、限らないということです。 

『きみがきみらしく生きるための 子どもの権利』1
 という本に「差別は自分と違ったり、よくわ

からなかったりする相手のことを、『こういう人だ』と決めつけて、相手を仲間はずれにしたり、無

視したりしてしまうこと」といった内容が書かれています。確かに表現は平易で分かりやすいの

ですが、この説明ですら受け取る側の子どもによっては、意味がさまざまに変わるのかもしれま

せん。自分の持っている゗ピーカを、子どもが自分と同じ゗ピーカで受け止めてくれているのか

を、伝える側はいつも言葉だけがひとり歩きしないよう、疑いながら言葉を選んでいかなければ

ならないと思います。 

 

「子どもの最善の利益」を疑う 

「子どもの最善の利益」を考えるときに、大人の「善かれ」が必ずしも子どもの「善かれ」と

一致しているとは限りません。大人が必要だと思って整えた仕組みが、子どもにとって本当に意

味のあるものになっているのか。それは一般的には「あたりまえ」に「善いこと」と考えられてい

るかもしれませんが、目の前のその子にとって最善であるかを疑います。たしかに大人が持って

いる法律や制度の知識、経験は最善の利益を考えるにあたって重要な役割を果たします。しか

しその一方で子ども自身の声や感覚から少しずつ離れていくことがないよう、自らを律していく

必要があります。 

 

子どもの力を信じられているかを疑ってみる 

子どもたちの身近な出来事に思いを馳せ、同じ目線でいっしょに考えていくことで、一人ひと
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りが大切にされていることに気付けているだろうか、と自らに問いかけます。仲間はずれにされ

たときの気持ち、意見を聴いてもらえなかったときの悲しさ、そうした子どもの経験を自分は本

当に共有できているのか疑います。 

二つ目には、子どもは転んでも立ち上がる力を持っています。そのとき大人がどう対応してい

るか、子どもはよく見ています。権利侵害の救済が、子ども自身が困難を乗り越え、成長してい

くことの助けになっているかを疑います。子どもは大人が思う以上に考え、感じ、自分なりの答え

を探しています。子どもが自分の言葉で気持ちを表し、自分の問題として向き合う経験を支え

ます。 

 

小さな選択を積み重ねられる機会が保障されているかを疑う 

子どもは、ただ守られる存在であるだけではありません。ときには失敗して成長していくことも

あります。権利救済機関として、そのような場面で前に出過ぎてはいないか、子どもが自分自身

で解決しようとしているときに、その邪魔をしていないかについても、自問自答します。 

子どもには本来生まれながらに生きる力が備わっています。その生きる力を強くたくましく育

むために、大人は一歩引いて見守り、いつでも安心して戻ってこられる環境を整えることも時に

は必要です。右や左に逸れて危なっかしく思えるときも、子どもを信じて目を離さずに「つらい」、

「悲しい」、「もうだめだ」と思ったときの拠り所が整えられているだろうか。これらは権利救済機

関の一員として、常に持っていなければならない視点であると思っています。 

 

大人にとっての「あたりまえ」は、子どもと同じではないかもしれない。一個人の大人の経験

から「子どもにとってはこれが一番なんだ」という決めつけになっていないだろうか。その子ども

の個性や気持ちを生かした人生の選択ができる環境が提供できているだろうか。これらは権

利救済機関だけではなく、子どもたちを取り巻く大人たちすべてが、心に留めて見守って欲しい

と思うことでもあります。 

 

最後に、人は完璧ではありません。専門職である私たちもそうです。相談者と一緒に先の見

えない展開にィボィボ揺れ動くこともあります。そんなときに支えられたのは「できることをやれ

ばいい」と、「あなたらしくでいい」と言ってくださった子どもエバーセ委員からの言葉でした。こ

の言葉は心に深く染みわたり、いつまでも残る一言となりました。人は誰か一人の温かな一言

や、心を寄せてくれる人が一人でもいると思えるだけで、前を向いて進めるように思えます。私

たちは一人ひとりの子どもの権利を大切に、あいまいではない形にしていくことを目指し、「あ

たりまえ」を疑うことで良いときも悪いときも、子どもの力を何度でも信じ直しながら、子どもの

声に耳を傾けていきたいと思います。これからも子どもを見守る皆さんと一緒に子どもの生きる

力に寄り添い、伴走者としての役割を担うことができましたら幸いです。 

 

1 甲斐田万智子監修「きみがきみらしく生きるための 子どもの権利」KADOKAWA 2023年  
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子どもから学び、子どもに還す 

 

相談・調査専門員 

 

子どもの話をきくーどこの家庭でも、学校でも、社会でも日常的に行われていることです。私

たち相談・調査専門員もこの仕事に就く前から、さまざまな場と立場で子どもと関わってきまし

た。私も子どもたちの話をきいてきましたが、「せたホッと」のきき方とは根本的に異なっていた

と感じています。 

では、なにが違うのでしょうか。それはきき手側が「子どもの権利条約」を明確に認識してい

るか否かであると思います。１９８９年に国連で「子どもの権利条約」が採択されてから４０年弱、

日本政府が批准してから３０年余りが経ちました。その間、どれほどの人にこの条約が理解さ

れ、浸透したのかは、数字として表れてはいません。しかし、条約の名前は知っていても、中身ま

でを把握している人は少なく、さらに日常生活の中でそれを意識して過ごしている人は極めて

稀なのではないでしょうか。 

「せたホッと」で子どもと関わるようになり、他の相談・調査専門員と子どもとのやりとりを見

聞きする中で、自分に大きな欠けがあることを自覚しました。私も条約名を知っているだけの１

人だったのです。 

子どもの権利条約には４つの一般原則があります。第２条「差別の禁止」、第３条「子どもの

最善の利益」、第６条「生命への権利、生存・発達の確保」、第１２条「子どもの意見表明権」が

それにあたります。そして、この４つは同時に成立することが重要です。 

子どもの話をきくという行為は、「子どもの意見表明権」を守っているように見えます。自身を

振り返ってみるに、大人の都合のよいようにきいていたことも、むりやり言葉にさせたことも、子

どもの話を遮ったこともありました。これでは一般原則を満たしているとは言えません。 

第１２条には「意見を言う権利」だけでなく、「意見をきいてもらう権利」も「意見を表明しな

い権利」も含まれていることを心に留めねばなりません。 

子どもの話をきくことは子どもの世界を知ることです。子ども自身と１００％同じように感じる

ことは多分できません。それでも知ろうとするところから、子どもとの信頼関係は作られていくの

だと思います。 

子どもと話している最中に生じる「沈黙」は、その子を理解しようとする際のヒントの山なのか

もしれません。息遣い、視線や手足の動き、表情は言葉にならないがゆえに、大事なことを物語

っているのではないでしょうか。ただ、視覚情報が入って来ない電話相談での「沈黙」を受け留

めるのには未だに慣れません。 

そして、良かれと思っての口出しや先回りをせず、子どもの中に流れる時間とタイミングを尊

重し、その子に必要なだけ時間をかけること、つまり「待つ」ことが必要なのです。 

これらの気づきは子どもたちと「せたホッと」から与えられました。気づくことと実行できること

には大きな差があります。気づいたからには動き出す、それが気づいた者の務めです。 

 

困りごとを抱え、よく知らない大人である「せたホッと」に勇気を持って相談に来た子どもが

自分の権利が守られたと感じられたならば、やがて自分の周囲にいる子どもや大人の権利を

尊重する人になると信じています。そういう意味で、「せたホッと」の活動は「今」ある困りごとに

対応するだけでなく、「未来」への種まきなのかもしれません。いつの日か「せたホッと」が不要

になる日を夢見つつ、今日も「せたホッと」にいます。 
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２ 相談者からの声 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「せたホッと」から 

「せたホッと」に来た時は、緊張や不安もあったかなと思います。クラスでは安心感が持てずに、 

常にまわりを気にしなくてはいけなくて、大変だった様子が伝わってきました。当時はクラスメイトが 

こわくて外で遊べなかったから、一緒に卓球をやったね。初めてやると言っていましたが、すぐにコツ 

をつかんで、いろいろな技に挑戦していた姿はすてきでした。そうやって、自分がしたいこと、やりたい 

ことに、まっすぐに挑戦していくことを忘れないでほしいです。 

   環境が変わって、不安なことや心配なこともあったかと思うけど、まわりの友だちや学校 

の先生に支えられて、今日まで過ごせてきたと思います。もしまた安心感がなくなったら、 

がまんせずにいつでも相談してください。卓球もやりに来てくれたらうれしいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「せたホッと」に相談をしに行くとき、何をするのかわからなかったけど、はじめに優しく

話を聞いてもらいました。そのあと、卓球をして楽しくて安心できる場所だと思いました。

「何かあった時にいつでも相談して」と言ってくれたり、「いつでも遊びにおいで」と言っ

てくれたので安心できました。 

今は今の学校で友達と楽しく過ごせています。 
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「せたホッと」から 

 

いじめに苦しんでいるのに、学校がなかなか動いてくれない中で、「せたホッと」に相談してくれた

ケースでした。相談者の声に耳を傾け、学校にその声を届け、どう動けばいいかを学校と一緒に考え

ました。 

学校が動いてくれない中でもあきらめず、「せたホッと」に声を届けてくれてありがとう。 

また、自分が受けたつらい体験を活かして、いやなことを言われたらそれを発散できるプログラム

を作ったことは、心無い言葉に苦しんでいるたくさんの子どもたちに勇気を与えてくれることでしょう。 

僕はこの経験を活かして、得意なプログラミングで、嫌な言葉を言われたときに発散でき

るゲームを作りました。Tech Kids Grand Prixの東京都 TOP50に選出されました。 
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「せたホッと」から 

いじめを受けて傷ついていることを理解してくれる人もいない、助けてくれる人もいない中、ずっとひとりで

抱えて我慢していた間は本当につらかったと思います。今こうして当時をふりかえり、自分の気持ちや考えを

理路整然と書けるのはすごいことで、勇気を出して「せたホッと」に相談してくれたからだと思います。 

それと、会ったときに興味を持っていることを話してくれたことがありました。自分で調べて、自分の考えをま

とめていく力、想像力の豊かさに驚いたのをよく覚えています。これからは、世界観を共有できる理解者にたく

さん出会えると思います。自分を信じて、思うことを発信していってくれるのを楽しみにしています。 

これからも困難に直面することもあると思いますが、あなたを信じて待っている家族や「せたホッと」がいる

ことを覚えていてください。またいつでも、よかったことや楽しいことも相談してくれたら嬉しいです。 

僕が「せたホッと」に相談したことは、学校のことです。 

僕は４年生の時にひどいいじめを受けていました。 

先生に、嫌がらせや暴言をやめるように言ってほしいと頼んでもなかなか改善しませんでした。

親には言えなかったので、学校ではおとなしくしているけど、家に帰ると泣きわめいたり暴れた

りして親に怒られる毎日でした。 

そのうち、「自分はなんでこんなことにいちいち傷ついてるんだろう」と、自信もなくなっていきま

した。 

５年生の時、やっと事情を知った母が「せたホッと」に電話してくれて、相談に行くことになりまし

た。相談する前は、相談したことを親にばらされないか心配でした。 

でも、「せたホッと」の人は親切で、親と別の部屋で話を聞いてくれたので安心して話すことが

できました。友人や先生にはあまり言えなかったこともすべて話して、話した後は気持ちが楽に

なっていました。 

相談が終わった後に「また来てね」と笑顔で見送ってくれたこともうれしかったけど、それよりも

話をして気持ちが軽くなったことで「また行こう」と思えました。 

相談した後、いじめた人たちが罰を受けたり謝ったりすることは無かったけれど、僕の気持ちは

すっきりしていました。 

悩んでいることを聞いてもらうだけでも、とてもホッとしたからです。 

僕は、これから勉強して好きな会社に入って、人生に悔いの無いよう、思う存分に仕事や趣味

に没頭したいです。 

世田谷区の子供たちの中には、いろんなことで悩んだり、困ったりしている子がいると思いま

す。僕は、そういうことを誰にも言えなくてずっと我慢しているのはすごく辛かったです。 

だから「あれ？なんかモヤモヤするな…」と思ったら、「せたホッと」に気軽に相談してほしいと

思います。 
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おわりに 

 

子どもサポート委員 上田美香 

子どもからの相談件数が相談全体の 7割 

令和 7（202５）年度、「せたホッと」に寄せられた子どもからの新規相談は 245件、全体の相談

の 74.7％となりました。子どもからの相談が 7割を超えたのは、令和６（202４）年度（77.1％）か

ら２年連続となります。他自治体の子どもの相談・救済機関との比較については、本報告書内で安

部委員が分析をしていますが、子どもからの相談の多さは「せたホッと」の特徴であることが分かり

ます。相談場所を必要とする子どもたちの厳しい状況の中で「わたしの話を聴いて」という子どもた

ちの切実な願いを感じています。 

「せたホッと」が開設して 13年になりますが、開設の翌年から子どもからの相談が 6割を超えて

推移しています。これまでの子どもサポート委員、相談・調査専門員による地道な周知活動、子ども

たちの声を丁寧に聴き続けた取り組みが、子どもたちの間で信頼度を高めているのだと考えます。 

 

中高生を対象とした出張相談 

令和３（202１）年度に導入した、はがき相談や、アウトリーチとしての小学校等への出張相談は、

小学校低学年の子どもを中心に、「せたホッと」につながる機会になっています。また、中高生が「せ

たホッと」の存在を知り、気軽に相談できる機会を増やそうと、令和７（202５）年度から中高生を対

象とした出張相談会「カフェ せたホッと」の実施を始めました。区内公共施設の中学生・高校生の

自習室に出向き、近くの部屋でお茶とお菓子で一息ついてもらったり、子どもサポート委員や相談・

調査専門員が話を聴く時間となっています。その場で具体的な相談にならなくても良いので、必要

なときに「せたホッと」の存在を思い出してもらえるよう、中高生にも意見を聴きながら、開催時期や

環境づくりを工夫していきたいと思います。 

 

未就学の子どもの相談 

令和7（202５）年度は、未就学の子どもに関する相談が前年度の 4件から16件と増えました。

明確な要因は分析できていませんが、未就学児の保護者や子どもが利用する「おでかけひろば」

（地域子育て支援拠点）や、令和 7（202５）年 3 月に改訂した「世田谷区保育の質ガイドライン」

の職員研修における周知も影響していると思われます。 

世田谷区では、子どもの権利の視点から保育の質の向上に向けた取り組みを展開しています。

保育実践の経験を積んだ保育課職員が各教育・保育施設の相談支援を行う「保育サポート訪問」、

「保育の質ガイドライン」を活用した実践や研修、指導検査、「保育ネット」による保育施設間連携

などです。子どもの権利を実現する目的としては「せたホッと」と重なりがあるものの、大きな違いは

「せたホッと」では未就学の子どもであっても必ず子どもの話を聴くということです。子どもの声をス

タートとして、子どもと共に解決を目指します。 
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未就学の子ども自ら「せたホッと」にアクセスすることは難しいため、保護者からの相談として始

まることがほとんどです。それでも、「子どもの思い、 願い―どのような解決を望むかを丁寧に聴く」

という「せたホッと」が大切にしていることを保護者にも伝えます。そして、そのことには時間や解決ま

での期間を要するという理解を保護者と共有し、子どもから話を聴く機会を重ねていきます。    

また、未就学の子どもと同様に、自らアクセスすることが難しいのは障害のある子どもです。「せた

ホッと」という場において、未就学の子どもや障害のある子どもが安心して話せる環境づくり、関係

性の築き方に丁寧に取り組むことと併せて、今後は、子どもに身近な生活の場（たとえば教育・保育

施設、福祉施設等）に出向いて話を聴くことも必要だと考えています。 

さらに、話し言葉を使う以前からさまざまな手段でおとなに働きかけている乳幼児の声を聴くこと

も重要で、そこに日常的・継続的に子どもたちに関わる教育・保育施設、福祉施設等の支援者の強

みがあります。「子どもの声を聴く」ことについて「世田谷区保育の質ガイドライン」では、「単に言葉

を聞くということだけではなく、大人が子どもに対し、心を寄せて、子どもが表現している言葉やしぐ

さ、表情、瞳などから子ども自身の思いや願いを受けとめる」こととしています。こうした日常的・継

続的な積み重ねが、言葉だけでは表現できない子どもたちの思いや願いに少しでも近づくことにな

ると考えています。 

 

子どもは「今を生きる権利の主体」 

「せたホッと」には、緊迫した子どもからの相談も少なくありません。「あなたの将来のために…」

と、十分に休む時間もないままに塾通いや勉強に追い込まれ、子どもの体と心が悲鳴をあげていま

す。また、「この先、この子が困らないように…」と、おとなが望まない子どもの態度・行動に対して、

その背景にある子どもの思いを十分に聴かず、必要以上に注意を与えたり、その態度・行動をやめ

させようとします。そのようなおとなの態度によって、子どもは自分自身が大切にされているという感

覚を持てずにいます。 

「子どもは、生まれながらにして今を生きる権利の主体」であると「世田谷区子どもの権利条例」

にも示されています（前文 区や大人の決意表明）。目の前の子どもが、今、何を感じていているの

か子どもに心を寄せて、対話を重ねていくことが求められています。 
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世田谷区
せ た が や く

子
こ

どもの権利
け ん り

条
じょう

例
れい

 

 

 

平成
へいせい

13年
ねん

12月
がつ

10日
か

条例
じょうれい

第
だい

64号
ご う

 

改正
か い せい

 

平成
へいせい

24年
ねん

12月
がつ

10日
か

条例
じょうれい

第
だい

82号
ご う

 

平成
へいせい

26年
ねん

３月
がつ

７日
か

条
じょう

例
れい

第
だい

14号
ご う

 

令和
れ い わ

２年
ねん

３月
がつ

４日
か

条
じょう

例
れい

第
だい

11号
ご う

 

令和
れ い わ

７年
ねん

３月
がつ

５日
か

条例第
じょうれいだい

68号
ご う

 

目次
も く じ

 

前文
ぜんぶん

 

第
だい

１章
しょう

 総則
そ う そ く

（第
だい

１条
じょう

－第
だい

３条
じょう

） 

第
だい

２章
しょう

 子
こ

どもの権利
け ん り

（第
だい

４条
じょう

－第
だい

９条
じょう

） 

第
だい

３章
しょう

 子
こ

ども・子
こ

育
そだ

てを支
ささ

え合
あ

う地域
ち い き

づくり（第
だい

10

条
じょう

－第
だい

4条
じょう

） 

第
だい

４章
しょう

 基本
き ほ ん

となる政策
せいさく

（第
だい

15条
じょう

ー第
だい

24条
じょう

） 

第
だい

５章
しょう

 子
こ

どもの権利
け ん り

擁護
よ う ご

（第
だい

25条
じょう

ー第
だい

35条
じょう

） 

第
だい

６章
しょう

 推進
すいし ん

計画
け いかく

・推進
すいしん

体制
たいせい

・評価
ひょうか

検証
けんしょう

など（第
だい

36条
じょう

－第
だい

39条
じょう

） 

第
だい

７章
しょう

 雑則
ざ っ そ く

（第
だい

40条
じょう

） 

附則
ふ そ く

 

 

（子
こ

どもの意見
い け ん

表明
ひょうめい

） 

１．子
こ

どもの思
おも

い 

私
わたし

たちは、自分
じ ぶ ん

の意見
い け ん

や思
おも

いを受
う

けとめてもらったとき、

喜
よろこ

びを感
かん

じます。 

きれいで自然
し ぜ ん

豊
ゆた

かな世田谷
せ た が や

を守
まも

っていきたいです。 

私
わたし

たちの未
み

来
らい

にもっと希望
き ぼ う

をもちたいです。 

自分
じ ぶ ん

で様々
さまざま

な選択
せんたく

をして自分
じ ぶ ん

らしく生
い

きたいです。 

子
こ

ども同士
ど う し

が交
こ う

流
りゅう

し、つながる機会
き か い

を増
ふ

やしたいです。 

安心
あんし ん

できる場所
ば し ょ

を増
ふ

やしたいです。 

自由
じ ゆ う

に、やりたいことにチャレンジして、学
まな

びを深
ふか

め、

成長
せいちょう

していきたいです。 

大人
お と な

に意見
い け ん

や思
おも

いを届
とど

けたいです。 

こんな思
おも

いがかなう世田谷
せ た が や

にしたいです。 

２．大人
お と な

へのメッセージ 

大人
お と な

世代
せ だ い

の「あたり前
まえ

」は、子
こ

ども世代
せ だ い

の「あたり前
まえ

」と

は違
ちが

います。 

大人
お と な

たちには、自分
じ ぶ ん

が子
こ

どもだった時
とき

の気持
き も

ちを思
おも

い

出
だ

して、子
こ

どもと同
おな

じ目線
め せ ん

に立
た

って向
む

き合
あ

ってほしいで

す。 

子
こ

どもはきっとこう感
かん

じているという決
き

めつけではなく、

私
わたし

たちの言葉
こ と ば

や思
おも

いを信
しん

じてください。 

そして、言葉
こ と ば

や思
おも

いをしっかり受
う

けとめた上
うえ

で向
む

き合
あ

っ

てください。 

みんなが意見
い け ん

や思
おも

いを尊重
そんちょう

し合
あ

って、何
なに

かを恐
おそ

れずに、

自由
じ ゆ う

に発言
はつげん

や表現
ひょうげん

できる環境
かんきょう

が欲
ほ

しいです。 

個性
こ せ い

が認
みと

められ自分
じ ぶ ん

らしく生
い

きたいので、多様性
た よ う せ い

が

尊重
そんちょう

されることが必要
ひつよう

です。 

好奇心
こ う き し ん

がくすぐられる体験
たいけん

、機会
き か い

など、ワクワクを育
そだ

ちや

学
まな

びに取
と

り入
い

れてほしいです。 

すべての子
こ

どもが安心
あんしん

でき、教育
きょういく

を受
う

けられる多様
た よ う

な

環境
かんきょう

が欲
ほ

しいです。 

いろんな不安
ふ あ ん

をもっている子
こ

どもの味方
み か た

になってくれる

人
ひと

がいる場所
ば し ょ

を増
ふ

やしてください。 

「できるかできないか」だけを見
み

るのではなく、「やって

いる姿
すがた

」も見
み

てください。 

私
わたし

たちがどんな進路
し ん ろ

を選
えら

んでも、一人
ひ と り

ひとりに合
あ

わせ

た応援
おうえん

をしてください。 

 

（区
く

や大人
お と な

の決意表明
けついひょうめい

） 

子
こ

どもは、生
う

まれながらにして今
いま

を生
い

きる権利
け ん り

の主体
しゅたい

で

す。 

子
こ

ども時代
じ だ い

に、周囲
しゅうい

の人
ひと

に意見
い け ん

や思
おも

いを受
う

けとめてもら

った経験
けいけん

は、子
こ

どもの安心
あんしん

や自信
じ し ん

につながり、その後
ご

を

生
い

きる大
おお

きな力
ちから

となります。 

私
わたし

たち区
く

や大人
お と な

は、子
こ

どもの思
おも

いを大切
たいせつ

に受
う

けとめ、子
こ

どもにとって一番
いちばん

よいことは何
なに

かを真剣
しんけん

に考
かんが

え、対話
た い わ

し、

応
こた

えていくよう努力
ど り ょ く

します。 

子
こ

どもたちがこの条例
じょうれい

を通
つう

じて、自分
じ ぶ ん

に権利
け ん り

があること、

また、大人
お と な

や他
ほか

の子
こ

どもにも権利
け ん り

があることを知
し

ること

は、社会
しゃかい

における責任
せきにん

ある生活
せいかつ

を送
おく

る上
うえ

で、大切
たいせつ

なお互
たが

いの権利
け ん り

の尊重
そんちょう

や、信頼
しんらい

関係
かんけい

の構築
こ うち く

につながります。 
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私
わたし

たち区
く

や大人
お と な

は、今
いま

と未来
み ら い

をつくるパートナーである

子
こ

どもの声
こえ

を聴
き

き、対話
た い わ

しながら、地域
ち い き

が子
こ

どもを支
ささ

え、

子
こ

どもが地域
ち い き

を豊
ゆた

かにし、誰
だれ

もがつながり支
ささ

え合
あ

う地域
ち い き

づくりに努
つと

めます。 

この条例
じょうれい

は、日本
に ほ ん

国
こく

憲法
けんぽう

、子
こ

どもの権利
け ん り

条約
じょうやく

（平成
へいせい

元年
がんねん

（1989年
ねん

）11月
がつ

20
は つ

日
か

に国際連合総会
こくさいれんごうそうかい

で採択
さいたく

さ

れた「児童
じ ど う

の権利
け ん り

に関
かん

する条約
じょうやく

」をいいます。）と、こど

も基本法
き ほ ん ほ う

の理念
り ね ん

に基
もと

づき制定
せいてい

します。 

私
わたし

たち区
く

や大人
お と な

は、子
こ

どもが権利
け ん り

の主体
しゅたい

として、一人
ひ と り

ひ

とりの子
こ

どもが豊
ゆた

かに育
そだ

つことが保障
ほ しょ う

され、自分
じ ぶ ん

らしく

幸
しあわ

せな今
いま

を生
い

き、明日
あ し た

からもよい日
ひ

と思
おも

える社会
しゃかい

を

実現
じつげん

していきます。 

 

第
だい

１章
しょう

 総則
そ う そ く

 

（条例制定
じょうれいせいてい

の趣旨
し ゅ し

） 

第
だい

１条
じょう

 この条例
じょうれい

は、子
こ

どもの権利
け ん り

が当
あ

たり前
まえ

に保障
ほ しょ う

さ

れる文化
ぶ ん か

をつくり、一人
ひ と り

ひとりの子
こ

どもが、今
いま

を自分
じ ぶ ん

ら

しく幸
しあわ

せに生
い

きて、明日
あ す

に希望
き ぼ う

を抱
いだ

きながら、豊
ゆた

かに

育
そだ

つことができる社会
しゃかい

をつくるための基本的
き ほ ん て き

な事柄
ことがら

を定
さだ

めるものです。 

（言葉
こ と ば

の意味
い み

） 

第
だい

２条
じょう

 この条例
じょうれい

において「子
こ

ども」とは、次
つぎ

の人
ひと

のこと

をいいます。 

（１）まだ 18歳
さい

になっていないすべての人
ひと

 

（２）この条例
じょうれい

の趣旨
し ゅ し

を踏
ふ

まえ、まだ 18歳
さい

になっていな

いすべての人
ひと

と同等
ど うと う

の権利
け ん り

を認
みと

めることが適当
てきとう

であ

ると認
みと

められる人
ひと

 

２ この条例
じょうれい

において「大人
お と な

」とは、過去
か こ

に子
こ

どもであっ

たすべての人
ひと

のことをいいます。 

３ この条例
じょうれい

において「保護者
ほ ご し ゃ

」とは、子
こ

どもの親
おや

や

祖父母
そ ふ ぼ

、里親
さとおや

その他
た

子
こ

どもの親
おや

に代
か

わり養育
ようい く

する人
ひと

のことをいいます。 

４ この条例
じょうれい

において「学校
が っ こ う

、子
こ

どもに関
かか

わる施設
し せ つ

・子
こ

ど

もに関
かか

わる団体
だんたい

・子
こ

どもに関
かか

わる事業者
じぎ ょ うしゃ

」とは、区内
く な い

において、子
こ

どもが育
そだ

ち、学
まな

び、活動
かつどう

したり、過
す

ごした

りすることができる場所
ば し ょ

やこれらを支援
し え ん

する組織
そ し き

団体
だんたい

・法人
ほうじん

のことをいいます。 

５ この条例
じょうれい

において「区民
く み ん

・団体
だんたい

・事業者
じぎ ょ うしゃ

」とは、子
こ

ども

が地域
ち い き

の中
なか

で関
かか

わる多様
た よ う

な大人
お と な

や子
こ

ども、地域
ち い き

で

活動
かつどう

する組織
そ し き

団体
だんたい

・法人
ほうじん

のことをいいます。 

６ この条例
じょうれい

において「区
く

」とは、区長
く ち ょ う

部局
ぶきょく

のほか、教育
きょういく

委員会
いい んかい

などの行政
ぎょうせい

委員会
い い ん か い

も含
ふく

めたすべての

執行機関
しっこうきかん

のことをいいます。 

（条例
じょうれい

の目標
もくひょう

） 

第
だい

３条
じょう

 この条例
じょうれい

の目標
もくひょう

は、次
つぎ

のとおりとします。 

(１)子
こ

どもが考
かんが

える「一人
ひ と り

ひとりが笑顔
え が お

で自分
じ ぶ ん

らしくチ

ャレンジできるまち」をつくります。 

(２)子
こ

どもは、生
う

まれながらにして今
いま

を生
い

きる権利
け ん り

の

主体
しゅたい

であり、自
じ

分
ぶん

らしく、幸
しあわ

せに生
い

きる権利
け ん り

をもってい

ます。私
わたし

たち区
く

や大人
お と な

は、子
こ

どもの思
おも

いや意見
い け ん

を受
う

け

とめ、子
こ

どもとともに、子
こ

どもにとって最
もっと

もよいことを

考
かんが

え、実現
じつげん

していきます。 

(３)子
こ

どもが身
み

を置
お

くあらゆる
�

場
ば

において、子
こ

どもに関
かか

わるあらゆる人
ひと

によって、子
こ

どもの権利
け ん り

が当
あ

たり前
まえ

に

保障
ほ しょ う

され、子
こ

ども自身
じ し ん

が子
こ

どもの権利
け ん り

を実感
じっかん

できる

文化
ぶ ん か

と社会
しゃかい

をつくり出
だ

し、発展
はってん

させ、継承
けいしょう

していきま

す。 

第
だい

２章
しょう

 子
こ

どもの権利
け ん り

 

（基本
き ほ ん

となる権利
け ん り

） 

第
だい

４ 条
じょう

 平成元年
へいせいがんねん

（ 1989 年
ねん

） 11 月 20日
が つ は つ か

に

国際連合総会
こくさいれんごうそうかい

で採択
さいたく

された「児童の権利
じ ど う け ん り

に関
かん

する

条約
じょうやく

」（以下
い か

「子
こ

どもの権利条約
けんりじょうやく

」といいます。）に定
さだ

める４つの一般原則
いっぱんげんそく

をもとに、次
つぎ

に掲
かか

げる権利
け ん り

を定
さだ

め

ます。これらの基
き

盤
ばん

となる権利
け ん り

は、年齢
ねんれい

、発達
はったつ

、性別
せいべつ

、Ｌ

ＧＢＴＱなどの性的指向
せいてきしこう

とジェンダーアイデンティティ、

国籍
こくせき

、障害
しょうがい

の有無
う む

など（以下
い か

「年齢
ねんれい

など」といいま

す。）にかかわらず、すべての子
こ

どもに保障
ほ しょ う

されなけ

ればなりません。また、これらの権利
け ん り

を実現
じつげん

するため

の政策
せいさく

の実施
じ っ し

に当
あ

たっては、年齢
ねんれい

などに十分
じゅうぶん

に配慮
は い り ょ

しなければなりません。 

（１）いかなる理由
り ゆ う

でも差別
さ べ つ

されない権利
け ん り

 

（２）子
こ

どもに関係
かんけい

のあることが決
き

められ、行
おこな

われるとき

は、子
こ

どもにとって最
もっと

もよいことが何
なに

かを考
かんが

えられる

権利
け ん り

 

（３）生
い

きる権利
け ん り

と成長
せいちょう

・発達
はったつ

する権利
け ん り

 

（４）自分
じ ぶ ん

に関係
かんけい

のあることについて、自由
じ ゆ う

に自分
じ ぶ ん

の
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意見
い け ん

や思
おも

いを表明
ひょうめい

する権利
け ん り

 

（自分
じ ぶ ん

らしくいられる権利
け ん り

） 

第
だい

５条
じょう

 子
こ

どもは、自分
じ ぶ ん

らしくいられます。そのためには、

主
おも

に次
つぎ

に掲
かか

げる権利
け ん り

が保障
ほ しょ う

されなければなりませ

ん。 

（１）自分
じ ぶ ん

らしくいられ、個性
こ せ い

が尊重
そんちょう

される権利
け ん り

 

（２）公正
こうせい

に評
ひょう

価
か

される権利
け ん り

 

（豊
ゆた

かに過
す

ごす権利
け ん り

） 

第
だい

６条
じょう

 子
こ

どもは、様々
さまざま

な経験
けいけん

を通
とお

して、自分
じ ぶ ん

を豊
ゆた

かに

成長
せいちょう

・発達
はったつ

させることができます。そのためには、主
おも

に

次
つぎ

に掲
かか

げる権利
け ん り

が保障
ほ しょ う

されなければなりません。 

（１）今
いま

も将来
しょうらい

も豊
ゆた

かに生
い

きることができる権利
け ん り

 

（２）自分
じ ぶ ん

のやりたいことを追求
ついきゅう

できる権利
け ん り

 

（３）思
お も

い切
き

り遊
あそ

び、自分
じ ぶ ん

にとって楽
たの

しいことをする権利
け ん り

 

（４）自分
じ ぶ ん

が知
し

りたい情報
じょうほう

を得
え

られる権利
け ん り

 

（５）心
こころ

や身体
か ら だ

が疲
つか

れた時
とき

に休息
きゅうそく

することができる権利
け ん り

 

（社会
しゃかい

から守
まも

られ、支援
し え ん

を受
う

ける権利
け ん り

） 

第
だい

７条
じょう

 子
こ

どもは、安心
あんしん

して過
す

ごすため、社会
しゃかい

から守
まも

られ、

支援
し え ん

を受
う

けることができます。そのためには、主
おも

に次
つぎ

に掲
かか

げる権利
け ん り

が保障
ほ しょ う

されなければなりません。 

（１）安全
あんぜん

で安心
あんしん

して生
い

きることができる権利
け ん り

 

（２）健康
けんこう

に暮
く

らせる権利
け ん り

 

（３）生活
せいかつ

環境
かんきょう

と自然
し ぜ ん

環境
かんきょう

が守
まも

られる権利
け ん り

 

（自分
じ ぶ ん

で自分
じ ぶ ん

のことを決
き

める権利
け ん り

） 

第
だい

８条
じょう

 子
こ

どもは、自分
じ ぶ ん

に関
かん

することを自分
じ ぶ ん

で決
き

めること

ができます。そのためには、主
おも

に次
つぎ

に掲
かか

げる権利
け ん り

が

保障
ほ しょ う

されなければなりません。 

（１）自分
じ ぶ ん

で選択
せんたく

して自由
じ ゆ う

に自己
じ こ

決定
けってい

できる権利
け ん り

 

（２）自分
じ ぶ ん

らしく学
まな

び、成長
せいちょう

・発達
はったつ

できる権利
け ん り

 

（３）様々
さまざま

なことに挑戦
ちょうせん

して失敗
しっぱい

できる権利
け ん り

 

（意見
い け ん

を表明
ひょうめい

し、参加
さ ん か

・参画
さんかく

する権利
け ん り

） 

第
だい

９条
じょう

 子
こ

どもは、自分
じ ぶ ん

の意見
い け ん

や思
おも

いを表明
ひょうめい

し、自分
じ ぶ ん

に

関
かか

わることに参加
さ ん か

・参画
さんかく

することができます。そのため

には、主
おも

に次
つぎ

に掲
かか

げる権利
け ん り

が保障
ほ しょ う

されなければなり

ません。 

（１）意見
い け ん

や思
おも

いを様々
さまざま

な方法
ほうほう

で表
あらわ

すことができる権利
け ん り

 

（２）対話
た い わ

をして協働
きょうどう

する権利
け ん り

 

（３）地域
ち い き

に参画
さんかく

する権利
け ん り

 

第
だい

３章
しょう

 子
こ

ども・子
こ

育
そだ

てを支
ささ

え合
あ

う地域
ち い き

づくり 

（保護者
ほ ご し ゃ

の役割
やくわり

など） 

第
だい

10条
じょう

 保護者
ほ ご し ゃ

は、子
こ

どもの権利
け ん り

を守
まも

るため、子
こ

どもに

とって最
もっと

もよいことを第一
だいいち

に考
かんが

え、子
こ

どもの意見
い け ん

を聴
き

き、その実現
じつげん

に向
む

けて子
こ

どもに寄
よ

り添
そ

い、成長
せいちょう

・発達
はったつ

を支
ささ

え、子
こ

どもの身近
み ぢ か

な安全
あんぜん

基地
き ち

となる大切
たいせつ

な役割
やくわり

を担
にな

います。 

２ 保護者
ほ ご し ゃ

は、子
こ

どものためを思
おも

い、良
よ

かれと思
おも

ってする

ことが、子
こ

どもの意思
い し

に反
はん

していたり、成長
せいちょう

・発達
はったつ

の

機会
き か い

を奪
うば

うことになっていたりしないかを、子
こ

どもの

意見
い け ん

や思
おも

いを聴
き

きながら、子
こ

どもとともに考
かんが

えます。 

３ 保護者
ほ ご し ゃ

自身
じ し ん

も安心
あんしん

して、自分
じ ぶ ん

らしく、幸福
こ うふく

であること

が大切
たいせつ

です。保護者
ほ ご し ゃ

は地域
ち い き

で子
こ

育
そだ

てを支
ささ

えられ、

必要
ひつよう

な支援
し え ん

を受
う

ける権利
け ん り

が保障
ほ しょ う

されます。 

（学校
が っ こ う

、子
こ

どもに関
かか

わる施設
し せ つ

・子
こ

どもに関
かか

わる団体
だんたい

・子
こ

ど

もに関
かか

わる事
じ

業者
ぎょうしゃ

の責務
せ き む

） 

第
だい

11条
じょう

 学校
が っ こ う

、子
こ

どもに関
かか

わる施設
し せ つ

・子
こ

どもに関
かか

わる

団体
だんたい

・子
こ

どもに関
かか

わる事
じ

業者
ぎょうしゃ

は、子
こ

どもが人間
にんげん

性
せい

を

豊
ゆた

かにし、将来
しょうらい

への可能
か の う

性
せい

を開
ひら

いていけるよう、子
こ

ど

もの主体
しゅたい

性
せい

を尊重
そんちょう

し、子
こ

どもの権利
け ん り

を保障
ほ しょ う

する責務
せ き む

があります。 

２ 学校
が っ こ う

、子
こ

どもに関
かか

わる施設
し せ つ

・子
こ

どもに関
かか

わる団体
だんたい

・子
こ

どもに関
かか

わる事
じ

業者
ぎょうしゃ

は、子
こ

どもの権利
け ん り

を保障
ほ しょ う

するた

め、区
く

や区
く

民
みん

・団体
だんたい

・事
じ

業者
ぎょうしゃ

と連携
れんけい

・協力
きょうりょく

する責務
せ き む

が

あります。 

３ 子
こ

どもに関
かか

わる事
じ

業者
ぎょうしゃ

は、その雇用
こ よ う

する労働者
ろ うど うしゃ

が子
こ

育
そ だ

てをしやすい環境
かんきょう

を整備
せ い び

するとともに、地域
ち い き

の子
こ

ど

もが自分
じ ぶ ん

らしく、豊
ゆた

かに育
そだ

つことができるよう配慮
はいりょ

しな

がら事業
じぎ ょ う

活動
かつどう

を行
おこな

う責務
せ き む

があります。 

（区
く

民
みん

・団体
だんたい

・事
じ

業者
ぎょうしゃ

の役割
やくわり

） 

第
だい

12条
じょう

 区
く

民
みん

・団体
だんたい

・事
じ

業者
ぎょうしゃ

は、地域
ち い き

の中
なか

で、子
こ

どもと

子
こ

育
そだ

てをしている家庭
か て い

を見守
み ま も

り、ともに住
す

みやすい

地域
ち い き

をつくっていくという意識
い し き

をもち、子
こ

どもの権利
け ん り

が

保障
ほ しょ う

された地域
ち い き

づくりを担
にな

います。 

２ 事
じ

業者
ぎょうしゃ

は、その雇用
こ よ う

する労働者
ろ うど うしゃ

が子
こ

育
そだ

てをしやすい

環境
かんきょう

の整
せい

備
び

に努
つと

めるとともに、その事業
じぎ ょ う

活動
かつどう

が子
こ

ど

もの権利
け ん り

の保障
ほ しょ う

につながるよう、配慮
はいりょ

に努
つと

めなけれ

ばなりません。 
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（区
く

の責務
せ き む

） 

第
だい

13条
じょう

 区
く

は、子
こ

どもの権利
け ん り

を保障
ほ しょ う

するための政策
せいさく

を

総合的
そうごうてき

に実施
じ っ し

する責務
せ き む

があります。 

２ 区
く

は、子
こ

どもについての政策
せいさく

を実施
じ っ し

するときは、

保護者
ほ ご し ゃ

、学校
が っ こ う

、子
こ

どもに関
かか

わる施設
し せ つ

・子
こ

どもに関
かか

わる

団体
だんたい

・子
こ

どもに関
かか

わる事業者
じぎ ょ うしゃ

、区
く

民
みん

・団体
だんたい

・事
じ

業者
ぎょうしゃ

と

連携
れんけい

・協働
きょうどう

し、子
こ

どもへの支援
し え ん

を展
てん

開
かい

します。 

（地域
ち い き

の中
なか

で支
ささ

える子
こ

どもにやさしいまちづくり） 

第
だい

14条
じょう

 区
く

や子
こ

どもを含
ふく

むすべての区
く

民
みん

は、地域
ち い き

の中
なか

で支
ささ

える子
こ

どもにやさしいまちの実現
じつげん

に向
む

けて、誰
だれ

も

がつながり、助
たす

け合
あ

いながら、自発的
じ は つ て き

な活動
かつどう

が継続
けいぞく

できるよう必要
ひつよう

な取組
と り くみ

を行
おこな

います。 

第
だい

４章
しょう

 基本
き ほ ん

となる政策
せいさく

 

（子
こ

どもが参加
さ ん か

・参画
さんかく

できる機会
き か い

の確保
か く ほ

と意見
い け ん

や思
おも

い

の尊重
そんちょう

） 

第
だい

15条
じょう

 区
く

は、様々
さまざま

な場
ば

面
めん

や機会
き か い

で、子
こ

どもの多様
た よ う

な

意見
い け ん

や思
おも

いを受
う

けとめ、対話
た い わ

しながら、子
こ

どもとともに

子
こ

どもの権利
け ん り

を実現
じつげん

します。 

２ 区
く

は、子
こ

どもが主体
しゅたい

となって、安心
あんしん

して意見
い け ん

表明
ひょうめい

をす

ることができる会議
か い ぎ

を実施
じ っ し

するとともに、会議
か い ぎ

以外
い が い

の

意見
い け ん

表明
ひょうめい

の場
ば

も確保
か く ほ

し、子
こ

どもが地域
ち い き

社会
しゃかい

の主体
しゅたい

と

なって参加
さ ん か

・参画
さんかく

することができる仕組
し く

みづくりに努
つ と

めていきます。 

３ 区
く

は、様々
さまざま

な工夫
く ふ う

のもとで、意見
い け ん

表明
ひょうめい

が苦手
に が て

な子
こ

ど

もや意見
い け ん

表明
ひょうめい

の場
ば

があってもなかなか意見
い け ん

表明
ひょうめい

が

できない子
こ

どもの声
こえ

を聴
き

き、乳幼児
にゅうようじ

など意見
い け ん

表明
ひょうめい

の

手段
しゅだん

が限定
げんてい

される子
こ

どもの思
おも

いを受
う

けとめ、子
こ

どもの

意見
い け ん

を尊重
そんちょう

するよう努
つと

めていきます。 

４ 区
く

は、子
こ

どもの意見
い け ん

や思
おも

いを大切
たいせつ

に受
う

けとめて、その

意見
い け ん

や思
おも

いの実現
じつげん

などについて検討
けんとう

した結果
け っ か

と、そ

の理由
り ゆ う

について子
こ

どもに伝
つた

えていくよう努
つと

めていきま

す。 

（子
こ

どもの居場所
い ば し ょ

づくり） 

第
だい

16条
じょう

 区
く

は、子
こ

どもが必要
ひつよう

と考
かんが

える、多様
た よ う

な居
い

場所
ば し ょ

づくりと居
い

場所
ば し ょ

の質
しつ

の確保
か く ほ

に努
つと

めていきます。 

２ 区
く

は、子
こ

どもが居心地
い ご こ ち

よく安心
あんしん

して過
す

ごすことができ

ることに加
くわ

え、子
こ

どもとの対話
た い わ

を重
かさ

ねながら、次
つぎ

の

複数
ふくすう

の要素
よ う そ

を取
と

り入
い

れた子
こ

どもの居
い

場所
ば し ょ

を実現
じつげん

する

よう努
つと

めていきます。 

（１）子
こ

どもの権利
け ん り

の視点
し て ん

から、自由
じ ゆ う

があり自分
じ ぶ ん

らしくい

られること。 

（２）場
ば

の一員
いちいん

である実感
じっかん

がもて、意思
い し

を伝
つた

えようと思
おも

え、

伝
つた

えた意見
い け ん

が受
う

けとめられたと感
かん

じられること。 

（３）自分
じ ぶ ん

のことを自分
じ ぶ ん

で決
き

められること。 

３ 学校
が っ こ う

、子
こ

どもに関
かか

わる施設
し せ つ

・子
こ

どもに関
かか

わる団体
だんたい

・子
こ

どもに関
かか

わる事
じ

業者
ぎょうしゃ

は、連携
れんけい

を強化
きょうか

することで、子
こ

ど

もが多様
た よ う

なコミュニティの中
なか

でのびやかに育
そだ

つことが

でき、安心
あんしん

して過
す

ごすことができる居心地
い ご こ ち

のよい環境
かんきょう

の整備
せ い び

に努
つと

めていきます。 

（虐待
ぎゃくたい

の予防
よ ぼ う

など） 

第
だい

17条
じょう

 誰
だれ

であっても、子
こ

どもを虐待
ぎゃくたい

してはなりません。 

２ 区
く

は、虐待
ぎゃくたい

を予防
よ ぼ う

するため、学校
が っ こ う

、子
こ

どもに関
かか

わる

施設
し せ つ

・子
こ

どもに関
かか

わる団体
だんたい

・子
こ

どもに関
かか

わる事
じ

業者
ぎょうしゃ

な

どと連絡
れんらく

をとり、協力
きょうりょく

しながら、子
こ

育
そだ

てをしている家庭
か て い

に対
たい

し、必要
ひつよう

なことを行
おこな

うよう努
つと

めていきます。 

３ 区
く

は、虐待
ぎゃくたい

を早期
そ う き

に発見
はっけん

し、子
こ

どもの命
いのち

と安全
あんぜん

を守
まも

るため、児童
じ ど う

相談所
そうだんじょ

と子
こ

ども家庭
か て い

支援
し え ん

センターとの

強力
きょうりょく

な連携
れんけい

のもと、子
こ

どもや子
こ

育
そだ

てをしている家庭
か て い

に

対
たい

する適切
てきせつ

な支援
し え ん

と的確
てきかく

な子
こ

どもの保護
ほ ご

に努
つと

めてい

きます。また、すべての区
く

民
みん

に必要
ひつよう

な理解
り か い

が広
ひろ

まるよ

う努
つと

めていくとともに、学校
が っ こ う

、子
こ

どもに関
かか

わる施設
し せ つ

・子
こ

どもに関
かか

わる団体
だんたい

・子
こ

どもに関
かか

わる事
じ

業者
ぎょうしゃ

などと

連絡
れんらく

をとり、協力
きょうりょく

しながら、虐待
ぎゃくたい

の予防
よ ぼ う

に努
つと

めていき

ます。 

（いじめや差別
さ べ つ

の予防
よ ぼ う

など） 

第
だい

18条
じょう

 誰
だれ

であっても、いじめられたり、差別
さ べ つ

されたりす

ることなく安心
あんしん

して過
す

ごすことができる権利
け ん り

がありま

す。 

２ 区
く

は、いじめや差別
さ べ つ

を予防
よ ぼ う

するため、すべての区
く

民
みん

に

必要
ひつよう

な理解
り か い

が広
ひろ

まるための普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

を推進
すいしん

し、未然
み ぜ ん

防止
ぼ う し

や早期
そ う き

発見
はっけん

に努
つと

めていくとともに、いじめや差別
さ べ つ

があったときに、速
すみ

やかに解決
かいけつ

するため、保護者
ほ ご し ゃ

や

学校
が っ こ う

、子
こ

どもに関
かか

わる施設
し せ つ

・子
こ

どもに関
かか

わる団体
だんたい

・子
こ

どもに関
かか

わる事
じ

業者
ぎょうしゃ

などと連絡
れんらく

をとり、協力
きょうりょく

するなど

必要
ひつよう

な仕組
し く

みを作
つく

るよう努
つと

めていきます。 
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（貧困
ひんこん

などの対
たい

策
さく

） 

第
だい

19条
じょう

 誰
だれ

であっても、貧困
ひんこん

などに関
かん

連
れん

する生
う

まれや育
そだ

った環境
かんきょう

などにかかわらず、安心
あんしん

して育
そだ

つことができ

る権利
け ん り

があります。 

２ 区
く

は、貧困
ひんこん

などの防止
ぼ う し

と解消
かいしょう

に向
む

けて、子
こ

どもの現在
げんざい

と将来
しょうらい

がその生
う

まれや育
そだ

った環境
かんきょう

に左右
さ ゆ う

されること

がないよう、すべての子
こ

どもが自分
じ ぶ ん

らしく豊
ゆた

かに育
そだ

つ

ことができる環境
かんきょう

の整
せい

備
び

に努
つと

めていきます。 

（健康
けんこう

と環境
かんきょう

づくり） 

第
だい

20条
じょう

 区
く

は、子
こ

どもの健康
けんこう

を保
ほ

持
じ

し、増進
ぞうしん

していくとと

もに、子
こ

どもが自分
じ ぶ ん

らしく豊
ゆた

かに育
そだ

つための安全
あんぜん

で

良好
りょうこう

な環境
かんきょう

を整備
せ い び

するよう努
つと

めていきます。 

（子
こ

どもの権利
け ん り

学習
がくしゅう

の支援
し え ん

） 

第
だい

21条
じょう

 区
く

は、子
こ

どもが子
こ

どもの権利
け ん り

について学習
がくしゅう

す

るための支援
し え ん

に努
つと

めていきます。 

２ 区
く

は、子
こ

どもに関
かか

わる大人
お と な

が子
こ

どもの権利
け ん り

について

理解
り か い

し、子
こ

どもに教
おし

えることができるようになるための

支援
し え ん

に努
つと

めていきます。 

（子
こ

育
そだ

て支援
し え ん

ネットワークの形成
けいせい

） 

第
だい

22条
じょう

 区
く

は、子
こ

どもの育
そだ

ちや子
こ

育
そだ

てを、子
こ

どもや

保護者
ほ ご し ゃ

個人
こ じ ん

の責任
せきにん

とはせず、地域
ち い き

社会
しゃかい

全体
ぜんたい

でともに

支
ささ

え合
あ

い、子
こ

ども一人
ひ と り

ひとりの権利
け ん り

が保障
ほ しょ う

される

地域
ち い き

づくりを推進
すいしん

していきます。 

２ 区
く

は、多様
た よ う

な主体
しゅたい

による子
こ

育
そだ

て支援
し え ん

ネットワークの

形成
けいせい

における、中
ちゅう

心的
しんてき

な役割
やくわり

を担
にな

います。 

（人
ひと

材
ざい

育
いく

成
せい

） 

第
だい

23条
じょう

 区
く

は、子
こ

どもの意見
い け ん

形成
けいせい

や意見
い け ん

表明
ひょうめい

を支援
し え ん

す

るため、必要
ひつよう

な人材
じんざい

育成
いくせい

に努
つと

めていきます。 

２ 区
く

は、子
こ

どもの意見
い け ん

形成
けいせい

や意見
い け ん

表明
ひょうめい

を支援
し え ん

する人材
じんざい

を継続的
けいぞくてき

に育成
いくせい

するとともに、支援
し え ん

を受
う

けた子
こ

どもが

次
つぎ

の担
にな

い手
て

となる循環
じゅんかん

が生
う

まれる環境
かんきょう

の整
せい

備
び

に努
つと

めていきます。 

（普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

） 

第
だい

24条
じょう

 区
く

は、この条例
じょうれい

の存在
そんざい

と理念
り ね ん

について、すべて

の区
く

民
みん

に理解
り か い

してもらうよう努
つと

めていきます。 

２ 区
く

は、様々
さまざま

な工夫
く ふ う

をしながら、乳幼児
にゅうようじ

を含
ふく

めた子
こ

ども

に対
たい

してだけでなく、大人
お と な

に対
たい

しても、この条
じょう

例
れい

の

普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

を実施
じ っ し

していきます。 

３ 区
く

や大人
お と な

は、子
こ

どもが自分
じ ぶ ん

らしく生
い

きていくことがで

きる社会
しゃかい

において、自
みずか

ら考
かんが

え責任
せきにん

ある生活
せいかつ

を送
おく

るた

めに、自分
じ ぶ ん

自身
じ し ん

に子
こ

どもの権利
け ん り

があることや、お互
たが

い

を認
みと

め合
あ

い尊重
そんちょう

することの大切
たいせつ

さを伝
つた

えていきます。 

４ 区
く

民
みん

が子
こ

どもの権利
け ん り

について理解
り か い

と関
かん

心
しん

を深
ふか

めるこ

とができるよう、子
こ

どもの権利
け ん り

条
じょう

約
やく

が国際
こくさい

連合
れんごう

で

採択
さいたく

された 11月
がつ

20
は つ

日
か

を、「世田谷
せ た が や

区
く

子
こ

どもの権利
け ん り

の日
ひ

」として定
さだ

めます。 

第
だい

５章
しょう

 子
こ

どもの権利
け ん り

擁護
よ う ご

 

（世田谷
せ た が や

区
く

子
こ

どもの権利
け ん り

擁護
よ う ご

委員
い い ん

の設置
せ っ ち

） 

第
だい

25条
じょう

 区
く

は、子
こ

どもの権利
け ん り

を擁護
よ う ご

し、子
こ

どもの権利
け ん り

の

侵害
しんがい

を速
すみ

やかに取
と

り除
のぞ

くことを目的
も く てき

として、区
く

長
ちょう

と教
きょう

育
いく

委員会
い い ん か い

の附属
ふ ぞ く

機関
き か ん

として世田谷
せ た が や

区
く

子
こ

どもの権利
け ん り

擁護
よ う ご

委員
い い ん

（以下
い か

「擁護
よ う ご

委員
い い ん

」といいます。）を設置
せ っ ち

しま

す。 

２ 擁護
よ う ご

委員
い い ん

は、５人
にん

以内
い な い

とします。 

３ 擁護
よ う ご

委員
い い ん

は、人格
じんかく

が優
すぐ

れ、子
こ

どもの権利
け ん り

について

見識
けんしき

のある人
ひと

のうちから区
く

長
ちょう

と教育
きょういく

委員会
い い ん か い

が委嘱
い しょ く

します。 

４ 擁護
よ う ご

委員
い い ん

の任期
に ん き

は３年
ねん

とします。ただし、再任
さいにん

すること

ができるものとします。 

５ 区
く

長
ちょう

と教育
きょういく

委員会
い い ん か い

は、擁護
よ う ご

委員
い い ん

が心身
しんしん

の故障
こ しょ う

によ

りその仕事
し ご と

ができないと判断
はんだん

したときや、擁護
よ う ご

委員
い い ん

と

してふさわしくない行
おこな

いがあると判断
はんだん

したときは、そ

の職
しょく

を解
と

くことができます。 

（擁護
よ う ご

委員
い い ん

の仕事
し ご と

） 

第
だい

26条
じょう

 擁護
よ う ご

委員
い い ん

は、次
つぎ

の仕事
し ご と

を行
おこな

います。 

(１)子
こ

どもの権利
け ん り

の侵害
しんがい

についての相談
そ う だ ん

に応
おう

じ、必要
ひつよう

な

助言
じょげん

や支援
し え ん

をすること。 

(２)子
こ

どもの権利
け ん り

の侵害
しんがい

についての調査
ち ょ うさ

をすること。 

(３)子
こ

どもの権利
け ん り

の侵害
しんがい

を取
と

り除
のぞ

くための調整
ちょうせい

や要請
よ う せい

をすること。 

(４)子
こ

どもの権利
け ん り

の侵害
しんがい

を防
ふせ

ぐための意見
い け ん

を述
の

べるこ

と。 

(５)子
こ

どもの権利
け ん り

の侵害
しんがい

を取
と

り除
のぞ

くための要請
よ う せい

、子
こ

ども

の権利
け ん り

の侵害
しんがい

を防
ふせ

ぐための意見
い け ん

などの内容
ないよう

を公表
こうひょう

すること。 

(６)子
こ

どもの権利
け ん り

の侵害
しんがい

を防
ふせ

ぐための見守
み ま も

りなどの

75 



67 

 

支援
し え ん

をすること。 

(７)活動
かつどう

の報告
ほ うこく

をし、その内容
ないよう

を公表
こうひょう

すること。 

(８)子
こ

どもの権利
け ん り

の擁護
よ う ご

についての必要
ひつよう

な理解
り か い

を広
ひろ

め

ること。 

（擁護
よ う ご

委員
い い ん

の務
つと

めなど） 

第
だい

27条
じょう

 擁護
よ う ご

委員
い い ん

は、子
こ

どもの権利
け ん り

を擁護
よ う ご

し、子
こ

どもの

権利
け ん り

の侵害
しんがい

を取
と

り除
のぞ

くため、区
く

長
ちょう

、教育
きょういく

委員会
い い ん か い

、

保護者
ほ ご し ゃ

、区
く

民
みん

、事業
じぎ ょ う

者
しゃ

など（以下
い か

「関係
かんけい

機関
き か ん

など」と

いいます。）と連絡
れんらく

をとり、協力
きょうりょく

しながら、公正
こうせい

かつ

中立
ちゅうりつ

に仕事
し ご と

をしなければなりません。 

２ 擁護
よ う ご

委員
い い ん

は、その地位
ち い

を政党
せいとう

や政治的
せ い じ て き

目的
も く てき

のために

利用
り よ う

してはなりません。 

３ 擁護
よ う ご

委員
い い ん

は、仕事
し ご と

をする上
うえ

で知
し

った他人
た に ん

の秘密
ひ み つ

を漏
も

らしてはなりません。擁護
よ う ご

委員
い い ん

を辞
や

めた後
あと

も同様
どうよう

とし

ます。 

（擁護
よ う ご

委員
い い ん

への協力
きょうりょく

など） 

第
だい

28条
じょう

 区
く

は、擁護
よ う ご

委員
い い ん

の設置
せ っ ち

の目的
も く てき

を踏
ふ

まえ、その

仕事
し ご と

に協力
きょうりょく

しなければなりません。 

２ 保護者
ほ ご し ゃ

、区
く

民
みん

、事業
じぎ ょ う

者
しゃ

などは、擁護
よ う ご

委員
い い ん

の仕事
し ご と

に

協力
きょうりょく

するよう努
つと

めなければなりません。 

３ 区
く

は、附属機
ふ ぞ く き

関
かん

としての役割
やくわり

を担
にな

い活動
かつどう

する擁護
よ う ご

委員
い い ん

の独立性
どくりつせい

を尊重
そんちょう

しなければなりません。 

（相談
そ う だ ん

と申立
もうした

て） 

第
だい

29条
じょう

 次
つぎ

に定
さだ

める者
もの

は、擁護
よ う ご

委員
い い ん

に、自分
じ ぶ ん

の権利
け ん り

へ

の侵害
しんがい

について相談
そ う だ ん

することやその侵害
しんがい

を取
と

り除
のぞ

くた

めの申立
もうした

てをすることができます。また、誰
だれ

であっても、

擁護
よ う ご

委員
い い ん

に、次
つぎ

に定
さだ

める者
もの

の権利
け ん り

の侵害
しんがい

について

相談
そ う だ ん

することやその侵害
しんがい

を取
と

り除
のぞ

くための申立
もうした

てをす

ることができます。 

(１)区
く

内
ない

に住所
じゅうしょ

を有
ゆう

する子
こ

ども 

(２)区
く

内
ない

にある事業
じぎ ょ う

所
し ょ

で働
はたら

いている子
こ

ども 

(３)区
く

内
ない

にある学校
が っ こ う

、児童
じ ど う

福祉
ふ く し

施設
し せ つ

などに、通学
つうがく

、通所
つうしょ

や入所
にゅうしょ

している子
こ

ども 

(４)子
こ

どもに準
じゅん

ずる者
もの

として規則
き そ く

で定
さだ

める者
もの

 

（調査
ち ょ うさ

と調整
ちょうせい

） 

第
だい

30条
じょう

 擁護
よ う ご

委員
い い ん

は、子
こ

どもの権利
け ん り

の侵害
しんがい

を取
と

り除
のぞ

く

ための申立
もうした

てに基
もと

づき、また、必要
ひつよう

に応
おう

じて、子
こ

どもの

権利
け ん り

の侵害
しんがい

についての調査
ち ょ うさ

をするものとします。ただ

し、擁護
よ う ご

委員
い い ん

が特別
とくべつ

の事情
じじ ょ う

があると認
みと

めるときを除
のぞ

き、

規則
き そ く

で定
さだ

める場
ば

合
あい

においては、調査
ち ょ うさ

をしないことがで

きます。 

２ 擁護
よ う ご

委員
い い ん

は、関
かん

係
けい

機関
き か ん

などに対
たい

し調査
ち ょ うさ

のために必要
ひつよう

な書類
しょるい

を提
てい

出
しゅつ

するよう求
もと

めることや、その職
しょく

員
いん

などに

対
たい

し調査
ち ょ うさ

のために質
しつ

問
もん

することができるものとしま

す。 

３ 擁護
よ う ご

委員
い い ん

は、調査
ち ょ うさ

の結果
け っ か

、必要
ひつよう

と認
みと

めるときは、子
こ

ど

もと関係
かんけい

機関
き か ん

などとの仲介
ちゅうかい

をするなど、子
こ

どもの権利
け ん り

の侵害
しんがい

を取
と

り除
のぞ

くための調整
ちょうせい

をすることができます。 

（要請
よ う せい

と意見
い け ん

など） 

第
だい

31条
じょう

 擁護
よ う ご

委員
い い ん

は、調査
ち ょ うさ

や調整
ちょうせい

の結果
け っ か

、子
こ

どもの

権利
け ん り

の侵害
しんがい

を取
と

り除
のぞ

くため必要
ひつよう

と認
みと

めるときは、関係
かんけい

機関
き か ん

などに対
たい

してそのための要請
よ う せい

をすることができま

す。 

２ 擁護
よ う ご

委員
い い ん

は、子
こ

どもの権利
け ん り

の侵害
しんがい

を防
ふせ

ぐため必要
ひつよう

と

認
みと

めるときは、関係
かんけい

機関
き か ん

などに対
たい

してそのための意見
い け ん

を述
の

べることができます。 

３ 要請
よ う せい

や意見
い け ん

を受
う

けた区
く

長
ちょう

や教育
きょういく

委員会
い い ん か い

は、その

要請
よ う せい

や意見
い け ん

を尊重
そんちょう

し、適切
てきせつ

に対
たい

応
おう

しなければなりませ

ん。 

４ 要請
よ う せい

や意見
い け ん

を受
う

けた区
く

長
ちょう

と教育
きょういく

委員会
いい んかい

以外
い が い

の関係
かんけい

機関
き か ん

などは、その要請
よ う せい

や意見
い け ん

を尊重
そんちょう

し、対
たい

応
おう

に努
つと

めな

ければなりません。 

５ 擁護
よ う ご

委員
い い ん

は、区
く

長
ちょう

や教育
きょういく

委員会
い い ん か い

に対
たい

して要請
よ う せい

をし

たときや意見
い け ん

を述
の

べたときは、その対
たい

応
おう

についての

報告
ほ うこく

を求
もと

めることができます。 

６ 擁護
よ う ご

委員
い い ん

は、必要
ひつよう

と認
みと

めるときは、要請
よ う せい

、意見
い け ん

、対
たい

応
おう

についての報告
ほ うこく

の内容
ないよう

を公表
こうひょう

することができます。こ

の場
ば

合
あい

においては、個人
こ じ ん

情報
じょうほう

の保護
ほ ご

について十分
じゅうぶん

に

配慮
はいりょ

しなければなりません。 

７ 擁護
よ う ご

委員
い い ん

は、その協議
き ょ うぎ

により要請
よ う せい

をし、意見
い け ん

を述
の

べ、

また、この要請
よ う せい

や意見
い け ん

の内容
ないよう

を公表
こうひょう

するものとしま

す。 

（見守
み ま も

りなどの支援
し え ん

） 

第
だい

32条
じょう

 擁護
よ う ご

委員
い い ん

は、子
こ

どもの権利
け ん り

の侵害
しんがい

を取
と

り除
のぞ

く

ための要請
よ う せい

などをした後
あと

も、必要
ひつよう

に応
おう

じて、関係
かんけい

機関
き か ん

などと協力
きょうりょく

しながら、その子
こ

どもの見守
み ま も

りなどの支援
し え ん
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をすることができます。 

（活動
かつどう

の報告
ほ うこく

と公表
こうひょう

） 

第
だい

33条
じょう

 擁護
よ う ご

委員
い い ん

は、毎
まい

年
ねん

、区
く

長
ちょう

と教育
きょういく

委員会
い い ん か い

に活動
かつどう

の報告
ほ うこく

をし、その内容
ないよう

を公表
こうひょう

するものとします。 

（擁護
よ う ご

委員
い い ん

の庶務
し ょ む

） 

第
だい

34条
じょう

 擁護
よ う ご

委員
い い ん

の庶務
し ょ む

は、子
こ

ども・若者部
わか もの ぶ

で行
おこな

いま

す。 

（相談
そ う だ ん

・調査
ち ょ うさ

専門員
せんもんいん

） 

第
だい

35条
じょう

 擁護
よ う ご

委員
い い ん

の仕事
し ご と

を補佐
ほ さ

するため、相談
そ う だ ん

・調査
ちょうさ

専門員
せんもんいん

を設置
せ っ ち

します。 

２ 相談
そ う だ ん

・調査
ち ょ うさ

専門員
せんもんいん

は、子
こ

どもの声
こえ

を聴
き

く専門家
せん も んか

として、

子
こ

ども本人
ほんにん

などからの相談
そ う だ ん

に応
おう

じ、必要
ひつよう

に応
おう

じて

擁護
よ う ご

委員
い い ん

に報告
ほ うこく

します。 

３ 相談
そ う だ ん

・調査
ち ょ うさ

専門員
せんもんいん

は、子
こ

どもの権利
け ん り

に関
かん

する普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

活動
かつどう

を実施
じ っ し

します。 

４ 擁護
よ う ご

委員
い い ん

に準
じゅん

じて、第
だい

27条
じょう

の規定
き て い

は、相談
そ う だ ん

・調査
ちょうさ

専門員
せんもんいん

に適用
てきよう

します。 

第
だい

６章
しょう

 推進
すいし ん

計画
け いかく

・推進
すいしん

体制
たいせい

・評価
ひょうか

検証
けんしょう

など 

（推進
すいしん

計画
けいかく

） 

第
だい

36条
じょう

 区
く

長
ちょう

は、子
こ

どもについての政策
せいさく

を進
すす

めていく

ための基本
き ほ ん

となる計画
けいかく

（以下
い か

「推進
すいしん

計画
けいかく

」といいま

す。）を作
つく

ります。 

２ 区
く

長
ちょう

は、推進
すいしん

計画
けいかく

を作
つく

るときは、当事者
と う じ し ゃ

である子
こ

ど

もや区
く

民
みん

の意見
い け ん

が生
い

かされるよう努
つと

めなければなり

ません。 

３ 区
く

長
ちょう

は、推進
すいしん

計画
けいかく

を作
つく

ったときは、速
すみ

やかに公表
こうひょう

しま

す。 

（推進
すいしん

体制
たいせい

） 

第
だい

37条
じょう

 区
く

長
ちょう

は、子
こ

どもについての政策
せいさく

を計画的
けいかくてき

に進
すす

めていくため、推進
すいしん

体制
たいせい

を整備
せ い び

します。 

（国
く に

、東京都
と うき ょ うと

などとの協力
きょうりょく

） 

第
だい

38条
じょう

 区
く

は、子
こ

どもが自分
じ ぶ ん

らしく、豊
ゆた

かに育
そだ

つための

環境
かんきょう

を整備
せ い び

するため、国
く に

、東京都
と うき ょ うと

などに協力
きょうりょく

を求
もと

め

ていきます。 

（評価
ひょうか

検証
けんしょう

など） 

第
だい

39条
じょう

 区長
く ち ょ う

は、子
こ

どもについての政策
せいさく

において、子
こ

ど

もの権利
け ん り

を保障
ほ しょ う

するため、第三者
だいさんしゃ

機関
き か ん

による調査
ち ょ うさ

と

評価
ひょうか

検証
けんしょう

を行
おこな

う体制
たいせい

を整備
せ い び

します。 

２ 区長
く ち ょ う

は、評
ひょう

価
か

検証
けんしょう

などに当
あ

たっては、当事者
と う じ し ゃ

である

子
こ

どもや区民
く み ん

の意見
い け ん

が生
い

かされるよう努
つと

めなければ

なりません。 

第
だい

７章
しょう

 雑則
ざ っ そ く

 

（委任
い に ん

） 

第
だい

40条
じょう

 この条例
じょうれい

を施行
し こ う

するために必要
ひつよう

なことは、区長
く ち ょ う

が定
さだ

めます。 

附則
ふ そ く

 

この条例
じょうれい

は、平成
へいせい

14年
ねん

４月
がつ

１日
ついたち

から施行
し こ う

します。 

附則
ふ そ く

（平成
へいせい

24年
ねん

12月
がつ

10日
か

条
じょう

例
れい

第
だい

82号
ご う

抄
しょう

） 

１ この条
じょう

例
れい

中
ちゅう

第
だい

１条
じょう

の規
き

定
てい

は、平成
へいせい

25年
ねん

４月
がつ

１日
ついたち

から

施行
し こ う

します。ただし、同
ど う

条
じょう

中
ちゅう

世田谷
せ た が や

区
く

子
こ

ども条
じょう

例
れい

第
だい

２

章
しょう

の次
つぎ

に１章
しょう

を加
くわ

える改正
かいせい

規
き

定
てい

（第
だい

19条
じょう

から第
だい

23

条
じょう

までに係
かか

る部分
ぶ ぶ ん

に限
かぎ

ります。）は、規則
き そ く

で定
さだ

める日
ひ

から施
し

行
こう

します。（平成
へいせい

25年
ねん

５月
がつ

規則
き そ く

第
だい

64号
ご う

で、同
どう

25年
ねん

７月
がつ

１日
ついたち

から施
し

行
こ う

） 

附則
ふ そ く

（平成
へいせい

26年
ねん

３月
がつ

７日
か

条
じょう

例
れい

第
だい

14号
ご う

） 

この条
じょう

例
れい

は、平成
へいせい

26年
ねん

４月
がつ

１日
ついたち

から施
し

行
こう

します。 

附則
ふ そ く

（令和
れ い わ

２年
ねん

３月
がつ

４日
か

条
じょう

例
れい

第
だい

11号
ご う

） 

この条
じょう

例
れい

は、令和
れ い わ

２年
ねん

４月
がつ

１日
ついたち

から施
し

行
こ う

します。 

附則
ふ そ く

（令和
れ い わ

７年
ねん

３月
がつ

５日
か

条
じょう

例
れい

第
だい

68号
ご う

） 

（施行
し こ う

期日
き じ つ

） 

１ この条例
じょうれい

は、令和
れ い わ

７年
ねん

４月
がつ

１日
ついたち

から施行
し こ う

します。 

（世田谷区
せ た が や く

地域
ち い き

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

推進
すいしん

条例
じょうれい

の一部
い ち ぶ

改正
かいせい

） 

２  世田谷区
せ た が や く

地域
ち い き

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

推進
すいしん

条例
じょうれい

（平成
へいせい

８年
ねん

３月
がつ

世田谷区
せ た が や く

条例
じょうれい

第
だい

７号
ご う

）の一部
い ち ぶ

を次
つぎ

のように改正
かいせい

する。 

第 28条第１項第４号中「世田谷区子ども条例」を

「世田谷区子どもの権利条例」に、「第 19 条」を「第

29条」に改める。 
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世田谷区子どもの権利条例施行規則 

 

世田谷区子どもの権利条例施行規則 

平成25年３月29日規則第46号 

改正 平成28年１月29日規則第14号 

令和２年12月８日規則第129号 

令和７年３月５日規則第２９号 

（趣旨） 

第１条 この規則は、世田谷区子どもの権利条例

（平成13年12月世田谷区条例第64号。以下

「条例」という。）の施行について必要な事項を

定めるものとする。 

（定義） 

第２条 この規則において使用する用語の意義は、

条例において使用する用語の例による。 

（兼職の禁止） 

第３条 擁護委員（条例第２5条第１項に規定する

擁護委員をいう。以下同じ。）は、国会議員、地方

公共団体の議会の議員及び長、政党その他の

政治団体の役員並びに主として区に対し請負を

する法人その他の団体の役員と兼ねることがで

きない。 

（申立て） 

第４条 申立て（条例第２9条に規定する権利の侵

害を取り除くための申立てをいう。以下同じ。）は、

擁護委員に申立書（第１号様式）を提出するこ

とにより行うものとする。ただし、擁護委員がやむ

を得ないと認める場合は、口頭により行うことが

できるものとする。 

２ 前項ただし書の場合において、当該申立ての内

容は、口頭申立記録書（第２号様式）に記録す

るものとする。 

（子どもに準ずる者） 

第５条 条例第２9条第４号の子どもに準ずる者と

して規則で定める者は、18歳又は19歳である

者であって、次のいずれかに該当するものとする。 

(１) 区内に住所を有する者であって、主に18歳

未満の者が通学、通所又は入所することがで

きる学校、児童福祉施設等に、通学、通所又

は入所しているもの 

(２) 区内に存する主に18歳未満の者が通学、

通所又は入所することができる学校、児童福

祉施設等に、通学、通所又は入所している者 

（３） 前２号に掲げるもののほか、世田谷区児

童相談所による措置を受けている者 

（調査をしないことができる場合） 

第６条 条例第３0条第１項ただし書の規則で定め

る場合は、申立てに係る事案が次の各号のいず

れかに該当する場合とする。 

(１) 現に裁判所において係争中である場合又

は既に裁判所において判決等があった場合 

(２) 現に行政不服審査法（平成26年法律第

68号）の規定による審査請求が行われてい

る場合又は審査請求に対する裁決を経て確

定している場合 

(３) 世田谷区地域保健福祉推進条例（平成８

年３月世田谷区条例第７号）第26条に規定

する世田谷区保健福祉サービス苦情審査会

に現に諮問されている場合又は既に諮問され、

処理が終了している場合 

(４) 世田谷区議会になされた請願又は陳情に

係るものである場合 

(５) 擁護委員の行為に係るものである場合 

(６) 前各号に掲げるもののほか、又はその他の

理由により調査（条例第３0条第１項の子ども

の権利の侵害についての調査をいう。以下同

じ。）をすることが適当でないと擁護委員が認

める場合 

２ 擁護委員は、条例第３0条第１項ただし書の規

定により調査をしないときは、調査対象外通知

書（第３号様式）により、申立てをした者（以下

「申立者」という。）に理由を付してその旨を通知

するものとする。 

一部改正〔平成28年規則14号〕 

（調査の同意） 

第７条 擁護委員は、調査をする場合において、調

査が権利を侵害された子ども又はその保護者

からの申立てによるものでないときは、同意書

（第４号様式）により、当該権利を侵害された子

ども又はその保護者の同意を得なければならな

い。ただし、当該子どもの生命又は身体の保護

を図るために必要がある場合であって、当該子

どもの置かれている状況等から、同意を得ること

が困難であると認めるときは、同意を得ずに調

査をすることができる。 

２ 前項ただし書の規定により、同意を得ずに調査

をする場合は、当該子ども又はその保護者の個

人情報の保護に十分に配慮しなければならない。 

（調査の実施） 

第８条 擁護委員は、必要と認めるときは、関係機
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関等（条例第２7条に規定する関係機関などを

いう。以下同じ。）に調査実施通知書（第５号様

式）により通知した上、その施設に立ち入って調

査をし、又は当該関係機関等に説明又は文書の

提出を求めることができるものとする。ただし、区

長及び教育委員会以外の関係機関等の施設に

立ち入って調査をする場合は、当該関係機関等

の同意を得なければならない。 

２ 擁護委員は、必要と認めるときは、専門的事項

に関する学識経験を有する者等に、当該専門的

事項に関する分析、鑑定等を依頼することがで

きるものとする。この場合において、擁護委員は、

個人情報の保護を図るため必要な措置を講じ

なければならない。 

（調査の中止） 

第９条 擁護委員は、調査の開始後に、調査の必

要がないと認めるときは、調査を中止することが

できるものとする。 

２ 前項の場合において、申立者、第７条第１項の

同意をした子ども若しくはその保護者（以下「同

意者」という。）又は前条第１項の規定による立

入調査の対象となった関係機関等（以下「立入

調査対象関係機関等」という。）があるときは、

調査中止通知書（第６号様式）により理由を付

してその旨を通知するものとする。 

（調査の終了） 

第10条 擁護委員は、調査が終了した場合におい

て、申立者、同意者又は立入調査対象関係機関

等があるときは、調査結果通知書（第７号様式）

によりその結果を通知するものとする。 

（要請及び意見） 

第11条 擁護委員は、要請（条例第３1条第１項に

規定する子どもの権利の侵害を取り除くための

要請をいう。）をし、又は意見（同条第２項に規

定する子どもの権利の侵害を防ぐための意見を

いう。）を述べる場合は、区長及び教育委員会に

その内容を通知した上、要請・意見表明通知書

（第８号様式）により行うものとする。 

２ 前項の場合において、申立者又は同意者があ

るときは、その内容を通知するものとする。 

（対応についての報告） 

第12条 擁護委員は、区長又は教育委員会が条

例第３1条第５項の規定による対応についての

報告の求めに応じた場合において、申立者又は

同意者があるときは、要請・意見表明への対応

内容通知書（第９号様式）によりその内容を通

知するものとする。 

（公表） 

第13条 条例第３1条第６項の規定による要請、意

見及び対応についての報告の内容の公表及び

条例第３3条の規定による活動の内容の公表は、

公告その他の広く区民に周知させる方法により

行うものとする。 

（身分証明書） 

第14条 擁護委員及び相談・調査専門員（条例

第３５条第１項の相談・調査専門員をいう。）は、

調査又は調整（条例第３0条第３項の子どもの

権利の侵害を取り除くための調整をいう。）をす

るときは、身分証明書（第10号様式）を携帯し、

請求があったときは、これを提示しなければなら

ない。 

（擁護委員会議） 

第15条 擁護委員の職務執行の一般方針その他

の必要な事項を決定するため、擁護委員全員で

構成する擁護委員会議を設置するものとする。 

２ 擁護委員会議に代表擁護委員を置き、擁護委

員の互選によりこれを定めるものとする。 

３ 擁護委員会議は、代表擁護委員が招集するも

のとする。 

４ 擁護委員会議は、非公開とする。 

５ 前各項に定めるもののほか、擁護委員会議の

運営に関し必要な事項は、代表擁護委員が定

めるものとする。 

（委任） 

第16条 この規則の施行に関し必要な事項は、区

長が別に定める。 

附 則 

この規則は、世田谷区子ども条例等の一部を改

正する条例（平成24年12月世田谷区条例第82

号）第１条中世田谷区子ども条例第２章の次に１

章を加える改正規定（第19条から第23条までに

係る部分に限る。）の施行の日から施行する。ただ

し、第１条から第３条まで、第15条及び第16条の

規定は、平成25年４月１日から施行する。 

附 則（平成28年１月29日規則第14号） 

この規則は、平成28年４月１日から施行する。 

附 則（令和２年12月８日規則第129号） 

この規則は、公布の日から施行する。 

  附則 

１ この規則は、令和７年４月１日から施行する。 
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２ この規則の施行の際現にされているこの規則に

よる改正前の第４条第１項の規定によりされた申し

立ては、この規則による改正後の第４条第１項の規

定によりされた申し立てとみなす。 
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相談状況の集計推移（年度の記載がない表は全て令和７（２０２５）年度の集計です） 

 

１．初回の相談方法と件数（新規件数） 

 

 

２．初回の相談者の内訳（新規件数） 

 
 

３．相談対象となる子どもの所属（新規件数） 

 

年度 電話 メール 面接 はがき 手紙 FAX 合計

3 83 (42.1%) 31 (15.7%) 5 (2.5%) 73 (37.1%) 3 (1.5%) 2 (1.0%) 197 (100.0%)

4 81 (33.3%) 58 (23.9%) 1 (0.4%) 101 (41.6%) 1 (0.4%) 1 (0.4%) 243 (100.0%)

5 58 (28.6%) 52 (25.6%) 1 (0.5%) 86 (42.4%) 6 (3.0%) 0 (0.0%) 203 (100.0%)

6 76 (27.0%) 48 (17.1%) 30 (10.7%) 127 (45.2%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 281 (100.0%)

7 57 (23.3%) 63 (25.7%) 25 (10.2%) 98 (40.0%) 1 (0.4%) 1 (0.4%) 245 (100.0%)

3 86 (83.5%) 12 (11.7%) 4 (3.9%) 1  (1.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 103 (100.0%)

4 114 (91.9%) 7  (5.6%) 2 (1.6%) 1  (0.8%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 124 (100.0%)

5 81 (83.5%) 14 (14.4%) 1 (1.0%) 1  (1.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%)  97 (100.0%)

6 68 (84.0%) 10 (12.3%) 2 (2.5%) 0  (0.0%) 0 (0.0%) 1 (1.2%)  81 (100.0%)

7 70 (84.3%) 12 (14.5%) 1 (1.2%) 0  (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%)  83 (100.0%)

3 169 (56.3%) 43 (14.3%) 9 (3.0%) 74 (24.7%) 3 (1.0%) 2 (0.7%) 300 (100.0%)

4 195 (53.1%) 65 (17.7%) 3 (0.8%) 102 (27.8%) 1 (0.3%) 1 (0.3%) 367 (100.0%)

5 139 (46.3%) 66 (22.0%) 2 (0.7%) 87 (29.0%) 6 (2.0%) 0 (0.0%) 300 (100.0%)

6 144 (39.8%) 58 (16.0%) 32 (8.8%) 127 (35.1%) 0 (0.0%) 1 (0.3%) 362 (100.0%)

7 127 (38.7%) 75 (22.9%) 26 (7.9%) 98 (29.9%) 1 (0.3%) 1 (0.3%) 328 (100.0%)

合計

子ども

おとな

年度 本人 母親 父親 祖父母 友達 きょうだい 関係機関（者） その他 合計

3
193

(64.3%)
84

(28.0%)
8

(2.7%)
2

(0.7%)
4

(1.3%)
0

(0.0%)
1

(0.3%)
8

(2.7%)
300

（100.0%）

4
242

(65.9%)
108

(29.4%)
10

(2.7%)
1

(0.3%)
1

(0.3%)
1

(0.3%)
1

(0.3%)
3

(0.8%)
367

（100.0%）

5
201

(67.0%)
79

(26.3%)
8

(2.7%)
2

(0.7%)
2

(0.7%)
0

(0.0%)
2

(0.7%)
6

(2.0%)
300

（100.0%）

6
279

(77.1%)
67

(18.5%)
6

(1.7%)
1

(0.3%)
2

(0.6%)
0

(0.0%)
2

(0.6%)
5

(1.4%)
362

（100.0%）

7
245

(74.7%)
64

(19.5%)
9

(2.7%)
3

(0.9%)
0

(0.0%)
0

(0.0%)
1

(0.3%)
6

(1.8%)
328

（100.0%）

年度 未就学 小学校 中学校 高校 不明 合計

3 5  （1.7%） 197 （65.7%） 65 （21.7%） 32 （10.7%） 1  （0.3%） 300 （100.0%）

4 12  （3.3%） 245 （66.8%） 82 （22.3%） 26  （7.1%） 2  （0.5%） 367 （100.0%）

5 5  （1.7%） 200 （66.7%） 64 （21.3%） 27  （9.0%） 4  （1.3%） 300 （100.0%）

6 4  （1.1%） 277 （76.5%） 58 （16.0%） 20  （5.5%） 3  （0.8%） 362 （100.0%）

7 16  （4.9%） 223 （68.0%） 49 （14.9%） 37 （11.3%） 3  （0.9%） 328 （100.0%）

（令和３（２０２１）年度より、はがき相談を開始） 
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４.相談の内容（新規件数） 

 

 

 

５.相談内容別(新規件数のうち初回の相談者が子どもの場合の件数) 

 

年度 いじめ
学校・教職員
等の対応

虐待 不登校 行政の対応
非行・問題
行動

体罰 差別 セクハラ 学校事故

3
45

(15.0%)
29
(9.7%)

23
(7.7%)

9
(3.0%)

4
(1.3%)

8
(2.7%)

4
(1.3%)

0
(0.0%)

3
(1.0%)

1
(0.3%)

4
48

(13.1%)
64

(17.4%)
20
(5.4%)

11
(3.0%)

2
(0.5%)

5
(1.4%)

1
(0.3%)

0
(0.0%)

5
(1.4%)

0
(0.0%)

5
49

(16.3%)
43

(14.3%)
16
(5.3%)

6
(2.0%)

5
(1.7%)

2
(0.7%)

1
(0.3%)

2
(0.7%)

4
(1.3%)

0
(0.0%)

6
61

(16.9%)
39

(10.8%)
20
(5.5%)

7
(1.9%)

1
(0.3%)

9
(2.5%)

3
(0.8%)

0
(0.0%)

5
(1.4%)

0
(0.0%)

7
46

(14.0%)
33

(10.1%)
22
(6.7%)

4
(1.2%)

1
(0.3%)

6
(1.8%)

4
(1.2%)

1
(0.3%)

3
(0.9%)

0
(0.0%)

年度
対人関係の悩

み
家庭・家族の
悩み

子育ての悩み 学校の悩み 話し相手
学習・進路の
悩み

心身の悩み 性の悩み その他 合計

3
61

(20.3%)
31

(10.3%)
18
(6.0%)

9
(3.0%)

0
(0.0%)

9
(3.0%)

35
(11.7%)

3
(1.0%)

8
(2.7%)

300
(100.0%)

4
91

(24.8%)
43

(11.7%)
26
(7.1%)

2
(0.5%)

3
(0.8%)

10
(2.7%)

27
(7.4%)

1
(0.3%)

8
(2.2%)

367
(100.0%)

5
81

(27.0%)
29
(9.7%)

14
(4.7%)

5
(1.7%)

0
(0.0%)

5
(1.7%)

28
(9.3%)

2
(0.7%)

8
(2.7%)

300
(100.0%)

6
85

(23.5%)
25
(6.9%)

11
(3.0%)

13
(3.6%)

32
(8.8%)

11
(3.0%)

29
(8.0%)

2
(0.6%)

9
(2.5%)

362
(100.0%)

7
82

(25.0%)
40

(12.2%)
17
(5.2%)

4
(1.2%)

19
(5.8%)

11
(3.4%)

26
(7.9%)

2
(0.6%)

7
(2.1%)

328
(100.0%)

年度 いじめ
学校・教職員
等の対応

虐待 不登校 行政の対応
非行・問題
行動

体罰 差別 セクハラ 学校事故

3
22

(11.2%)
10
(5.1%)

16
(8.1%)

2
(1.0%)

3
(1.5%)

1
(0.5%)

2
(1.0%)

0
(0.0%)

0
(0.0%)

0
(0.0%)

4
21
(8.6%)

34
(14.0%)

19
(7.8%)

6
(2.5%)

1
(0.4%)

1
(0.4%)

0
(0.0%)

0
(0.0%)

4
(1.6%)

0
(0.0%)

5
27

(13.3%)
17
(8.4%)

12
(5.9%)

2
(1.0%)

0
(0.0%)

2
(1.0%)

0
(0.0%)

0
(0.0%)

2
(1.0%)

0
(0.0%)

6
40

(14.2%)
22
(7.8%)

12
(4.3%)

4
(1.4%)

0
(0.0%)

5
(1.8%)

1
(0.4%)

0
(0.0%)

3
(1.1%)

0
(0.0%)

7
25

(10.2%)
16
(6.5%)

18
(7.3%)

3
(1.2%)

0
(0.0%)

5
(2.0%)

2
(0.8%)

1
(0.4%)

1
(0.4%)

0
(0.0%)

年度
対人関係
の悩み

家族・家庭の
悩み

子育ての
悩み

学校の
悩み

話し相手
学習・進路の
悩み

心身の
悩み

性の悩み その他 合計

3
57

(28.9%)
29

(14.7%)
0

(0.0%)
7

(3.6%)
0

(0.0%)
7

(3.6%)
33

(16.8%)
3

(1.5%)
5

(2.5%)
197

(100.0%)

4
79

(32.5%)
37

(15.2%)
0

(0.0%)
1
(04%)

3
(1.2%)

9
(3.7%)

24
(9.9%)

1
(0.4%)

3
(1.2%)

243
(100.0%)

5
75

(36.9%)
26

(12.8%)
0

(0.0%)
3

(1.5%)
0

(0.0%)
5

(2.5%)
25

(12.3%)
2

(1.0%)
5

(2.5%)
203

(100.0%)

6
84

(29.9%)
24
(8.5%)

0
(0.0%)

9
(3.2%)

32
(11.4%)

10
(3.6%)

28
(10.0%)

2
(0.7%)

5
(1.8%)

281
(100.0%)

7
73

(29.8%)
35

(14.3%)
0

(0.0%)
3

(1.2%)
19
(7.8%)

11
(4.5%)

25
(10.2%)

2
(0.8%)

6
(2.4%)

245
(100.0%)
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※は新規件数に前年度からの継続件数１２５件を加えた４５３件に対しての回数 

６.子どもの性別(新規件数) 

 

 

７.子どもの性別(新規件数のうち初回の相談者が子どもの場合の件数) 

 
 

８.相談者からの相談方法(延べ相談回数) ※ 

 

 

９.「せたホッと」から相談者への対応方法(延べ対応回数)※ 

 

 

10.サポート委員･専門員の総活動回数(方法別)※  

（上記８＋９＋関係機関との活動回数） 

 

年度 男 女 不明 合計

3 110 (36.7%) 173 (57.7%) 17 (5.7%) 300 (100.0%)

4 131 (35.7%) 210 (57.2%) 26 (7.1%) 367 (100.0%)

5  99 (33.0%) 179 (59.7%) 22 (7.3%) 300 (100.0%)

6 119 (32.9%) 210 (58.0%) 33 (9.1%) 362 (100.0%)

7 103 (31.4%) 195 (59.5%) 30 (9.1%) 328 (100.0%)

年度 男 女 不明 合計

3 54 (27.4%) 130 (66.0%) 13 (6.6%) 197 (100.0%)

4 65 (26.7%) 162 (66.7%) 16 (6.6%) 243 (100.0%)

5 51 (25.1%) 138 (68.0%) 14 (6.9%) 203 (100.0%)

6 78 (27.8%) 177 (63.0%) 26 (9.3%) 281 (100.0%)

7 70 (28.6%) 156 (63.7%) 19 (7.8%) 245 (100.0%)

電話 メール 面接 はがき 手紙 FAX 合計

子ども 319 (23.6%) 322 (23.8%)  125 (9.3%)  147 (10.9%) 19 (1.4%) 1 (0.1%) 933 (69.1%)

おとな 245 (18.1%) 97 (7.2%)  74 (5.5%)   0 (0.0%)  1 (0.1%) 1 (0.1%) 418 (30.9%)

合計 564 (41.7%) 419 (31.0%) 199 (14.8%)  147 (10.9%) 20 (1.5%) 2 (0.2%) 1,351(100.0%)

電話 メール 面接 はがき 手紙 FAX 合計

子ども 172 (15.0%) 403 (35.0%)  69 (6.0%)  0 (0.0%) 184 (16.0%)  0 (0.0%) 828 (72.0%)

おとな 219 (19.0%) 91 (7.9%)  12 (1.0%)  0 (0.0%)  0 (0.0%)  0 (0.0%) 322 (28.0%)

合計 391 (34.0%) 494 (43.0%)  81 (7.0%)  0 (0.0%) 184 (16.0%)  0 (0.0%) 1,150(100.0%)

年度 電話 メール 面接 はがき 手紙 FAX 合計

3 1,092 (48.5%) 620 (27.5%)   324 (14.4%) 100 (4.4%) 102 (4.5%) 15 (0.7%)  2,253 (100.0%)

4 1,410 (50.6%) 744 (26.7%)   313 (11.2%) 150 (5.4%) 146 (5.2%) 24 (0.9%)  2,787 (100.0%)

5 1,527 (47.6%) 1,030 (32.1%)   346 (10.8%) 123 (3.8%) 184 (5.7%) 1 (0.0%)  3,211 (100.0%)

6 1,738 (53.6%) 760 (23.4%)  300 (9.3%) 230 (7.1%) 212 (6.5%) 2 (0.1%)  3,242 (100.0%)

7 1,789 (51.6%) 949 (27.4%)   371 (10.7%) 147 (4.2%) 207 (6.0%) 2 (0.1%)  3,465 (100.0%)
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13．初回の相談方法と初回の相談者別クロス集計 

 
 

14．すべての相談回数における相談方法と相談者別クロス集計 ※ 

 

本人 母親 父親 祖父母 友だち きょうだい 関係機関（者） 学校 その他 合計

57 55 8 3 0 0 1 0 3 127
(17.4%) (16.8%) (2.4%) (0.9%) (0.0%) (0.0%) (0.3%) (0.0%) (0.9%) (38.7%)

63 8 1 0 0 0 0 0 3 75
(19.2%) (2.4%) (0.3%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.9%) (22.9%)

25 1 0 0 0 0 0 0 0 26
(7.6%) (0.3%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (7.9%)

98 0 0 0 0 0 0 0 0 98
(29.9%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (29.9%)

1 0 0 0 0 0 0 0 0 1
(0.3%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.3%)

1 0 0 0 0 0 0 0 0 1
(0.3%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.3%)

245 64 9 3 0 0 1 0 6 328
(74.7%) (19.5%) (2.7%) (0.9%) (0.0%) (0.0%) (0.3%) (0.0%) (1.8%) (100.0%)

合計

FAX

面接

電話

メール

はがき

手紙

電話 メール 面接 はがき 手紙 FAX 合計

491 725 194 147 203 1 1,761
(14.2%) (20.9%) (5.6%) (4.2%) (5.9%) (0.0%) (50.8%)
464 188 86 0 1 1 740
(13.4%) (5.4%) (2.5%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (21.4%)
834 36 91 0 3 0 964
(24.1%) (1.0%) (2.6%) (0.0%) (0.1%) (0.0%) (27.8%)
1,789 949 371 147 207 2 3,465
(51.6%) (27.4%) (10.7%) (4.2%) (6.0%) (0.1%) (100.0%)

関係機関
（者）

合計

子ども

おとな

11．サポート委員･専門員の総活動回数(対応先別)※ 

 

年度 子ども おとな 関係機関（者） 合計

3
880
(39.1%)

975
(43.3%)

398
(17.7%)

2,253
(100.0%)

4
1,165
(41.8%)

1,133
(40.7%)

489
(17.5%)

2,787
(100.0%)

5
1,390
(43.3%)

1,218
(37.9%)

603
(18.8%)

3,211
(100.0%)

6
1,650
(50.9%)

807
(24.9%)

785
(24.2%)

3,242
(100.0%)

7
1,761
(50.8%)

740
(21.4%)

964
(27.8%)

3,465
(100.0%)

 

月

4 13 (4.0%) 211 (6.1%)

5 17 (5.2%) 195 (5.6%)

6 35 (10.7%) 269 (7.8%)

7 40 (12.2%) 280 (8.1%)

8 16 (4.9%) 235 (6.8%)

9 24 (7.3%) 277 (8.0%)

10 20 (6.1%) 280 (8.1%)

11 87 (26.5%) 452 (13.0%)

12 25 (7.6%) 435 (12.6%)

1 15 (4.6%) 273 (7.9%)

2 17 (5.2%) 267 (7.7%)

3 19 (5.8%) 291 (8.4%)

合計 328 (100.0%) 3,465 (100.0%)

新規件数 総活動回数

12．新規件数と総活動回数の月別推移 

※は新規件数に前年度からの継続件数 125件を加えた 453件に対しての回数 
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※は新規件数に前年度からの継続件数１２５件を加えた 4５３件に対しての回数 

15．総活動回数における対応方法と対応時間別クロス集計 ※ 

 

16．相談の継続回数と相談内容のクロス集計（新規件数） 

 

10分未満
10分以上
30分未満

30分以上
1時間未満

1時間以上
1時間30分未

満

1時間30分以
上

2時間未満
2時間以上 メール・FAX はがき・手紙 合計

240 167 93 46 14 4 0 0 564
(6.9%) (4.8%) (2.7%) (1.3%) (0.4%) (0.1%) (0.0%) (0.0%) (16.3%)

298 63 22 5 3 0 0 0 391
(8.6%) (1.8%) (0.6%) (0.1%) (0.1%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (11.3%)

731 82 17 2 2 0 0 0 834
(21.1%) (2.4%) (0.5%) (0.1%) (0.1%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (24.1%)

0 0 0 0 0 0 419 0 419
(0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (12.1%) (0.0%) (12.1%)

0 0 0 0 0 0 494 0 494
(0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (14.3%) (0.0%) (14.3%)

0 0 0 0 0 0 36 0 36
(0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (1.0%) (0.0%) (1.0%)

3 4 39 70 59 24 0 0 199
(0.1%) (0.1%) (1.1%) (2.0%) (1.7%) (0.7%) (0.0%) (0.0%) (5.7%)

29 6 12 2 1 2 0 0 52
(0.8%) (0.2%) (0.3%) (0.1%) (0.0%) (0.1%) (0.0%) (0.0%) (1.5%)

0 2 10 14 10 3 0 0 39
(0.0%) (0.1%) (0.3%) (0.4%) (0.3%) (0.1%) (0.0%) (0.0%) (1.1%)

19 17 16 13 9 7 0 3 84
(0.5%) (0.5%) (0.5%) (0.4%) (0.3%) (0.2%) (0.0%) (0.1%) (2.4%)

0 0 0 0 0 0 0 167 167
(0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (4.8%) (4.8%)

0 0 0 0 0 0 0 184 184
(0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (5.7%) (5.7%)

0 0 0 0 0 0 0 0 0
(0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%)

0 0 0 0 0 0 2 0 2
(0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.1%) (0.0%) (0.1%)

0 0 0 0 0 0 0 0 0
(0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%)

0 0 0 0 0 0 0 0 0
(0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%)

1,320 341 209 152 98 40 951 354 3,465
(38.1%) (9.8%) (6.0%) (4.4%) (2.8%) (1.2%) (27.4%) (10.2%) (100.0%)

FAX
（関係機関
（者））

合計

訪問
（関係機関
（者））

手紙
（相談者から）

手紙
（せたホッとか

ら）

手紙
（関係機関
（者））

FAX
（相談者から）

FAX
（せたホッとか

ら）

訪問
（その他）

電話
（相談者から）

電話
（せたホッとか

ら）

電話
（関係機関
（者））

メール
（相談者から）

メール
(せたホッとから）

メール
（関係機関
（者））

面接
（事務所）

訪問
（学校）

いじめ
学校・教職
員等の対応

虐待 不登校
行政の対

応
非行・問題

行動
体罰 差別 セクハラ 学校事故

13 7 2 0 1 0 0 0 1 0

(4.0%) (2.2%) (0.6%) (0.0%) (0.3%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.3%) (0.0%)

24 20 8 3 0 6 3 1 2 0

(7.4%) (6.2%) (2.5%) (0.9%) (0.0%) (1.8%) (0.9%) (0.3%) (0.6%) (0.0%)

9 6 12 0 0 0 1 0 0 0

(2.8%) (1.8%) (3.7%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.3%) (0.0%) (0.0%) (0.0%)

46 33 22 3 1 6 4 1 3 0

(14.2%) (10.2%) (6.8%) (0.9%) (0.3%) (1.8%) (1.2%) (0.3%) (0.9%) (0.0%)

対人関係
の悩み

家庭・家
族の悩み

子育ての
悩み

学校の
悩み

話し相手
学習・進路
の悩み

心身の
悩み

性の悩み その他 総計

18 8 13 2 17 5 6 1 1 95

(5.5%) (2.5%) (4.0%) (0.6%) (5.2%) (1.5%) (1.8%) (0.3%) (0.3%) (29.2%)

55 25 4 1 2 6 19 1 5 185

(16.9%) (7.7%) (1.2%) (0.3%) (0.6%) (1.8%) (5.8%) (0.3%) (1.5%) (56.9%)

9 7 0 0 0 0 0 0 1 45

(2.8%) (2.2%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.3%) (13.8%)

82 40 17 3 19 11 25 2 7 325

(25.2%) (12.3%) (5.2%) (0.9%) (5.8%) (3.4%) (7.7%) (0.6%) (2.2%) (100.0%)

1回のみ

2～9回

10回以上

合計

1回のみ

2～9回

10回以上

合計
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※は新規件数に前年度からの継続件数１２５件を加えた 4５３件に対しての回数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20．初回の相談件数における相談の内容と発生場所のクロス表（新規件数） 

 

学校 家庭 塾・習い事 近所
幼稚園・
保育園

施設（入
所・通所)

児童館・
新BOP

その他 合計

42 0 0 1 3 0 0 0 46
(12.8%) (0.0%) (0.0%) (0.3%) (0.9%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (14.0%)
32 0 0 0 1 0 0 0 33

(9.8%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.3%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (10.1%)
0 21 0 1 0 0 0 0 22

(0.0%) (6.4%) (0.0%) (0.3%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (6.7%)
4 0 0 0 0 0 0 0 4

(1.2%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (1.2%)
0 0 0 0 0 1 0 0 1

(0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.3%) (0.0%) (0.0%) (0.3%)
5 0 0 1 0 0 0 0 6

(1.5%) (0.0%) (0.0%) (0.3%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (1.8%)
1 0 1 0 1 0 1 0 4

(0.3%) (0.0%) (0.3%) (0.0%) (0.3%) (0.0%) (0.3%) (0.0%) (1.2%)
1 0 0 0 0 0 0 0 1

(0.3%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.3%)
1 0 1 1 0 0 0 0 3

(0.3%) (0.0%) (0.3%) (0.3%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.9%)
0 0 0 0 0 0 0 0 0

(0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%)
70 2 4 1 0 0 4 1 82

(21.3%) (0.6%) (1.2%) (0.3%) (0.0%) (0.0%) (1.2%) (0.3%) (25.0%)
1 39 0 0 0 0 0 0 40

(0.3%) (11.9%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (12.2%)
3 8 0 1 3 0 1 1 17

(0.9%) (2.4%) (0.0%) (0.3%) (0.9%) (0.0%) (0.3%) (0.3%) (5.2%)
4 0 0 0 0 0 0 0 4

(1.2%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (1.2%)
1 3 0 0 0 0 0 15 19

(0.3%) (0.9%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (4.6%) (5.8%)
8 3 0 0 0 0 0 0 11

(2.4%) (0.9%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (3.4%)
18 8 0 0 0 0 0 0 26

(5.5%) (2.4%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (7.9%)
0 0 0 0 0 0 0 2 2

(0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.6%) (0.6%)
2 1 1 0 0 1 0 2 7

(0.6%) (0.3%) (0.3%) (0.0%) (0.0%) (0.3%) (0.0%) (0.6%) (2.1%)
193 85 7 6 8 2 6 21 328

(58.8%) (25.9%) (2.1%) (1.8%) (2.4%) (0.6%) (1.8%) (6.4%) (100.0%)
合計

性の悩み

その他

学習・進路の
悩み

心身の悩み

対人関係の
悩み

学校事故

いじめ

学校・教職
員等の対応

体罰

虐待

不登校

話し相手

子育ての悩み

学校の悩み

非行・問題
行動

差別

セクハラ

家庭・家族の
悩み

行政の対応

17．初回の相談受付の曜日別(新規件数） 

 

月曜日 35 (10.7%)

火曜日 19 (5.8%)

水曜日 24 (7.3%)

木曜日 35 (10.7%)

金曜日 22 (6.7%)

土曜日 18 (5.5%)

メール・手紙等 175 (53.4%)

合計 328 (100.0%)

 

10時台 5 (1.5%)

11時台 2 (0.6%)

12時台 1 (0.3%)

13時台 28 (8.5%)

14時台 22 (6.7%)

15時台 31 (9.5%)

16時台 19 (5.8%)

17時台 15 (4.6%)

18時台 17 (5.2%)

19時台 13 (4.0%)

メール・手紙等 175 (53.4%)

合計 328 (100.0%)

18．初回の相談受付の時間帯別(新規件数） 

19．総活動回数(男女別） ※ 

 

男 2,237 (64.6%)

女 1,122 (32.4%)

不明 106 (3.1%)

合計 3,465 (100.0%)
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21．初回の相談件数における相談の内容と権利を侵害したとされる者のクロス表（新規件数） 

 
 

22．サポート委員が対応した場合の相談内容（新規件数のうち） 

 

いない 友だち
学校
関係者

父親 母親
父母以外
の親族

施設
関係者

近所の
おとな

先輩・
後輩

行政
職員

同居人 その他 不明 合計

0 45 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 46

(0.0%) (13.7%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.3%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (14.0%)

3 0 29 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 33

(0.9%) (0.0%) (8.8%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.3%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (10.1%)

0 0 0 12 9 0 0 0 0 0 0 0 1 22

(0.0%) (0.0%) (0.0%) (3.7%) (2.7%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.3%) (6.7%)

3 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4

(0.9%) (0.3%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (1.2%)

1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

(0.3%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.3%)

1 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6

(0.3%) (1.5%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (1.8%)

0 0 2 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 4

(0.0%) (0.0%) (0.6%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.3%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.3%) (1.2%)

0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

(0.0%) (0.0%) (0.3%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.3%)

0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 3

(0.0%) (0.3%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.6%) (0.9%)

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%)

52 28 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 82

(15.9%) (8.5%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.3%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.3%) (25.0%)

16 0 0 6 13 3 0 0 0 0 0 0 2 40

(4.9%) (0.0%) (0.0%) (1.8%) (4.0%) (0.9%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.6%) (12.2%)

17 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 17

(5.2%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (5.2%)

3 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4

(0.9%) (0.0%) (0.3%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (1.2%)

19 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 19

(5.8%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (5.8%)

11 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 11

(3.4%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (3.4%)

25 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 26

(7.6%) (0.3%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (7.9%)

2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2

(0.6%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.6%)

4 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1 7

(1.2%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.3%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.3%) (0.3%) (2.1%)

157 81 33 18 22 3 3 0 2 0 0 1 8 328

(47.9%) (24.7%) (10.1%) (5.5%) (6.7%) (0.9%) (0.9%) (0.0%) (0.6%) (0.0%) (0.0%) (0.3%) (2.4%) (100.0%)

心身の
悩み

性の悩み

合計

その他

学習・進路
の悩み

学校・教職
員等の対応

いじめ

不登校

虐待

学校の悩み

行政の対応

話し相手

体罰

差別

セクハラ

非行・問題
行動

学校事故

対人関係
の悩み

家庭・家族
の悩み

子育ての
悩み

いじめ 6 (21.4%)

学校・教職員等の対応 7 (25.0%)

虐待 9 (32.1%)

体罰 1 (3.6%)

対人関係の悩み 2 (7.1%)

家庭・家族の悩み 1 (3.6%)

心身の悩み 1 (3.6%)

その他 1 (3.6%)

合計 28 (100.0%)
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２３．開設年度から令和７年度までの相談件数の推移（新規件数） 

 

 

 

２４．開設年度から令和７年度までの新規相談主訴（上位３件） 

 

 

 

 

年度 1位 2位 3位

平成25 いじめ（28件）

平成26 対人関係の悩み（50件） いじめ（44件） 家庭・家族の悩み（26件）

平成27 対人関係の悩み（73件） 学校・教職員等の対応（36件） いじめ（30件）

平成28 対人関係の悩み（65件） いじめ（44件） 学校・教職員等の対応（41件）

平成29 対人関係の悩み（87件） 学校・教職員等の対応（45件） いじめ（44件）

平成30 対人関係の悩み（83件） いじめ（65件） 家庭・家族の悩み（38件）

平成31／令和元 対人関係の悩み（76件） 学校・教職員等の対応（39件） いじめ（34件）

令和2 対人関係の悩み（37件） 家庭・家族の悩み（30件） 心身の悩み（25件）

令和3 対人関係の悩み（61件） いじめ（45件） 心身の悩み（35件）

令和4 対人関係の悩み（91件） 学校・教職員等の対応（64件） いじめ（48件）

令和5 対人関係の悩み（81件） いじめ（49件） 学校・教職員等の対応（43件）

令和６ 対人関係の悩み（8５件） いじめ（６１件） 学校・教職員等の対応（３９件）

令和7 対人関係の悩み（82件） いじめ（46件） 家庭・家族の悩み（４０件）

学校・教職員等の対応、対人関係の悩み（21件）
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２５．開設年度から令和７年度までの関係機関(者)との連携活動回数 
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              ホッとにきゅうさい FAX 

                                             年     月     日 

相談
そ う だ ん

したい内容
な い よ う

は、次
つぎ

のどれにあてはまりますか。ひとつえらんでください。 

□いじめ     □体罰
たいばつ

     □いじめ・体罰
たいばつ

ではない学校
がっこう

のこと     □虐待
ぎゃくたい

□虐待
ぎゃくたい

ではない家庭
かてい

のこと     □職場
しょくば

のこと     □その他
ほか

のこと 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

あなた（相談
そうだん

したい人
ひと

）のことを教
おし

えてください 

★名前
な ま え

（またはニックネーム）    名前
な ま え

：             ふりがな：                    

★せたホッとからの返事
へん じ

 

□FAXで返事
へん じ

がほしい     FAX番号
ばんごう

                             □返事
へん じ

はいらない 

□電話
でんわ

または会
あ

って話
はな

したい 電話番号
でんわばんごう

                              

★ここからはしたは、よければ教
おし

えてください 

電話番号
でんわばんごう

                                               年齢
ねんれい

       歳
さい

 

学
がっ

校名
こうめい

                                              

住
じゅう

  所
しょ

                                                 性別
せいべつ

          

（「せたがやホッと子どもサポート」へのそうだん FAX） 

相談
そうだん

したい内容
ないよう

を書
か

いてください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おはなし 

きかせてね 
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〒156－0051　東京都世田谷区宮坂３－１５－１５

（世田谷区立子ども・子育て総合センター3階）

TEL／０３－３４３９－８４１５（事務局）　　　FAX／０３－３４３９－６７７７

せたがやホッと子どもサポートホームページ

　世田谷区せたがやホッと子どもサポート で検索してください

★相談時間　月～金：午後1時～午後8時　土：午前10時～午後6時

（日曜、祝・休日、年末年始のぞく）

相談専用電話　０１２０－８１０－２９３（フリーダイヤル）

編集・ 発行／世田谷区子どもの権利擁護機関（せたがやホッと子どもサポート）

せたがやホッと子どもサポート 活動報告書〈令和７年度〉 

令和 ８ 年 ６ 月 発行 

ホ ッ と に き ゅ う さ い
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